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自らの困難の経験やその中で歩んだ
道のりを語ることができること、他の
誰かがそれを傾聴できること、そして、
その先にまた新しい道すじを見出し、
異なる背景を持つ人々が共に未来を
創っていけるような文化を作っていく
ことが、これからの私たち一人ひとり
にとって重要になっていくのではない
かと感じています。特に、今回の研修
全体を通してのキーワードでもある、
「Lived-Experience/当事者の経験
や知識」は、その人の人生史や価値観
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時間は有限でもチャンスは無限
当事者経験のつらなりが、誰かの未来を幸せにする
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から派生するものであり、その中で語
られる内容としての「物語」は、本人と
その周りの人々だけでなく、社会全体
にとっても大切にされるべきものであ
ることをより多くの人に知ってもらい
たいと思っています。｠
　私にとって、この個人研修は応募か
ら数えれば5年強の時間をかけた挑
戦であり、同時に、自分の人生の中で
も苦しく、悔しい日がこれまでになく
多かった期間でもありました。2020
年2月にアメリカでの研修を開始した
ものの、新型コロナウイルスの世界的
な大流行によりすぐに緊急帰国、再渡
航の長期見合わせと多大な影響を受
けました。また、2024年2月にニュー
ジーランドへの渡航を実現したもの

　メンタルヘルスの文脈における「イ
ンクルーシブな社会」とはどのような
社会なのか。2か国での研修を終えた
今、その社会を実現するのに欠かせな
いこととして、私は「当事者の物語の
共有と傾聴の循環」があると考えてい
ます。社会全体として、メンタルヘルス
の向上のために医療や福祉制度の整
備、関連する研究や政策の改善など、
支援の仕組みのハード面に取り組む
ことは言わずもがな重要です。一方
で、もっと手前の段階として、誰もが

研修期間
①2020年2月14日～3月18日 
②2024年2月17日～2025年1月12日

研修国
①アメリカ・マサチューセッツ州・ボストン  
②ニュージーランド・オークランド市

研修機関
①Harvard University, Harvard 
Medical School, the 
Department of Global Health 
and Social Medicine, Mental 
Health for All Lab 
②Changing Minds 

研修テーマ
精神障がい福祉の国際基準や最
新事例を知り、精神疾患等の経
験のある人々にとって
「インクルーシブな社会のあり方」
についての考察リーダーシップ等
の向上

研修目的
①ハーバード大学での研修の目的 
精神疾患の予防策について研究
するとともに、精神障がい福祉の
国際基準や最新事例を知ること
で、精神障がいに関する「インク
ルーシブな社会のあり方」の達成
に必要なことを学ぶ。 

 
②研修先におけるテーマの実践 
ニュージーランド国内の様々なメンタル
ヘルスケアの最新の実践事例、研究成果
の情報を調べる業務を補佐することで、
精神障がい福祉の世界基準を学ぶとと
もに、フィールドワークを通して支援現
場の課題や解決策についても学ぶ。 

 
２箇所での研修を通じて、精神障がい
当事者として、地域レベルから国際社会
まで異なる規模、異なるコミュニティに
おけるメンタルヘルス向上の最新事例
を学ぶ。帰国後は、日本国内にてその学
びを活かし、具体的な活動を実行するこ
とを目指す。

の、生活上のトラブルが続き、研修を
やり遂げられるか危ぶまれた時もあ
りました。簡単な道のりではなかった
一方で、この経験があったからこそ、
限られた時間の中でかけがえのない
学びを得ることができ、今後の重要
な指針となる目標を見いだすことに
もつながりました。本当にたくさんの
人に助けられ、無事に研修を終えるこ
とができ、感謝するばかりです。｠
　私がダスキン障害者リーダー海外
派遣事業に応募した理由は、大きく2
点あります。｠
　1点目は、双極性障がいの当事者とし
て、自らの経験を何かの役に立てるこ
とができないか、その方法や機会を模
索していたタイミングだったことです。
　私は20代の初めに発症したもの
の、自主的に精神科に通院することを
長期間躊躇い、また、正しい診断にた
どり着くのにも何年もかかってしまっ
たことで、学生生活や後のキャリア形

成にも多大な影響を受けました。当時
のことを思い返すと今でも辛い気持
ちになると同時に、精神疾患を周囲に
どう思われるか不安に思っていた自分
自身への偏見や、どう対応すべきかな
どの知識が十分でなかったことなど
が原因であり、早期に支援に関する適
切な情報を知っていれば避けられた
苦労だったとも思っています。｠
｠　病気との付き合いが長くなるにつ
れ、自分のこれまでの経験やその中
で得た知識を、何かの役に立てられな
いかと考えるようになりました。例え
ば、昔の私が必要としていた、適切な
情報や支援を得られる場所や機会な
どを、より多くの人が知るようアクセ
スできるようになれば、個人レベルで
も社会レベルでもメンタルヘルスに関
係するいろいろな問題が解決しやす
くなると考えました。こうした課題に
向き合うためには、私自身の当事者性
を活かした学びや実践が不可欠だと
考え、この事業に応募しました。｠
　2点目は、渡航先や研修内容を自分
で計画できることです。｠
　自らの経験を活かすと言っても、ま
ずはメンタルヘルスをめぐって今どの
ような研究や実践がなされているの
か、何が不足しているのかを知る必要
がありました。その際、日本だけでな
く海外の動向についても学びたいと
強く思ったことが、応募に踏み切る上
で重要でした。日本国内では行き詰
まっている問題があったとしても、海
外の先進事例やそれを可能にしてい
る多様な視点を知ることができれば、
これまでにないアプローチができる

かもしれないと考えたからです。ま
た、この派遣事業では、渡航先や現地
での活動などを総合的に自分で計画
できるという点が、私にとっては大事
な条件でした。様々な国を対象に、自
分の課題意識に合致する機関につい
て調べたり、そこで何ができるかを探
究した経験は、研修を終えた今でも重
要な価値があります。

Time is limited but opportunity
is unlimited
－ 時間は有限でもチャンスは無限 

　2020年2月から、アメリカでハー
バード大学メディカルスクールの
Mental Health for All Labにポス
トグラデュエートリサーチフェローと
して参加しました。私が参加したの
は、グローバルメンタルヘルスの権威
であるVikram Patel教授が率いる研
究チームで、様々な国や精神疾患を対
象に、世界中の誰もが適切なケアを公
正なコストで受けられるようにするた
めの効果的な手法を研究・実践してい
ます。例えば、インドで実施しているプ
ロジェクトでは、一般的に医療費が高
額で、また、専門医がとても少ないた
めに、特に地方では人々が十分な支援
を得られないという課題に対し、経済
的余裕がない地域でのメンタルヘル
スケアを充実するために、地域の中で
の人材育成や支援システムの構築な
どを行っています。私が研修のためこ
の研究チームに参加する間は、幅広く
国際基準で先進的な事例や、特に若
者にとっての精神疾患の予防につい
て研究することを目指していました。｠

　しかし、入国後すぐにアメリカでも
新型コロナウイルスの流行が拡大し、
わずか1ヶ月で緊急帰国することに
なってしまいました。帰国後はPatel
教授らによるグローバルメンタルヘル
スの講座をオンラインで受講する傍
ら、現地で知り合った友人と一緒にオ
ンラインでの勉強会を企画しました。
勉強会には多い時で８か国から40名
が集まり、参加者が自国のメンタルヘ
ルスに関する問題を共有したり、文化
的な違いや共通点などを議論するこ
とができ、とても有意義な機会となり
ました。滞在期間こそとても短かった
ものの、その中で人とのつながりや、
学ぶ機会を拡げるために挑戦するこ
とができました。

｠
｠
　特に勉強会を実施する中で、私に
とってとても重要な英語のひと言との
出会いがありました。それは、“Thank 
you for sharing your story.” 「あ
なたの大切な物語を話してくれてあり
がとう」という一文です。当事者とし
ての自分の人生史や生きづらさを丸
ごと受け入れてもらっていると実感し
たと同時に、それまで日本語で自分の
精神疾患について語る時は無意識に
「患者」や「治療」など医療の文脈に
偏って話していた自分がいたことに気
づいた瞬間でもありました。｠
　そして、ボストンでの大切な思い出
は、ホームステイ先での時間です。大
家のアンさん、アンドレアさん、そし
て、同時期に滞在していた他の同居人
達とは、毎日の晩御飯では一緒に食卓
を囲み、その日の出来事を話したり、
時には世界情勢について話し合った
りと、それぞれが違う国の出身だから
こそ盛り上がる会話があったことも良
い経験になりました。｠

インクルーシブな社会の土壌：当事者の物語を語る・聴くを循環させる

オフィスにて

Mental Health for All Labのメンバー
（2020年当時） 

Rākau Roroaワークショップで共有された、
メンタルヘルスに関する言葉使いの影響

　当初の計画を練り直し、2024年2月
からニュージーランドのChanging 
M indsでの研修を開始しました。
Changing Mindsは、メンタルヘル
スに関する「Lived-Experience=当
事者経験」に重きをおいて、ニュー
ジーランド国内で活動している非営
利団体です。その特徴として、スタッ
フ全員が過去に何らかの精神疾患や
依存症の経験があり、自らの体験や
問題意識のもとに集い、地域コミュニ
ティや国全体のメンタルヘルスケアの
向上のため、様々なプロジェクトを展
開していることが挙げられます。ま
た、当事者目線で当事者のためのより
良い支援のあり方を実現することを
ミッションとしていますが、それは医
療や福祉などの直接的・専門的な支
援ではなく、支援のあり方や社会シス
テムそのものをより良くしていくため
に、当事者コミュニティの声を政策に
つなげるアドボカシーを高めることに
重きを置いています。｠
　Changing Mindsの代表的なプロ
ジェクトの一つとして、「Rā k a u 
Roroa」（ラカウロロア）があります。 
このプロジェクトでは、メンタルヘル
スに関係するLived-Experienceが
ある人を対象に、ストーリーテリング
の重要性や手法を学ぶためのトレー

ニングワークショップを各地で実施
しています。「Rākau Roroa」とは、
ニュージーランドの先住民であるマオ
リの言葉で「背の高い樹」という意味
で、 樹木が互いに根を張り枝を伸ば
し、森を豊かにしていくように、参加
者たちが誰かと支え合いながら成長
し、そして、それぞれのコミュニティで
リーダーシップをとることで、やがて
は社会全体に広がっていくようにとい
う願いが込められています。｠
　私も１度だけ、2日間開催のワーク
ショップにスタッフを兼ねて参加しま
したが、15人ほどいた参加者の全員
がLived-Experienceがあると言っ
ても、その背景にある個人的/社会的
背景や、これからどのような活動をし
たいかについてはとても多様でした。
しかし、多様であっても、その場にい
る全員が、自分の過去もしくは現在の
経験に向き合うことは辛いけど、それ
でもこういう自分だからこそ誰かの役

に立ちたいという強い想いは共通し
ていました。｠
　Changing Mindsとしては、引き
続きコミュニティと共に支援システム
を作っていく（for/w i th/to  the 
community）と同時に、今後は、ギャ
ンブル依存の経験者や、聴覚障がい
者を対象とした支援を充実していき
たいと考えているとのことです。｠
｠
Everyone has own unique 
recovery journey.
 - 誰もにそれぞれ唯一無二の
「回復の旅路」がある。 

　Lived-Experienceについて話す時、
同時に語られるものとして“Recovery 
Journey”という表現をよく耳にしま
した。直訳すると「回復の旅路」となり
ます。この表現も、私の視野を広げて
くれた重要なフレーズです。私たちが
精神疾患や依存症になった時、一般
的に提供されうる画一的な「治療」を
することは、必ずしも最終的な解決で
はないことが腑に落ちたからです。メ
ンタルヘルスの問題は、誰もが・人生
のいつかのタイミングで・それぞれの
形で経験しうるもので、適切な対処や
必要な支援は十人十色です。そんな
時、誰かのLived -Exper ienceや
Recovery Journeyを知ることがで
きれば、回復まで少し近道ができた
り、あるいは、より自分にあった道を
見つけられるかもしれません。私たち
が、それぞれの旅路から得た経験や知
識、想いを共有することで、その道す

じは社会に無限に広がり、助けを必
要としている次の誰かを支えることに
つながります。｠
｠
生きづらさが見えづらいなら、
「見る」より「聴く」ことから始める 

　メンタルヘルスの問題の難しいと
ころは、その生きづらさが見た目には
わかりづらく、かつ、まだまだタブー視
されがちであることです。困難が見え
づらいことと、それを見ないようにす
ることは大きく違います。この違いを
認識した上で問題を捉えることがメン
タルヘルスケアの第一歩だと感じてい
ます。そして、その第一歩を踏み出す
きっかけは、「見る」ことではなく、「聴
く」ことにあるとも思っています。｠
　私がこれまで助けられたように、誰
かと交わした何気ないひと言で、当事
者もその周りにいる人も、「大丈夫で
はないけれどそれは悪いことではな
い」と思えたり、「自分ひとりで立ち向
かわなくても良いんだ」と少しでも視
野が広がることは多いと思います。そ
して、それは世界中の誰もに共通する
ことだと実感できたことも、この研修
だからこそ得られた学びであり、かけ
がえのない財産です。｠
｠
Everyone has stories to tell.
 - 誰にでも語るべき物語がある。 
　研修を終えた今、これまでの学び
を通じてこれから挑戦したいことが
あります。それは、「誰もが誰かの未来
を応援することができる」ことを、よ

り多くの人が実感し、実践できる機会
や場を創ることです。従来通りの医療
や福祉サービスに加えて、人々の多種
多様な「物語」や人々が歩んだ「旅路」
に触れられることが、メンタルヘルス
ケアの新しい選択肢として発展する
ことを目指したいと考えています。こ
のように、多種多様な「物語」のつらな
りが、私たちの希望と未来を育てるよ
うな取り組みの先に、社会全体の支
援の仕組みのアップデートにつなが
ることを期待しています。｠
｠
最後に 
　新型コロナウイルス拡大による緊急
帰国やニュージーランドでの生活基盤
の問題など、研修内容そのものとは異
なる問題にも悩まされ、行動を制限さ
れました。それでも、この状況で挑戦
したことや得られた学びは、今後の人
生のためには必須だと思うことも事実
です。そして、自分だけではなく、これ
から同じような挑戦をしようとしてる
誰かに役立ててもらえる可能性があれ
ば、積極的に共有したいです。｠
　機会を下さった受け入れ機関の先
生方やスタッフの方々、現地で出会っ
た友人たち、そして長期間に渡りいつ
も支えてくださった愛の輪事務局の
方々、家族、友人と、誰かひとりでも欠
けていたら途中で諦めたり、挫折した
まま終わっていたかもしれません。本
当にありがとうございました。｠

精 神 障 が い
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スできるようになれば、個人レベルで
も社会レベルでもメンタルヘルスに関
係するいろいろな問題が解決しやす
くなると考えました。こうした課題に
向き合うためには、私自身の当事者性
を活かした学びや実践が不可欠だと
考え、この事業に応募しました。｠
　2点目は、渡航先や研修内容を自分
で計画できることです。｠
　自らの経験を活かすと言っても、ま
ずはメンタルヘルスをめぐって今どの
ような研究や実践がなされているの
か、何が不足しているのかを知る必要
がありました。その際、日本だけでな
く海外の動向についても学びたいと
強く思ったことが、応募に踏み切る上
で重要でした。日本国内では行き詰
まっている問題があったとしても、海
外の先進事例やそれを可能にしてい
る多様な視点を知ることができれば、
これまでにないアプローチができる

かもしれないと考えたからです。ま
た、この派遣事業では、渡航先や現地
での活動などを総合的に自分で計画
できるという点が、私にとっては大事
な条件でした。様々な国を対象に、自
分の課題意識に合致する機関につい
て調べたり、そこで何ができるかを探
究した経験は、研修を終えた今でも重
要な価値があります。

Time is limited but opportunity
is unlimited
－ 時間は有限でもチャンスは無限 

　2020年2月から、アメリカでハー
バード大学メディカルスクールの
Mental Health for All Labにポス
トグラデュエートリサーチフェローと
して参加しました。私が参加したの
は、グローバルメンタルヘルスの権威
であるVikram Patel教授が率いる研
究チームで、様々な国や精神疾患を対
象に、世界中の誰もが適切なケアを公
正なコストで受けられるようにするた
めの効果的な手法を研究・実践してい
ます。例えば、インドで実施しているプ
ロジェクトでは、一般的に医療費が高
額で、また、専門医がとても少ないた
めに、特に地方では人々が十分な支援
を得られないという課題に対し、経済
的余裕がない地域でのメンタルヘル
スケアを充実するために、地域の中で
の人材育成や支援システムの構築な
どを行っています。私が研修のためこ
の研究チームに参加する間は、幅広く
国際基準で先進的な事例や、特に若
者にとっての精神疾患の予防につい
て研究することを目指していました。｠

オンライン勉強会の案内

杦本　友里  さん
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個人研修生

　しかし、入国後すぐにアメリカでも
新型コロナウイルスの流行が拡大し、
わずか1ヶ月で緊急帰国することに
なってしまいました。帰国後はPatel
教授らによるグローバルメンタルヘル
スの講座をオンラインで受講する傍
ら、現地で知り合った友人と一緒にオ
ンラインでの勉強会を企画しました。
勉強会には多い時で８か国から40名
が集まり、参加者が自国のメンタルヘ
ルスに関する問題を共有したり、文化
的な違いや共通点などを議論するこ
とができ、とても有意義な機会となり
ました。滞在期間こそとても短かった
ものの、その中で人とのつながりや、
学ぶ機会を拡げるために挑戦するこ
とができました。

｠
｠
　特に勉強会を実施する中で、私に
とってとても重要な英語のひと言との
出会いがありました。それは、“Thank 
you for sharing your story.” 「あ
なたの大切な物語を話してくれてあり
がとう」という一文です。当事者とし
ての自分の人生史や生きづらさを丸
ごと受け入れてもらっていると実感し
たと同時に、それまで日本語で自分の
精神疾患について語る時は無意識に
「患者」や「治療」など医療の文脈に
偏って話していた自分がいたことに気
づいた瞬間でもありました。｠
　そして、ボストンでの大切な思い出
は、ホームステイ先での時間です。大
家のアンさん、アンドレアさん、そし
て、同時期に滞在していた他の同居人
達とは、毎日の晩御飯では一緒に食卓
を囲み、その日の出来事を話したり、
時には世界情勢について話し合った
りと、それぞれが違う国の出身だから
こそ盛り上がる会話があったことも良
い経験になりました。｠

　当初の計画を練り直し、2024年2月
からニュージーランドのChanging 
M indsでの研修を開始しました。
Changing Mindsは、メンタルヘル
スに関する「Lived-Experience=当
事者経験」に重きをおいて、ニュー
ジーランド国内で活動している非営
利団体です。その特徴として、スタッ
フ全員が過去に何らかの精神疾患や
依存症の経験があり、自らの体験や
問題意識のもとに集い、地域コミュニ
ティや国全体のメンタルヘルスケアの
向上のため、様々なプロジェクトを展
開していることが挙げられます。ま
た、当事者目線で当事者のためのより
良い支援のあり方を実現することを
ミッションとしていますが、それは医
療や福祉などの直接的・専門的な支
援ではなく、支援のあり方や社会シス
テムそのものをより良くしていくため
に、当事者コミュニティの声を政策に
つなげるアドボカシーを高めることに
重きを置いています。｠
　Changing Mindsの代表的なプロ
ジェクトの一つとして、「Rā k a u 
Roroa」（ラカウロロア）があります。 
このプロジェクトでは、メンタルヘル
スに関係するLived-Experienceが
ある人を対象に、ストーリーテリング
の重要性や手法を学ぶためのトレー

ニングワークショップを各地で実施
しています。「Rākau Roroa」とは、
ニュージーランドの先住民であるマオ
リの言葉で「背の高い樹」という意味
で、 樹木が互いに根を張り枝を伸ば
し、森を豊かにしていくように、参加
者たちが誰かと支え合いながら成長
し、そして、それぞれのコミュニティで
リーダーシップをとることで、やがて
は社会全体に広がっていくようにとい
う願いが込められています。｠
　私も１度だけ、2日間開催のワーク
ショップにスタッフを兼ねて参加しま
したが、15人ほどいた参加者の全員
がLived-Experienceがあると言っ
ても、その背景にある個人的/社会的
背景や、これからどのような活動をし
たいかについてはとても多様でした。
しかし、多様であっても、その場にい
る全員が、自分の過去もしくは現在の
経験に向き合うことは辛いけど、それ
でもこういう自分だからこそ誰かの役

に立ちたいという強い想いは共通し
ていました。｠
　Changing Mindsとしては、引き
続きコミュニティと共に支援システム
を作っていく（for/w i th/to  the 
community）と同時に、今後は、ギャ
ンブル依存の経験者や、聴覚障がい
者を対象とした支援を充実していき
たいと考えているとのことです。｠
｠
Everyone has own unique 
recovery journey.
 - 誰もにそれぞれ唯一無二の
「回復の旅路」がある。 

　Lived-Experienceについて話す時、
同時に語られるものとして“Recovery 
Journey”という表現をよく耳にしま
した。直訳すると「回復の旅路」となり
ます。この表現も、私の視野を広げて
くれた重要なフレーズです。私たちが
精神疾患や依存症になった時、一般
的に提供されうる画一的な「治療」を
することは、必ずしも最終的な解決で
はないことが腑に落ちたからです。メ
ンタルヘルスの問題は、誰もが・人生
のいつかのタイミングで・それぞれの
形で経験しうるもので、適切な対処や
必要な支援は十人十色です。そんな
時、誰かのLived -Exper ienceや
Recovery Journeyを知ることがで
きれば、回復まで少し近道ができた
り、あるいは、より自分にあった道を
見つけられるかもしれません。私たち
が、それぞれの旅路から得た経験や知
識、想いを共有することで、その道す

Community support can grow faster than medical support. 
- Kevin Harper, CEO, Chief Enabler of Changing Minds
 (コミュニティへの支援は医療による支援よりも早く人々 にひろげることができる
ケヴィン・ハーパー　Changing Minds　代表）　 

Thank you for sharing your story.
 - あなたの大切な物語を
共有してくれてありがとう 

じは社会に無限に広がり、助けを必
要としている次の誰かを支えることに
つながります。｠
｠
生きづらさが見えづらいなら、
「見る」より「聴く」ことから始める 

　メンタルヘルスの問題の難しいと
ころは、その生きづらさが見た目には
わかりづらく、かつ、まだまだタブー視
されがちであることです。困難が見え
づらいことと、それを見ないようにす
ることは大きく違います。この違いを
認識した上で問題を捉えることがメン
タルヘルスケアの第一歩だと感じてい
ます。そして、その第一歩を踏み出す
きっかけは、「見る」ことではなく、「聴
く」ことにあるとも思っています。｠
　私がこれまで助けられたように、誰
かと交わした何気ないひと言で、当事
者もその周りにいる人も、「大丈夫で
はないけれどそれは悪いことではな
い」と思えたり、「自分ひとりで立ち向
かわなくても良いんだ」と少しでも視
野が広がることは多いと思います。そ
して、それは世界中の誰もに共通する
ことだと実感できたことも、この研修
だからこそ得られた学びであり、かけ
がえのない財産です。｠
｠
Everyone has stories to tell.
 - 誰にでも語るべき物語がある。 
　研修を終えた今、これまでの学び
を通じてこれから挑戦したいことが
あります。それは、「誰もが誰かの未来
を応援することができる」ことを、よ

ホームステイ先のアンさん（左）、アンドレアさん（右）と晩御飯

り多くの人が実感し、実践できる機会
や場を創ることです。従来通りの医療
や福祉サービスに加えて、人々の多種
多様な「物語」や人々が歩んだ「旅路」
に触れられることが、メンタルヘルス
ケアの新しい選択肢として発展する
ことを目指したいと考えています。こ
のように、多種多様な「物語」のつらな
りが、私たちの希望と未来を育てるよ
うな取り組みの先に、社会全体の支
援の仕組みのアップデートにつなが
ることを期待しています。｠
｠
最後に 
　新型コロナウイルス拡大による緊急
帰国やニュージーランドでの生活基盤
の問題など、研修内容そのものとは異
なる問題にも悩まされ、行動を制限さ
れました。それでも、この状況で挑戦
したことや得られた学びは、今後の人
生のためには必須だと思うことも事実
です。そして、自分だけではなく、これ
から同じような挑戦をしようとしてる
誰かに役立ててもらえる可能性があれ
ば、積極的に共有したいです。｠
　機会を下さった受け入れ機関の先
生方やスタッフの方々、現地で出会っ
た友人たち、そして長期間に渡りいつ
も支えてくださった愛の輪事務局の
方々、家族、友人と、誰かひとりでも欠
けていたら途中で諦めたり、挫折した
まま終わっていたかもしれません。本
当にありがとうございました。｠

オフィスにてChanging Mindsのメンバーと 
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な概念が普及されていませんでした。
そのため大学を卒業後、ギャロデット
大学に留学しデフスペース デザイン
を学びました。またギャロデット大学
では積極的にデフスペース デザイン
を取り入れるプロジェクトが進められ
ており、そのためのオフィスがありま
した。実際に、どのようにしてデフス
ペース デザインが取り入れられてい
るのかその過程を学ぶために、オフィ
スでインターンシップも行いました。
帰国後、日本でデフスペース デザイ
ンについて研究する傍ら、普及活動を
行っていました。しかし、特に建築や
設計に関わる聞こえる人達に理解し
てもらいにくい課題がありました。
ろう者のためだけに特別なデザイン
は不要だと言われたのです。その原因
として、ろう者と聴者の行動様式の違
いや実際のろう者の生活、ろう文化に
ついてイメージしづらかったのではな
いかと考えました。
　そこで、ろう者の視覚言語である手
話でろう者の実態をインタビューしつ
つ、デフスペース デザインを映像化
することで、視覚情報から聴者にも理
解促進を促せるのではないかと考え
ました。また、米国や日本以外、特に北
欧及びヨーロッパ諸国のデフスペー
ス デザインの事例を日本のろう者に
も紹介したいと考えていました。そこ

福島　愛未  さん
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茨木県
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全ての人に知ってほしい
デフスペース デザイン

第40期　個人研修生
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で、デンマークにあるFrontrunners
（フロントランナーズ）と呼ばれる場所
で、デフスペース デザインの啓発方法
を学び、その知識を活かして北欧及び
ヨーロッパ諸国のデフスペース デザイ
ンを撮影したいと考え、研修に応募し
ました。

研修先とビザ、学生寮について

　デンマークにあるフロントランナー
ズは世界各国からろう者が集まり、ろ
う者学、組織学、メディア学を基にろう
のリーダーシップについて学びます。
ここでは、ろう者の視点で動画を撮
影・編集する方法や啓発方法を学ぶだ
けでなく、世界各国から学生が集うた

研修応募の動機　

　大学1年生の時に大学の米国研修
に参加し、ろう者のための総合大学、
ギャロデット大学を訪れました。
　その際にDeafSpace Design（デ
フスペース デザイン）の特別講義を聴
講し、私が学びたいものはこれだ！と
感じたのです。それまで大学で学んだ
バリアフリーやユニバーサルデザイン
では、ろう者のための建築的な工夫と
いえば、音声情報を補う方法を提案さ
れることが多く、疑問に思っていまし
た。なぜなら、ろう者は聞こえないこ
とよりも視覚や触覚といった感覚や
手話という視覚言語を大切にしてい
るからです。
　デフスペース デザインはろう者の感
覚や行動様式を活かした建築デザイ
ンです。当時、日本ではまだこのよう

研修期間

2022年9月3日～2023年7月16日

研修国

デンマーク、アメリカ、ノルウェー、アイルランド、
イタリア、ベルギー、オランダ、フランス

研修機関
①Frontrunners（オランダ） 
②Gallaudet University、Mozzeria、Streeetcar82（アメリカ）
③Døveskirke、Døvefilm（デンマーク）
④Døvekirken（ノルウェー）
⑤Deaf village Ireland（アイルランド）
⑥Senza （イタリア）
⑦KIDS（ベルギー）

研修テーマ
ろう者の視点による映像制作技術の研修、 
北欧のデフスペース デザインの視察

め、様々な国のデフスペース デザイン
について知ることができるのではな
いかと考え、フロントランナーズを研
修先に決めました。しかし、新型コロ
ナウイルス感染症の流行により研修
が延期になってしまいました。その間
は大学院を修了し、建築会社でろう者
を対象とする事業の立ち上げに関わ
るなど、デフスペース デザインに関連
する活動を続けていました。2年後、
ようやく渡航の許可をいただくこと
ができ、フロントランナーズの面接を
経て、18期生として入学することが
決まりました。
　デンマークに留学するためには、
ビザではなく居住許可書と呼ばれる
手続きが必要になります。学校で手続
きをしていただきましたが、学校のプ
ログラムの中にインターンシップが
あったため、一度大使館から手続きが
できないという連絡がありました。そ
の際、学校から無償のインターンシッ
プであるという説明をしていただき
許可をもらうことができました。
　フロントランナーズでは定員5名の
小さな家のようなタイプの寮に入りま
した。当初、ルームメイトは学校側が
決めたメンバーでした。日本、韓国、イ
タリア、デンマークと様々な国籍で且
つ年齢も22歳～30歳と幅広く、多様
なバックグラウンドを持つ人が集まっ
ていたため、多くの衝突がありまし
た。印象に残っている文化的衝突があ
ります。毎朝、韓国出身のルームメイ
トが洗面所を使用した後は床が水浸
しになっていました。そこでイタリア人
出身のルームメイトが洗面所が水浸

しになった時は次に使う人のために
モップで拭いて欲しいとお願いしたと
ころ、なぜモップで拭く必要があるの
かとちょっとした言い合いになってし
まいました。当時は、使用後はモップ
で拭くということで落ち着いたのです
が後に、世界ろう者会議で韓国のホテ
ルやレストランを利用した際に韓国
では洗面所がいつも水浸しになるの
が普通で、足が濡れないよう洗面所
用のスリッパがあることに気づきまし
た。このように、国が違えば文化も異
なり、人によって「普通」・「常識」が変
わるのだと改めて気づきました。

国際手話　

　手話は日本手話・アメリカ手話、デ
ンマーク手話といったように国によっ
て異なります。そのため、国際交流な

ど他の国のろう者同士で会話をする
際は、「国際手話」と呼ばれる手話を
用いてコミュニケーションを行いま
す。国際手話は決まった文法や表現
がなく、交流する場や交流する人に
よって、各国の手話やジェスチャーの
影響を受けるため流動的に変化しま
す。しかし、現状はアメリカ手話の表
現が多く取り入れられていると言われ
ています。
　フロントランナーズでは、世界中か
ら様々な国のろう者が集まるため学
校内でのコミュニケーション手段は国
際手話を用いていました。私が通って
いた期間は、在学生23名中、ヨーロッ
パ18名、アジア3名、アメリカ2名で
あったため、ヨーロッパの手話の影響
を受けていました。特に、ヨーロッパ
18名中8名がイタリア人であったた
め、イタリア手話の影響が大きかった
です。
　デンマークに研修に行く前は、日本
ASL協会が提供している「動画で学ぼ
う！国際手話」という動画やYoutube
の国際手話ニュースなどから国際手
話を学んでいました。また以前、アメ
リカに留学した経験があることから

アメリカ手話ができます。国際手話と
アメリカ手話が似ているため、話の流
れを掴むことはできると考えていまし
た。しかし、実際に渡航してみると18
期生はヨーロッパの手話が影響され
た国際手話でコミュニケーションが行
われていました。そのため、日本国内
で見た国際手話の動画とは異なる表
現が多く見られました。毎日、常に先
生や同期にこの表現の意味は何かと
聞き吸収していくことで、渡航してか
ら2週間ほどで問題なく国際手話の
読み取りができるようになっていきま
した。
　しかし、国際手話を習得した後も研
修期間中はその曖昧さに悩んでいま
した。その悩みは、ヨーロッパ圏内で
はアメリカ手話をできるだけ使わない
ようにするという考えが普及している
ところから来ていました。留学当初
は、国際手話での表現がわからない
ため、アメリカ手話の単語や英語を指
文字で表現することがあり、ヨーロッ
パの同期から反感を買ってしまいまし
た。国際手話を習得するにつれ、アメ
リカ手話の単語を使用する割合は
減っていきましたが、それでもうっか
りアメリカ手話の単語を使うことがあ
り、その度に批判されることがありま
した。気を遣いながら話すため、
100%自分の伝えたいことを伝える
ことができず、葛藤する時期がありま
した。また、ヨーロッパの同期が使う
国際手話にはアメリカ手話の単語も
あるのです。そのため、このアメリカ
手話を使うことは許されるがこの単
語はダメだというような曖昧な線引
きがよりモヤモヤを増強させていま
した。誰がこの判断を行うのか、ヨー
ロッパのろう者の考えが正しいのか、
日本や韓国の手話は学生が1人なの
で自然に取り入れることができない
など自分の考えを伝え、同期と議論を
積み重ねることでもモヤモヤを減ら
していくことができました。

フロントランナーズ修了時に学校の前で

キャンプをきっかけにお互いについて
知ることができました 

以前住んでいたHouse 41のメンバーからのプレゼントです。慣れない国際手話を使ってやり取りをしています
　またヨーロッパは、EUDY(European 
Union o f  the Deaf  Youth)や
WFDYS（World Federation of 
the Deaf Youth Section)などの活
動や、手話、ろう者に関する国際的な
イベントが定期的に開催され、地理的
にも他の国に訪れやすく、国際手話を
使う機会が多いのです。一方で、日本
は島国であるため他の国のろう者と
交流する機会があまりありません。
国際手話による交流は、様々な国の
ろう者に関する現状や取り組み、情勢
を知ることができる貴重な機会です。
日本でも2025年に東京でデフリン
ピックが開催されるため、多くの国か
らろう者が集まることが予想できま
す。この機会を活かして、デフリン
ピック開催時に何か貢献できたらと
考えています。

研修を通して

　フロントランナーズではメディア学
を専攻し、撮影・編集及び啓発方法に
ついて学びました。しかし、方法を学
ぶだけではデフスペース デザインを
どのようにコンテンツとして形に残す
のかアイデアが浮かびませんでした。
そこでインターンシップでは、デフス

ペース デザインを考案したギャロ
デット大学に訪れ、以前米国留学時に
お世話になったインターンシップ先の
オフィスでインタビュー及び撮影を行
いました。他にも大学付近にあるろう
者が経営するStreetcar82と呼ばれ
る醸造所やMozzeriaと呼ばれるピ
ザ専門のレストランでもインタビュー
と撮影を行い、動画の撮り方や編集
の方法など自分のスタイルを確立す
ることができました。
　フロントランナーズを修了した後、
デンマーク・ノルウェー・アイルラン
ド・イタリア・ベルギー・フランスのろ
う者が運営する建物でも、デフスペー
ス デザインの取材を行いました。これ
らの取材を通して、国は異なってもろ
う者の行動様式は共通しているとい
うことに気づきました。全ての撮影場
所で、手話というろう者の言語が尊重
され、視覚・触覚・嗅覚などろう者の
感覚を活かしたデザインが見ること
ができたのです。その一方で、各場所
特有のデフスペース デザインも見る
ことができました。　
　またフロントランナーズの授業では
教わることよりも与えられたテーマに
ついて議論することが多く、人前に

立って自分の考えを伝えることが日常
的にありました。さらに自分の興味あ
る分野あるいは得意な分野について
プレゼンテーションし、フィードバッ
クをもらうという授業もあり、それら
を通してデフスペース デザインにつ
いて国際手話でプレゼンする自信を
つけることができました。また以前
は、デフスペース デザインに関心があ
るろう者は建築やデザイン関係者の
みだと思い込んでいました。しかし、
新型コロナウイルス感染症に感染し
同じく感染した友人と1週間隔離生活
をした際にデフスペース デザインの
研究をしていると伝えたところ、面白
い！みんなも興味を持つはずだから、
プレゼンしてほしいと言われました。
本当にみんなが興味を持ってくれるの
か半信半疑で授業でプレゼンをして
みると「家を改修しようと思っていた
から参考になった」「自分の国にはこ
んなデフスペース デザインがある」
「フロントランナーズで使ってる教室
にもデフスペース デザインがあるよ
ね」など同期から関心を持ってもらう

ことができ、非常に驚きました。この
ことから、建築やデザインを専門にし
ている人々だけでなく、一般のろう者
にもデフスペース デザインを知って
もらうことは非常に有意義なことだ
と気づいたのです。多くのろう者が
日常生活で、何か使いにくいと直感
的に自分自身でろう者に合うよう空
間を改善していることがわかってい
ます。これまで直感的に感じていたこ
とをデフスペース デザインという概
念で言語化することで、より明確にな
り論理的に聴者に伝えやすくなるのだ
と感じました。
　この経験から、日本だけでなく世界
中のろう者にもデフスペース デザイ
ンを知ってもらいたいと考え、今年７
月に開催された世界ろう青年キャン
プの講師に応募し、韓国のチェジュ島
で42カ国130人ほどのろう者にデフ
スペース デザインについて講演する
機会をいただきました。またこの際、
ギャロデット大学を含む米国・北欧・
EU諸国のデフスペース デザインのイ
ンタビュー及び撮影した動画を使用

することで、非常にわかりやすいとい
う声をいただくことができました。こ
の経験から、今後は日本だけでなく世
界各国のろう者が新しいデフスペー
ス デザインを作りたい、今使っている
場所にデフスペース デザインを取り
入れたいという時にすぐに参考にする
ことができるようなサイトの作成を
考えています。

最後に
　新型コロナウイルス感染症の流行に
より当初の計画とは異なることで戸惑
いもありましたが、親身になって相談
に乗ってくださったダスキン愛の輪事
務局の皆様をはじめ、多大な助言をく
ださったアドバイザーの小林洋子先
生、いつも味方になって支え応援して
くれた家族、研修先のフロントラン
ナーズの先生方や同期に心からお礼
申し上げます。日本国内だけでなく世
界中のろう者がより快適に過ごすこ
とができるよう、ろう者の生活やろう
文化に寄り添った建築の在り方につ
いて啓発し続けたいと思います。

研修目的
聴者とは異なるろう者特有の行動様式を生
かしたデフスペース デザインの啓発活動に
必要な情報発信技術を学ぶために、デンマー
クにあるフロントランナーズでメディアを学
びます。研修先でろう者に関する情報を発信
する技術を学びつつ、北欧及びEU諸国のデ

フスペース デザインを記録し、聞こえる人々、特に
建築関係者に見ていただける映像を制作します。

聴 覚 障 が い

⑧International Visual Theater（フランス）
⑨世界ろう青年キャンプ、世界ろう者会議（韓国）



な概念が普及されていませんでした。
そのため大学を卒業後、ギャロデット
大学に留学しデフスペース デザイン
を学びました。またギャロデット大学
では積極的にデフスペース デザイン
を取り入れるプロジェクトが進められ
ており、そのためのオフィスがありま
した。実際に、どのようにしてデフス
ペース デザインが取り入れられてい
るのかその過程を学ぶために、オフィ
スでインターンシップも行いました。
帰国後、日本でデフスペース デザイ
ンについて研究する傍ら、普及活動を
行っていました。しかし、特に建築や
設計に関わる聞こえる人達に理解し
てもらいにくい課題がありました。
ろう者のためだけに特別なデザイン
は不要だと言われたのです。その原因
として、ろう者と聴者の行動様式の違
いや実際のろう者の生活、ろう文化に
ついてイメージしづらかったのではな
いかと考えました。
　そこで、ろう者の視覚言語である手
話でろう者の実態をインタビューしつ
つ、デフスペース デザインを映像化
することで、視覚情報から聴者にも理
解促進を促せるのではないかと考え
ました。また、米国や日本以外、特に北
欧及びヨーロッパ諸国のデフスペー
ス デザインの事例を日本のろう者に
も紹介したいと考えていました。そこ

で、デンマークにあるFrontrunners
（フロントランナーズ）と呼ばれる場所
で、デフスペース デザインの啓発方法
を学び、その知識を活かして北欧及び
ヨーロッパ諸国のデフスペース デザイ
ンを撮影したいと考え、研修に応募し
ました。

研修先とビザ、学生寮について

　デンマークにあるフロントランナー
ズは世界各国からろう者が集まり、ろ
う者学、組織学、メディア学を基にろう
のリーダーシップについて学びます。
ここでは、ろう者の視点で動画を撮
影・編集する方法や啓発方法を学ぶだ
けでなく、世界各国から学生が集うた

研修応募の動機　

　大学1年生の時に大学の米国研修
に参加し、ろう者のための総合大学、
ギャロデット大学を訪れました。
　その際にDeafSpace Design（デ
フスペース デザイン）の特別講義を聴
講し、私が学びたいものはこれだ！と
感じたのです。それまで大学で学んだ
バリアフリーやユニバーサルデザイン
では、ろう者のための建築的な工夫と
いえば、音声情報を補う方法を提案さ
れることが多く、疑問に思っていまし
た。なぜなら、ろう者は聞こえないこ
とよりも視覚や触覚といった感覚や
手話という視覚言語を大切にしてい
るからです。
　デフスペース デザインはろう者の感
覚や行動様式を活かした建築デザイ
ンです。当時、日本ではまだこのよう

め、様々な国のデフスペース デザイン
について知ることができるのではな
いかと考え、フロントランナーズを研
修先に決めました。しかし、新型コロ
ナウイルス感染症の流行により研修
が延期になってしまいました。その間
は大学院を修了し、建築会社でろう者
を対象とする事業の立ち上げに関わ
るなど、デフスペース デザインに関連
する活動を続けていました。2年後、
ようやく渡航の許可をいただくこと
ができ、フロントランナーズの面接を
経て、18期生として入学することが
決まりました。
　デンマークに留学するためには、
ビザではなく居住許可書と呼ばれる
手続きが必要になります。学校で手続
きをしていただきましたが、学校のプ
ログラムの中にインターンシップが
あったため、一度大使館から手続きが
できないという連絡がありました。そ
の際、学校から無償のインターンシッ
プであるという説明をしていただき
許可をもらうことができました。
　フロントランナーズでは定員5名の
小さな家のようなタイプの寮に入りま
した。当初、ルームメイトは学校側が
決めたメンバーでした。日本、韓国、イ
タリア、デンマークと様々な国籍で且
つ年齢も22歳～30歳と幅広く、多様
なバックグラウンドを持つ人が集まっ
ていたため、多くの衝突がありまし
た。印象に残っている文化的衝突があ
ります。毎朝、韓国出身のルームメイ
トが洗面所を使用した後は床が水浸
しになっていました。そこでイタリア人
出身のルームメイトが洗面所が水浸

しになった時は次に使う人のために
モップで拭いて欲しいとお願いしたと
ころ、なぜモップで拭く必要があるの
かとちょっとした言い合いになってし
まいました。当時は、使用後はモップ
で拭くということで落ち着いたのです
が後に、世界ろう者会議で韓国のホテ
ルやレストランを利用した際に韓国
では洗面所がいつも水浸しになるの
が普通で、足が濡れないよう洗面所
用のスリッパがあることに気づきまし
た。このように、国が違えば文化も異
なり、人によって「普通」・「常識」が変
わるのだと改めて気づきました。

国際手話　

　手話は日本手話・アメリカ手話、デ
ンマーク手話といったように国によっ
て異なります。そのため、国際交流な

ど他の国のろう者同士で会話をする
際は、「国際手話」と呼ばれる手話を
用いてコミュニケーションを行いま
す。国際手話は決まった文法や表現
がなく、交流する場や交流する人に
よって、各国の手話やジェスチャーの
影響を受けるため流動的に変化しま
す。しかし、現状はアメリカ手話の表
現が多く取り入れられていると言われ
ています。
　フロントランナーズでは、世界中か
ら様々な国のろう者が集まるため学
校内でのコミュニケーション手段は国
際手話を用いていました。私が通って
いた期間は、在学生23名中、ヨーロッ
パ18名、アジア3名、アメリカ2名で
あったため、ヨーロッパの手話の影響
を受けていました。特に、ヨーロッパ
18名中8名がイタリア人であったた
め、イタリア手話の影響が大きかった
です。
　デンマークに研修に行く前は、日本
ASL協会が提供している「動画で学ぼ
う！国際手話」という動画やYoutube
の国際手話ニュースなどから国際手
話を学んでいました。また以前、アメ
リカに留学した経験があることから

クリスマス休暇の前に、焚き火を囲んでこれまでについて振り返りました
フロントランナーズでは特にポジティブな言葉でお互いを励まし合う良い雰囲気がありました

福島　愛未  さん
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アメリカ手話ができます。国際手話と
アメリカ手話が似ているため、話の流
れを掴むことはできると考えていまし
た。しかし、実際に渡航してみると18
期生はヨーロッパの手話が影響され
た国際手話でコミュニケーションが行
われていました。そのため、日本国内
で見た国際手話の動画とは異なる表
現が多く見られました。毎日、常に先
生や同期にこの表現の意味は何かと
聞き吸収していくことで、渡航してか
ら2週間ほどで問題なく国際手話の
読み取りができるようになっていきま
した。
　しかし、国際手話を習得した後も研
修期間中はその曖昧さに悩んでいま
した。その悩みは、ヨーロッパ圏内で
はアメリカ手話をできるだけ使わない
ようにするという考えが普及している
ところから来ていました。留学当初
は、国際手話での表現がわからない
ため、アメリカ手話の単語や英語を指
文字で表現することがあり、ヨーロッ
パの同期から反感を買ってしまいまし
た。国際手話を習得するにつれ、アメ
リカ手話の単語を使用する割合は
減っていきましたが、それでもうっか
りアメリカ手話の単語を使うことがあ
り、その度に批判されることがありま
した。気を遣いながら話すため、
100%自分の伝えたいことを伝える
ことができず、葛藤する時期がありま
した。また、ヨーロッパの同期が使う
国際手話にはアメリカ手話の単語も
あるのです。そのため、このアメリカ
手話を使うことは許されるがこの単
語はダメだというような曖昧な線引
きがよりモヤモヤを増強させていま
した。誰がこの判断を行うのか、ヨー
ロッパのろう者の考えが正しいのか、
日本や韓国の手話は学生が1人なの
で自然に取り入れることができない
など自分の考えを伝え、同期と議論を
積み重ねることでもモヤモヤを減ら
していくことができました。

　またヨーロッパは、EUDY(European 
Union o f  the Deaf  Youth)や
WFDYS（World Federation of 
the Deaf Youth Section)などの活
動や、手話、ろう者に関する国際的な
イベントが定期的に開催され、地理的
にも他の国に訪れやすく、国際手話を
使う機会が多いのです。一方で、日本
は島国であるため他の国のろう者と
交流する機会があまりありません。
国際手話による交流は、様々な国の
ろう者に関する現状や取り組み、情勢
を知ることができる貴重な機会です。
日本でも2025年に東京でデフリン
ピックが開催されるため、多くの国か
らろう者が集まることが予想できま
す。この機会を活かして、デフリン
ピック開催時に何か貢献できたらと
考えています。

研修を通して

　フロントランナーズではメディア学
を専攻し、撮影・編集及び啓発方法に
ついて学びました。しかし、方法を学
ぶだけではデフスペース デザインを
どのようにコンテンツとして形に残す
のかアイデアが浮かびませんでした。
そこでインターンシップでは、デフス

ペース デザインを考案したギャロ
デット大学に訪れ、以前米国留学時に
お世話になったインターンシップ先の
オフィスでインタビュー及び撮影を行
いました。他にも大学付近にあるろう
者が経営するStreetcar82と呼ばれ
る醸造所やMozzeriaと呼ばれるピ
ザ専門のレストランでもインタビュー
と撮影を行い、動画の撮り方や編集
の方法など自分のスタイルを確立す
ることができました。
　フロントランナーズを修了した後、
デンマーク・ノルウェー・アイルラン
ド・イタリア・ベルギー・フランスのろ
う者が運営する建物でも、デフスペー
ス デザインの取材を行いました。これ
らの取材を通して、国は異なってもろ
う者の行動様式は共通しているとい
うことに気づきました。全ての撮影場
所で、手話というろう者の言語が尊重
され、視覚・触覚・嗅覚などろう者の
感覚を活かしたデザインが見ること
ができたのです。その一方で、各場所
特有のデフスペース デザインも見る
ことができました。　
　またフロントランナーズの授業では
教わることよりも与えられたテーマに
ついて議論することが多く、人前に

立って自分の考えを伝えることが日常
的にありました。さらに自分の興味あ
る分野あるいは得意な分野について
プレゼンテーションし、フィードバッ
クをもらうという授業もあり、それら
を通してデフスペース デザインにつ
いて国際手話でプレゼンする自信を
つけることができました。また以前
は、デフスペース デザインに関心があ
るろう者は建築やデザイン関係者の
みだと思い込んでいました。しかし、
新型コロナウイルス感染症に感染し
同じく感染した友人と1週間隔離生活
をした際にデフスペース デザインの
研究をしていると伝えたところ、面白
い！みんなも興味を持つはずだから、
プレゼンしてほしいと言われました。
本当にみんなが興味を持ってくれるの
か半信半疑で授業でプレゼンをして
みると「家を改修しようと思っていた
から参考になった」「自分の国にはこ
んなデフスペース デザインがある」
「フロントランナーズで使ってる教室
にもデフスペース デザインがあるよ
ね」など同期から関心を持ってもらう

ことができ、非常に驚きました。この
ことから、建築やデザインを専門にし
ている人々だけでなく、一般のろう者
にもデフスペース デザインを知って
もらうことは非常に有意義なことだ
と気づいたのです。多くのろう者が
日常生活で、何か使いにくいと直感
的に自分自身でろう者に合うよう空
間を改善していることがわかってい
ます。これまで直感的に感じていたこ
とをデフスペース デザインという概
念で言語化することで、より明確にな
り論理的に聴者に伝えやすくなるのだ
と感じました。
　この経験から、日本だけでなく世界
中のろう者にもデフスペース デザイ
ンを知ってもらいたいと考え、今年７
月に開催された世界ろう青年キャン
プの講師に応募し、韓国のチェジュ島
で42カ国130人ほどのろう者にデフ
スペース デザインについて講演する
機会をいただきました。またこの際、
ギャロデット大学を含む米国・北欧・
EU諸国のデフスペース デザインのイ
ンタビュー及び撮影した動画を使用

することで、非常にわかりやすいとい
う声をいただくことができました。こ
の経験から、今後は日本だけでなく世
界各国のろう者が新しいデフスペー
ス デザインを作りたい、今使っている
場所にデフスペース デザインを取り
入れたいという時にすぐに参考にする
ことができるようなサイトの作成を
考えています。

最後に
　新型コロナウイルス感染症の流行に
より当初の計画とは異なることで戸惑
いもありましたが、親身になって相談
に乗ってくださったダスキン愛の輪事
務局の皆様をはじめ、多大な助言をく
ださったアドバイザーの小林洋子先
生、いつも味方になって支え応援して
くれた家族、研修先のフロントラン
ナーズの先生方や同期に心からお礼
申し上げます。日本国内だけでなく世
界中のろう者がより快適に過ごすこ
とができるよう、ろう者の生活やろう
文化に寄り添った建築の在り方につ
いて啓発し続けたいと思います。

フロントランナーズ修了1週間前に行った2日間のアウトドアでは、楽しい反面少ししんみりしました 
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を通して調べるようになりました。そ
んなある日、神経難病を持つ1人の女
性のブログと出会いました。様々な記
事を読み進めていく中で、彼女が障が
いを持ちながらもデンマークにある
エグモント・ホイスコーレン（以下、エ
グモント）に留学していたことを知り
ました。エグモントは障がい者と健常
者が共に学び、生活する学校と書かれ
ていて、この世界にそんな学校が存在
するのかと衝撃を受けたのを今でも
覚えています。私もいつかエグモント
を自分の目で見て、体験したい。そう
思ったのが私の研修先、エグモント・
ホイスコーレンとの出会いです。

髙木　沙祐里  さん

5

群馬県

12

障がい者である前に
1人の人として

第40期　個人研修生

13

渡航までの準備

　数年に1度、エグモントの現役教員
やヘルプティーチャー（補助教員）が
来日し、エグモントを体験できる機会
を作ってくれています。2019年、大阪
でエグモント夏の講習会が開催され
ることを知り、大学生だった私はこの
イベントに一緒に参加してくれる学生
を募って参加しました。介助が必要に
なってから初めての親同伴無の遠出
と宿泊で、これが自立への第一歩でし
た。参加時は、まだ研修派遣生でな
かったため、合格通知が届いたら研修
受入を許可してほしい旨を先生にお
伝えしました。それから半年後、研修
派遣生に選んでいただき、夢だったエ
グモントへの道が開かれました。しか
し、新型コロナウイルス感染症の拡大
により、渡航が2年半延期になり、
2023年1月に出発することになりま
した。

エグモント・ホイスコーレン
（Egmont Højskolen）とは

　エグモントは、デンマーク第2の都
市であるオーフスから車で40分のホ
ウという小さな町にあります。18歳か
ら入学できるフォルケフォイスコーレ
の1つで、エグモントは障がいのある
生徒と障がいのない生徒が一緒に寄

はじめに

　私は10歳の時に筋ジストロフィー
と診断され、現在は電動車いすを使っ
て生活しています。中学校時代、生活
上の困難さはありましたが、見た目で
はわからない障がいでした。自分は健
常者と障がい者のどちらに属している
かで悩み、障がいを周囲の人に伝える
ことに抵抗を感じていました。高校生
の頃から介助や車いすが必要になり、
同級生と比べて支援が必要な自分に
劣等感を感じるようになりました。私
と同じような進行性疾患を持った人
はどのように障がいと向き合い、どん
な生活を送っているのか。卒業後の進
路を考える中で、本やインターネット

研修期間

2023年1月3日～12月21日

研修国

デンマーク

研修機関
エグモント・ホイスコーレン

研修テーマ
デンマークにおける障がいの捉え方
と障がい者の自立について学ぶ

宿生活を送りながら学ぶのが特徴で
す。春セメスターと秋セメスターにわ
かれており、入試やテストはなく、ス
ポーツや芸術、料理や哲学等、幅広い
授業を選択できます。生徒の平均年齢
は20代前後で、障がいのある生徒は
数年在籍する人が多いです。医療や福
祉に携わったことのある生徒は少な
く、エグモントに来るまで障がい者と
関わったことのない生徒が多いです。
全校生徒約200名の内、健常者が6
割、障がい者が4割で、障がいのある
生徒の半数は介助が必要です。障がい
のある生徒は自分のヘルパーとなる
生徒を面接して選ぶ関係にあるため、
ボスと呼ばれます。ヘルパーとなる生
徒は授業時間外の介助を行い、労働
時間は給料がもらえます。給料は障が
いを持つ生徒が住む自治体が負担し
ます。ヘルパーとは雇用関係にありま
すが、ヘルパーの枠を超えた、友人で
あることがエグモントの特徴です。授
業中の介助はヘルプティーチャー、夜
間の介助はHHAという部門の職員が
行います。障がい種別は脳性麻痺や筋
ジストロフィー、自閉症や発達障がい、
精神疾患など多岐に渡ります。中には
人工呼吸器や胃ろう、痰吸引といった
医療的ケアが必要な生徒もいますが、
そのようなケアも研修を受けた生徒
が行います。また、デンマークでは異
性介助が特別なことではなく、男子生
徒が女子生徒をヘルパーとして雇い、
女子生徒が男子生徒をヘルパーとして

雇うことも少なくありません。
　ヘルパーの他、ハード面とソフト面
で障がいのある生徒を支えています。
ハード面については、部屋の天井走行
リフトや電動ベッド、車いすでも利用
可能なプールやジム、海水浴場等があ
ります。ソフト面については、学校の
理念である連帯と尊厳、自律を基本
とし、どんな状況においても互いに協
力して助け合い、障がいの有無関係
なく個人として尊重され、自己選択と
自己決定、自己責任を重んじる価値
観が学校全体に浸透しています。

STU（青年期教育制度）の
機関を担うエグモント

　デンマークでは「すべての若者が教
育を受けて、労働に参画する」ことを目
指し、2007年からSTU（Sær l i g t 
tilrettelagt ungdomsuddannelse）
が始まりました。16歳から25歳まで

の障がいや病気により十分な教育を
受けられなかった人を対象に、社会生
活に必要な知識や技術、社会性や対
人スキルを身に付けるための教育を
最長3年間受けることができます。余
暇活動支援センターや作業所、エグ
モントのような国民高等学校等、様々
な施設に設置されています。STUの
生徒は指定科目を受講する他、実習
することが定められています。

エグモントとBPA（パーソナル
アシスタント制度） -自立生活
を目指す重度障がい者の自立
訓練の場として -

　BPA（Borgerstyret Personlig 
Assistance）は、デンマークの筋ジス
トロフィー協会会長であったエーバル
ト・クロー氏を先頭に当事者らがオー
フス市と交渉をし、1970年代後半か
ら80年代にかけて、生活支援法の第
48条第4項に規定されました。重度
の障がい者が自立生活を送るための
制度で、ヘルパーの募集や面接、採
用、採用後の勤務時間の決定や勤怠
管理等を障がい者本人が行います。
但し、常時介助が必要な重度な障が
い者であること、雇用主として人事管
理ができること、就学や就労、ボラン
ティア活動といった社会的活動を行っ
ていることが条件です。エグモントで
BPAに似た制度を取り入れることで、

地域での生活を円滑に進める目的が
あります。また、デンマークでは成人
年齢が18歳で、成人すると、親元から
離れて生活するための支援を受けら
れます。BPAのアシスタントに親を含
むこともでき、親であっても給料を得
ることができます。
　デンマークの筋ジストロフィー協会
員で、パーソナルアシスタント制度を
利用して生活している2人の方から話
を伺う機会がありました。Aさんは1日
14時間、Bさんは1日16時間の支援を
受けています。Bさんは数年前まで1
日20時間の支援を受けていました
が、その後の審査で支援時間を4時間
減らされてしまいました。生活に支障
がでているため、自治体と交渉をして
いるとのお話を聞きました。完璧な制
度はない中で、当事者がどれだけ困り
感を発信できるかがこれからの社会
を変えていくのだと思いました。

エグモントが抱える課題

　エグモントでは同世代の人に介助
をしてもらい、放課後は趣味に没頭し
たり、散歩に出掛けたり、友人とお茶
を片手に語り合ったりします。週末に
は、パーティーが開かれたり、ヘル
パーの運転で買い物に出掛けたりし
ます。エグモントには日々の生活を充
実させる物的・人的資源が豊富にあ
る一方、卒業後に地域で生活を始め
るとパターン化した生活に幸せを感じ
られず、また一般社会に溶け込められ
ずにエグモントに戻ってくる生徒がい
ます。エグモントに10年以上在籍して
いる生徒もいて、学校ではなく施設化
している一面もあります。人も環境も
自分自身も変わっていく人生の中で、
どのように自己実現できる環境を見
つけて充実した日々を送るかは、障が
いの有無や国を問わず、誰もが直面
する課題なのかもしれません。

エグモント・ホイスコーレンで出会った仲間

STUの科目（料理）

BPAを利用して自立生活を始めた友人宅にて

対話の重要性 -ヘルパーとの関
わりから-

　エグモントでは修学旅行があり、秋
コースはデンマーク国内、春コースは
海外へ行きます。私は春コースの3月
下旬、2人のヘルパーと南アフリカ共
和国に行きました。ヘルパーは私の手
となり、足となってくれますが、エグモ
ントでは「ボス」と「ヘルパー」という
お金で割り切った関係性ではありま
せん。私ができないことを補い続ける
黒子のような存在でもなく、私との関
係性の延長線上に介助があります。
共に時間を過ごす大切な仲間です。
エグモントに入学して3ヵ月目の私
は、その関係性をどう築いていくか確
立できていないまま修学旅行に行き
ました。そのため、私の介助を巡り、険
悪な雰囲気になった時がありました。
最も記憶に残っているのは、ヘルパー
の言ってほしいタイミングで私が「あ
りがとう」と言わなかったことです。日
頃から感謝の気持ちを言葉にするよ
うにしていましたが、お互いのタイミ
ングの違いが原因で「介助をしたくな
い」と言われてしまいました。そのヘ
ルパーは思ったことをその場で伝える

一方、私は相手に言われたことを一度
受け止め、その時の相手の心理状態
と状況を踏まえて思ったことを伝える
性格です。「ありがとうの気持ちはい
つも持っているし、言葉にするように
しているよ」と伝えましたが、相手の
勢いに押され、残りの旅での関係性を
考えるとそれ以上自分の気持ちを伝
えられませんでした。しかし、すれ違
いであっても、相手がどんなに怒りを
表したとしても、その場で感情や思っ
たことを伝えるべきだったと思いま
す。対話こそ、違いや思っていることを
知れるチャンスであり、信頼関係を築
く第一歩だからです。
　障がいを持つようになってから、行
きたい場所ではなく、私でも行ける場

所で行き先を決めるようになりまし
た。旅行に行きたくても、友人が私を
抱えることができなくなり、諦めるこ
ともありました。とはいえ、私の介助
ができるか否かで友人の選択はした
くありません。今回は障がいがなくて
も中々行くことのできないアフリカ
へ、かけがえのない友人と一緒に行く
ことができました。私の葛藤や大変さ
の全てを他人がわからないように、介
助をしたことのない私はヘルパーのこ
とを全て理解できません。優しさや善
意だけでは成り立たないほど、介助は
楽で簡単なものではないです。それで
もエグモントでの日々は、自分が障が
い者ということを忘れるくらい、一人
の人として対等に接してくれました。
時に感情や価値観がぶつかり合うこ
ともありましたが、お互いが納得いく
まで対話を続け、相手を知ること。そ
の過程に障がいは存在せず、「人」と
の関わりの中にありました。
　障がいのある日本人留学生の場
合、障がいのない日本人留学生がヘ
ルパーに選ばれます。私は各セメス
ターに3人のヘルパーがついていまし
た。帰国した今でも頻繁に連絡を取り

合い、遠くに住んでいても一緒に出掛
けたりする関係性です。この繋がりは
日本人留学生のみならず、デンマーク
人のボスとヘルパーの関係において
も同様です。如何なる時も共に過ごし
た仲間は、お金には変えられない一生
の宝物です。出会うことがなかっただ
ろう人と人とを繋ぐエグモントは、人
生をより楽しく、豊かにしてくれてい
ます。

障がい者である前に1人の人として

　デンマークに渡航する前、私も障が
い当事者でありながら、初めて他の障
がいを持つ人と出会った時、「彼や彼
女は一体どんな障がいを持っている
のだろう？」、「あの人は〇〇障がいを
持っているから、〇〇だろう」といった
ように、勝手に枠にはめようとしたり、
レッテルを貼ろうとしたりしていまし
た。時には、マイナスな側面ばかりに
気を取られて、不安や恐れを感じるこ
ともありました。これらの感情は、障
がい者と健常者という枠組みの中で、
障がい者は健常者より劣っていると
いう私の障がい者観が相手の見方に
影響していたのだと思います。障がい

はその人の一部であって、その人全て
を語るものではないと思っていなが
ら、障がいとは関係のない自分自身
の弱さや自信の無さにおいて、「障が
い」という言葉を使って言い訳してい
た自分がいたことにも気が付きまし
た。目の前にいる人がどんな人なのか
は関わってみないとわかりません。深
い関わりを持ったからこそ、見えてく
る面もあります。今まで会ったこと
も、話したこともない人を自分軸で評
価するのではなく、まずその人へのリ
スペクトを忘れず、1人の人としてどん
な人なのかに関心を持つ大切さを1年
間の研修を通して学びました。

おわりに

　本研修を終えるまで私を支えてく
ださった、ダスキン愛の輪基金の皆
様、エグモント・ホイスコーレンの先
生方、ヘルパーやデンマークで出会っ
た方々、そして海外に送り出してくれ
た両親に感謝しています。振り返れ
ば、ロストバゲージから始まったデン
マーク生活。異国の地での通院や体
調不良による一時帰国、飛行機の欠
航や車いすの故障等、ハプニングの連
続でした。どんな時も1人ではなく、助
けてくれる人、寄り添ってくれる人がい
ました。そこに国籍や言語、文化の違
いはありませんでした。デンマークは
ノーマライゼーション発祥の地であ
り、福祉最先進国と言われています。
福祉の理念や制度は私たちの生活を
支える枠組みでありますが、それをも
とに社会を作っていくのは「人」です。
違いを認め合い、お互いを尊重する。
言葉にするのは簡単であっても、人間
の利己主義的な面が邪魔をして忘れ
てしまう時があります。そんな人間の
弱さを認めながら、1人ひとりが心に
留めることで、日本においても「善き
人生」、「幸せな社会」を作っていける
のではないかと思います。

研修目的
デンマークの健常者・障がい者・社会の3つの視点から、障がい
はどのように捉えられているのかを知る。また、エグモント・ホ
イスコーレンの存在意義、教育方針、障がい学生の支援体制を
知る中で、デンマークにおける障がい者の自立と親亡き後の生
活について学ぶ。

肢 体 不 自 由



を通して調べるようになりました。そ
んなある日、神経難病を持つ1人の女
性のブログと出会いました。様々な記
事を読み進めていく中で、彼女が障が
いを持ちながらもデンマークにある
エグモント・ホイスコーレン（以下、エ
グモント）に留学していたことを知り
ました。エグモントは障がい者と健常
者が共に学び、生活する学校と書かれ
ていて、この世界にそんな学校が存在
するのかと衝撃を受けたのを今でも
覚えています。私もいつかエグモント
を自分の目で見て、体験したい。そう
思ったのが私の研修先、エグモント・
ホイスコーレンとの出会いです。

渡航までの準備

　数年に1度、エグモントの現役教員
やヘルプティーチャー（補助教員）が
来日し、エグモントを体験できる機会
を作ってくれています。2019年、大阪
でエグモント夏の講習会が開催され
ることを知り、大学生だった私はこの
イベントに一緒に参加してくれる学生
を募って参加しました。介助が必要に
なってから初めての親同伴無の遠出
と宿泊で、これが自立への第一歩でし
た。参加時は、まだ研修派遣生でな
かったため、合格通知が届いたら研修
受入を許可してほしい旨を先生にお
伝えしました。それから半年後、研修
派遣生に選んでいただき、夢だったエ
グモントへの道が開かれました。しか
し、新型コロナウイルス感染症の拡大
により、渡航が2年半延期になり、
2023年1月に出発することになりま
した。

エグモント・ホイスコーレン
（Egmont Højskolen）とは

　エグモントは、デンマーク第2の都
市であるオーフスから車で40分のホ
ウという小さな町にあります。18歳か
ら入学できるフォルケフォイスコーレ
の1つで、エグモントは障がいのある
生徒と障がいのない生徒が一緒に寄

はじめに

　私は10歳の時に筋ジストロフィー
と診断され、現在は電動車いすを使っ
て生活しています。中学校時代、生活
上の困難さはありましたが、見た目で
はわからない障がいでした。自分は健
常者と障がい者のどちらに属している
かで悩み、障がいを周囲の人に伝える
ことに抵抗を感じていました。高校生
の頃から介助や車いすが必要になり、
同級生と比べて支援が必要な自分に
劣等感を感じるようになりました。私
と同じような進行性疾患を持った人
はどのように障がいと向き合い、どん
な生活を送っているのか。卒業後の進
路を考える中で、本やインターネット

宿生活を送りながら学ぶのが特徴で
す。春セメスターと秋セメスターにわ
かれており、入試やテストはなく、ス
ポーツや芸術、料理や哲学等、幅広い
授業を選択できます。生徒の平均年齢
は20代前後で、障がいのある生徒は
数年在籍する人が多いです。医療や福
祉に携わったことのある生徒は少な
く、エグモントに来るまで障がい者と
関わったことのない生徒が多いです。
全校生徒約200名の内、健常者が6
割、障がい者が4割で、障がいのある
生徒の半数は介助が必要です。障がい
のある生徒は自分のヘルパーとなる
生徒を面接して選ぶ関係にあるため、
ボスと呼ばれます。ヘルパーとなる生
徒は授業時間外の介助を行い、労働
時間は給料がもらえます。給料は障が
いを持つ生徒が住む自治体が負担し
ます。ヘルパーとは雇用関係にありま
すが、ヘルパーの枠を超えた、友人で
あることがエグモントの特徴です。授
業中の介助はヘルプティーチャー、夜
間の介助はHHAという部門の職員が
行います。障がい種別は脳性麻痺や筋
ジストロフィー、自閉症や発達障がい、
精神疾患など多岐に渡ります。中には
人工呼吸器や胃ろう、痰吸引といった
医療的ケアが必要な生徒もいますが、
そのようなケアも研修を受けた生徒
が行います。また、デンマークでは異
性介助が特別なことではなく、男子生
徒が女子生徒をヘルパーとして雇い、
女子生徒が男子生徒をヘルパーとして

雇うことも少なくありません。
　ヘルパーの他、ハード面とソフト面
で障がいのある生徒を支えています。
ハード面については、部屋の天井走行
リフトや電動ベッド、車いすでも利用
可能なプールやジム、海水浴場等があ
ります。ソフト面については、学校の
理念である連帯と尊厳、自律を基本
とし、どんな状況においても互いに協
力して助け合い、障がいの有無関係
なく個人として尊重され、自己選択と
自己決定、自己責任を重んじる価値
観が学校全体に浸透しています。

STU（青年期教育制度）の
機関を担うエグモント

　デンマークでは「すべての若者が教
育を受けて、労働に参画する」ことを目
指し、2007年からSTU（Sær l i g t 
tilrettelagt ungdomsuddannelse）
が始まりました。16歳から25歳まで

の障がいや病気により十分な教育を
受けられなかった人を対象に、社会生
活に必要な知識や技術、社会性や対
人スキルを身に付けるための教育を
最長3年間受けることができます。余
暇活動支援センターや作業所、エグ
モントのような国民高等学校等、様々
な施設に設置されています。STUの
生徒は指定科目を受講する他、実習
することが定められています。

エグモントとBPA（パーソナル
アシスタント制度） -自立生活
を目指す重度障がい者の自立
訓練の場として -

　BPA（Borgerstyret Personlig 
Assistance）は、デンマークの筋ジス
トロフィー協会会長であったエーバル
ト・クロー氏を先頭に当事者らがオー
フス市と交渉をし、1970年代後半か
ら80年代にかけて、生活支援法の第
48条第4項に規定されました。重度
の障がい者が自立生活を送るための
制度で、ヘルパーの募集や面接、採
用、採用後の勤務時間の決定や勤怠
管理等を障がい者本人が行います。
但し、常時介助が必要な重度な障が
い者であること、雇用主として人事管
理ができること、就学や就労、ボラン
ティア活動といった社会的活動を行っ
ていることが条件です。エグモントで
BPAに似た制度を取り入れることで、

筋ジストロフィーの方との交流

南アフリカ共和国でのホームステイ

視察先 就労支援施設VASAC Slagelseの皆さん

髙木　沙祐里  さん
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地域での生活を円滑に進める目的が
あります。また、デンマークでは成人
年齢が18歳で、成人すると、親元から
離れて生活するための支援を受けら
れます。BPAのアシスタントに親を含
むこともでき、親であっても給料を得
ることができます。
　デンマークの筋ジストロフィー協会
員で、パーソナルアシスタント制度を
利用して生活している2人の方から話
を伺う機会がありました。Aさんは1日
14時間、Bさんは1日16時間の支援を
受けています。Bさんは数年前まで1
日20時間の支援を受けていました
が、その後の審査で支援時間を4時間
減らされてしまいました。生活に支障
がでているため、自治体と交渉をして
いるとのお話を聞きました。完璧な制
度はない中で、当事者がどれだけ困り
感を発信できるかがこれからの社会
を変えていくのだと思いました。

エグモントが抱える課題

　エグモントでは同世代の人に介助
をしてもらい、放課後は趣味に没頭し
たり、散歩に出掛けたり、友人とお茶
を片手に語り合ったりします。週末に
は、パーティーが開かれたり、ヘル
パーの運転で買い物に出掛けたりし
ます。エグモントには日々の生活を充
実させる物的・人的資源が豊富にあ
る一方、卒業後に地域で生活を始め
るとパターン化した生活に幸せを感じ
られず、また一般社会に溶け込められ
ずにエグモントに戻ってくる生徒がい
ます。エグモントに10年以上在籍して
いる生徒もいて、学校ではなく施設化
している一面もあります。人も環境も
自分自身も変わっていく人生の中で、
どのように自己実現できる環境を見
つけて充実した日々を送るかは、障が
いの有無や国を問わず、誰もが直面
する課題なのかもしれません。

対話の重要性 -ヘルパーとの関
わりから-

　エグモントでは修学旅行があり、秋
コースはデンマーク国内、春コースは
海外へ行きます。私は春コースの3月
下旬、2人のヘルパーと南アフリカ共
和国に行きました。ヘルパーは私の手
となり、足となってくれますが、エグモ
ントでは「ボス」と「ヘルパー」という
お金で割り切った関係性ではありま
せん。私ができないことを補い続ける
黒子のような存在でもなく、私との関
係性の延長線上に介助があります。
共に時間を過ごす大切な仲間です。
エグモントに入学して3ヵ月目の私
は、その関係性をどう築いていくか確
立できていないまま修学旅行に行き
ました。そのため、私の介助を巡り、険
悪な雰囲気になった時がありました。
最も記憶に残っているのは、ヘルパー
の言ってほしいタイミングで私が「あ
りがとう」と言わなかったことです。日
頃から感謝の気持ちを言葉にするよ
うにしていましたが、お互いのタイミ
ングの違いが原因で「介助をしたくな
い」と言われてしまいました。そのヘ
ルパーは思ったことをその場で伝える

一方、私は相手に言われたことを一度
受け止め、その時の相手の心理状態
と状況を踏まえて思ったことを伝える
性格です。「ありがとうの気持ちはい
つも持っているし、言葉にするように
しているよ」と伝えましたが、相手の
勢いに押され、残りの旅での関係性を
考えるとそれ以上自分の気持ちを伝
えられませんでした。しかし、すれ違
いであっても、相手がどんなに怒りを
表したとしても、その場で感情や思っ
たことを伝えるべきだったと思いま
す。対話こそ、違いや思っていることを
知れるチャンスであり、信頼関係を築
く第一歩だからです。
　障がいを持つようになってから、行
きたい場所ではなく、私でも行ける場

所で行き先を決めるようになりまし
た。旅行に行きたくても、友人が私を
抱えることができなくなり、諦めるこ
ともありました。とはいえ、私の介助
ができるか否かで友人の選択はした
くありません。今回は障がいがなくて
も中々行くことのできないアフリカ
へ、かけがえのない友人と一緒に行く
ことができました。私の葛藤や大変さ
の全てを他人がわからないように、介
助をしたことのない私はヘルパーのこ
とを全て理解できません。優しさや善
意だけでは成り立たないほど、介助は
楽で簡単なものではないです。それで
もエグモントでの日々は、自分が障が
い者ということを忘れるくらい、一人
の人として対等に接してくれました。
時に感情や価値観がぶつかり合うこ
ともありましたが、お互いが納得いく
まで対話を続け、相手を知ること。そ
の過程に障がいは存在せず、「人」と
の関わりの中にありました。
　障がいのある日本人留学生の場
合、障がいのない日本人留学生がヘ
ルパーに選ばれます。私は各セメス
ターに3人のヘルパーがついていまし
た。帰国した今でも頻繁に連絡を取り

合い、遠くに住んでいても一緒に出掛
けたりする関係性です。この繋がりは
日本人留学生のみならず、デンマーク
人のボスとヘルパーの関係において
も同様です。如何なる時も共に過ごし
た仲間は、お金には変えられない一生
の宝物です。出会うことがなかっただ
ろう人と人とを繋ぐエグモントは、人
生をより楽しく、豊かにしてくれてい
ます。

障がい者である前に1人の人として

　デンマークに渡航する前、私も障が
い当事者でありながら、初めて他の障
がいを持つ人と出会った時、「彼や彼
女は一体どんな障がいを持っている
のだろう？」、「あの人は〇〇障がいを
持っているから、〇〇だろう」といった
ように、勝手に枠にはめようとしたり、
レッテルを貼ろうとしたりしていまし
た。時には、マイナスな側面ばかりに
気を取られて、不安や恐れを感じるこ
ともありました。これらの感情は、障
がい者と健常者という枠組みの中で、
障がい者は健常者より劣っていると
いう私の障がい者観が相手の見方に
影響していたのだと思います。障がい

はその人の一部であって、その人全て
を語るものではないと思っていなが
ら、障がいとは関係のない自分自身
の弱さや自信の無さにおいて、「障が
い」という言葉を使って言い訳してい
た自分がいたことにも気が付きまし
た。目の前にいる人がどんな人なのか
は関わってみないとわかりません。深
い関わりを持ったからこそ、見えてく
る面もあります。今まで会ったこと
も、話したこともない人を自分軸で評
価するのではなく、まずその人へのリ
スペクトを忘れず、1人の人としてどん
な人なのかに関心を持つ大切さを1年
間の研修を通して学びました。

おわりに

　本研修を終えるまで私を支えてく
ださった、ダスキン愛の輪基金の皆
様、エグモント・ホイスコーレンの先
生方、ヘルパーやデンマークで出会っ
た方々、そして海外に送り出してくれ
た両親に感謝しています。振り返れ
ば、ロストバゲージから始まったデン
マーク生活。異国の地での通院や体
調不良による一時帰国、飛行機の欠
航や車いすの故障等、ハプニングの連
続でした。どんな時も1人ではなく、助
けてくれる人、寄り添ってくれる人がい
ました。そこに国籍や言語、文化の違
いはありませんでした。デンマークは
ノーマライゼーション発祥の地であ
り、福祉最先進国と言われています。
福祉の理念や制度は私たちの生活を
支える枠組みでありますが、それをも
とに社会を作っていくのは「人」です。
違いを認め合い、お互いを尊重する。
言葉にするのは簡単であっても、人間
の利己主義的な面が邪魔をして忘れ
てしまう時があります。そんな人間の
弱さを認めながら、1人ひとりが心に
留めることで、日本においても「善き
人生」、「幸せな社会」を作っていける
のではないかと思います。

15



い者向けのトレーニングは毎週火曜
の夕方に行われていました。障がいに
よりトレーニングの種類が違ったり、
肩を痛めている選手もいたりするの
で、それらを考慮しつつ、みんなが一
緒にできるトレーニングを実施してい
きました。1ヶ月経った頃から、Jake
がトレーニング内容決めを自分に任
せてくれたので、自分なりにさまざま
な筋肉を使いながら、かつ単調になら
ないトレーニングメニューを考案し提
供しました。LWSRAの持つ体育館は、
トレーニング機材がそれなりにあり、
ダンベル・チューブ・トレーニングバー・
ロープなどを使い、飽きないメニュー
作りを意識しました。業務の空き時間
には、自分も体育館でトレーニングで
きるので、自分の作ったメニューを提
供する前に試し、効率の良いメニュー
を模索しました。

障がい児向けデイサービス

　LWSRAでは、発達障がいや精神障
がいの子ども向けにデイサービスを行
なっています。6月から8月はアメリカ
の夏休み期間でもあり、その間はサ
マーキャンプとして日中もさまざまな
アクティビティが行われていました。
普段はLWSRAのオフィスの建物や体
育館でデイサービスを行なっているの

5

東京都
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頂上には登った、
山を大きくしなければいけない

第40期　個人研修生
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ですが、サマーキャンプ中はバスで外
に出かけることも多いです。その中で
自分は写真が少し得意なので、外での
アクティビティの様子を撮影するよう
頼まれました。10数名の子どもたち
と、それを引率する10名弱のアルバイ
トの学生たちでバスに乗って、遊びに
出かけます。たくさんの花で彩られた
公園にピクニックに行ったり、近所の
高校のプールで遊んだりと、毎日様々
なアクティビティがありました。自分の
業務は写真撮影だけで、一人ひとりの
子供たちのことはアルバイトの学生た
ちの方が詳しいので、あまり子供たち
と深く接することはなかったのです
が、さまざまな障がいの子どもたちが
のびのびとしているように見えました。

　この5ヶ月間で大きな2つの軸と
なったのは、「LWSRAでのインターン
シップ」と「LWSRAの車椅子ソフト
ボールチーム、車いすバスケットボー
ルチームでの活動」になります。この2
つが全くの別ものというわけではない
ですが、分けてご説明していきます。

インターン業務

　まずLWSRAではインターンという形
でスタッフとして働きました。前半は車
いすバスケットボールアメリカ代表とし
てパラリンピック2連覇を達成した、
Jake Williamsの元で働きました。業
務の内容はさまざまでしたので、一つ
ずつご紹介したいと思います。

障がい者向け
トレーニングサポート

　一番大きな業務としてはLWSRAが
行う運動プログラムの実施やそのサ
ポートです。LWSRAでは地域の障が
い者が参加できるトレーニングプログ
ラムやチームスポーツのプログラムを
開催しています。その中でも車いすバ
スケットボールのジュニアチームの練
習と身体障がい者向けのリハビリを
兼ねたトレーニングをJakeが請け
負っていました。ジュニアの車いすバ
スケに関しては後述します。身体障が

研修期間

2022年6月～10月

研修国

アメリカ

研修機関
Lincoln-way Special Recreation Association

研修テーマ
アメリカにおける車椅子スポーツとソフトボール
指導体制について

オフィスワーク

　LWSRAのオフィスワークも一部任
されました。撮った写真は撮影するだ
けではなく、何かしら表に出す形にす
る必要があります。 SNS広報用に加
工したり、プログラムの参加者を募る
ためにポスターにします。画像加工も
勉強中ではあったので、外に出るもの
を作らせてもらえたことでさらに成長
することができました。

パラリンピアンJake Williamsと
ジュニア車いすバスケットボール
チームのサポート

　Jakeは普段から車椅子で生活して
いるため、業務として助けが必要な面
が多々あります。主に練習やプログラ
ムで使う用具の持ち運びです。前述の
トレーニング機材などが保管されて
いる倉庫も、車椅子で入るスペースは
ありますが、用具の持ち運びは困難で
す。また倉庫には20台近くの競技用
車椅子が保管されており、これらは壁
に2段のフックで吊るされています。
これを降ろすのは立って歩ける自分で
も大変でした。さらにジュニアの車い
すバスケチームの練習は体育館の都
合で、車で20分ほど行った体育館を
利用することもあるので、その際には

ボールや工具箱などを持っていく必
要がありました。普段から車椅子の人
たちと接するので、その大変さはそれ
なりに理解しているつもりですが、車
椅子に乗った特定の個人と長い時間
を共にすると、その大変さを改めて理
解するきっかけになると感じました。

車椅子ソフトボール
ワールドシリーズ運営

　LWSRAは今年、車椅子ソフトボー
ルワールドシリーズのホストとなり大
会運営を行いました。自分は選手とし
て出場しますが、同時に運営もする立
場となりました。この大会の何から何
までLWSRAで行うことになり、また今
大会が過去最大規模なこともあり、非
常に業務量は多いです。自分はその中
でも主に広報・会場設営・日本代表
チームのアテンドを行いました。広報
活動としては、ポスターを作成し地域
のスポーツ施設などに掲示させてもら
い、SNSでも大会当日に向けて広報を
積極的に行いました。大会直前の1週
間は、会場のレイアウトを考案し、テン
トなどの配置を決め、フィールドのラ
インを引き、前日にようやく全フィー
ルドが完成しました。日本代表は大会
3日前に現地に到着し、LWSRAのバス
で空港やホテル、会場間を移動しまし
た。自分も大会期間中は会場設営の少
しの時間を除いてチームと時間を過
ごしました。この結果については後述
しますが、大会自体は何事もなく行わ
れ、過去最大規模となったこの大会は
成功に終わりました。

　LWSRAが団体として様々な事業
を行なっていることもあり、自分とし
ても様々な業務を体験できる良い機
会となりました。当然1人が様々な業
務を担当する体制は大変さもありま
すが、その分の達成感があります。

アスリート活動

　車椅子ソフトボール・バスケット
ボールの選手としても様々な活動を行
いました。LWSRAでは障がい者アス
リートの支援も行なっており、補助金
などを活用して金銭面でもアスリート
をサポートしています。アメリカでは
シーズンごとにやるスポーツを明確に
区切っており、ソフトボールのシーズン
は5-8月、9月以降はバスケットボール
やフットボールのシーズンとなります。

車椅子ソフトボール

　ソフトボールのシーズンは、5月ご
ろから始まりワールドシリーズという
大きな大会で終わります。その間は各
地で練習や練習試合が行われます。
LWSRAのチームとしては、ミシガン、
シカゴ、ミネアポリスの大会に参加
し、それとは別でカンザスとオマハの
大会にも参加させてもらいました。
　自分は昨年のワールドシリーズに日
本代表が参加できないということで、
LWSRAのチームに入れさせてもらっ
て出場したという経緯があります。数
人主力がいない状態でしたが、3位と
いう好成績を残しました。LWSRAと
しては地元開催の今回はそれ以上の
成績を残したいという思いがあるよ

うでした。自分は今回日本代表のメン
バーとしてワールドシリーズに参加す
るのでLWSRAとは敵になります。日
本よりレベルの高い選手たちを相手
に自分がどれだけやれるのかを模索
する期間でした。
　これまで3度ワールドシリーズでプ
レーした感覚として、今の自分が十分
に通用することはわかっていました。
ですので、その中でもどれだけ自分が
試合を支配できるのか、という点が重
要になってきます。日本の車椅子ソフ
トボールは守備を重点的に考えます
が、アメリカでは打撃が中心です。ど
ちらが良いという評価はできないで
すが、どちらでも戦える状態を作る必
要があります。守備でも攻撃でも自分
は常に中心選手であることが求めら
れるので、アメリカの打撃の考え方は
非常に勉強になりました。技術がとて
も高いわけではないですが、その積極
性やパワーは見習っていくべきだと感
じました。逆に守備ではアメリカが
劣っている面も多く感じられるので、
そこに合わせるではなく自分のやるべ
きことを高水準でやっていく努力をし
ました。まだ競技として未熟な面も多
いので、より多くのことを検討してい

く必要があります。アメリカでも日本
同様、レクリエーションとしての意味
合いが強いように思えるので、自分が
レベルの高いプレーで引っ張って、こ
の競技を盛り上げていければという
思いもありました。
　車椅子ソフトボールの大きな成果
発表の場はワールドシリーズです。全
米から20チームが参加し、日本代表
も来米します。自分は日本代表チーム
の一員として、全米のチームとアメリ
カ代表と対戦しました。今年の日本代
表は過去最高のメンバーが揃い、今年
勝てなければ当面無理だろうという
顔ぶれでした。そんなプレッシャーも
ありつつ、結果としては国際ディビジョ
ンとチャンピオンシップディビジョンの
2冠を達成することができました。個
人としてはMVPを受賞し、選手として
最高の栄誉を得ることができました。

車いすバスケットボール

　車椅子ソフトボールのシーズンは、8
月のワールドシリーズで終了します。そ
こからは車いすバスケットボールや
フットボールなどの冬の種目が主に行
われます。LWSRAの車いすバスケチー
ムは年齢により分かれています。小学
生、中高生、大人の3チームになります。
ただ上のカテゴリの試合で人数が足り
ない場合は下からメンバーを借りる場
合もあります。毎週木曜日にジュニア
チームの練習が行われており、前半は
小学生、その後中高生の練習という風
に分かれています。大人チームの練習
は頻繁に行われていませんでした。

　自分は大人のチームの一員として、
いくつかのイベントに参加しました。は
じめは、ウエストイリノイ大学というと
ころでのエキシビジョンゲームです。ウ
エストイリノイ大学の学生向けに車い
すバスケの体験や、イリノイ大学の障
がい者アスリートのトークセッション
が開催されたこのイベントで、エキシ
ビジョンゲームを行いました。試合は
LWSRA対イリノイ大学車いすバスケ
チームのメンバーです。イリノイ大学は
車いすバスケの強豪チームで、その内
女子メンバーとローポインター(障がい
が重めのクラス)の選手が参加しまし
た。イベントに参加してくれた多くの方
の前で試合をすることができ、白熱し
たとても良い試合になりました。
　大人チームの活動としては、ミシガ
ン州デトロイト近郊で行われた大会に
も参加しました。ここはアメリカとカナ
ダの国境付近で、カナダから2チーム、
アメリカ国内から3チームが参加する
大会でした。この地域で初めて行われ
る大会のようで、運営にとても力が
入っており盛り上がった大会でした。大
会は2日間行われ、初日の夜には参加
者全員のパーティが行われました。そ
こで自分は日本のお土産としてハイ
チュウを他のチームの方に配りコミュ
ニケーションを取りました。2日間の試
合でチーム自体は3位だったのです
が、パーティで色んな方と話したり、プ
レーの面でも評価していただいて、ス
ポーツマンシップ賞という賞をいただ
くことができました。日本でもこれく
らいのものすごく大規模ではないが、

身内だけでもない規模の大会がたく
さん行われてほしいと感じました。
　ジュニアのバスケチームの大会にも
帯同しました。アイオワで行われた
ジュニアの車いすバスケ大会です。日
本には車いすバスケのジュニアチーム
というのはわずかしか存在しません。
しかしこの大会には、5チームが参加
しました。それぞれ大会会場から車で
6、7時間の距離からの参加で、広さと
しては東日本からチームが集まったよ
うな感覚でしょうか。まずそれだけの
チームがあることが自分にとっての一
つの驚きでした。大会は基本中高生
の年代チームで行い、小学生のメン
バーもその一員として参加しました。
小学生だけでチームを組めるところ
は多くないので、別途小学生だけを集
めて、2チームに分かれて行う試合も
開催されました。中高生だけの試合で
は大人と同じ高さのリングで試合を
行いますが、小学生の試合ではリング
を下げ、シュートが入りやすいように
して行われていました。スポーツとし
ての発展を考える上で、ジュニア世代
のプレー機会は当然非常に重要で
す。車いすバスケ、車椅子ソフト共に
日本で解決していかなければいけな
い課題だと非常に感じました。

所感

　パラアイスホッケー大会の視察、車
椅子フットボールの大会への参加な
ど、参加したイベントはまだまだある
のですが、ここでこの5ヶ月を通して
の所感を述べさせていただきます。こ
の5ヶ月間で自分が大きく感じたの
は、この国の車椅子スポーツに対して
の考え方が日本とは根本的に違うと
いうことです。障がい者スポーツをす
る日本人の多くは、当然ですが様々な
費用を自己負担して競技をしていま
す。健常者の方が趣味でするスポーツ
と比較して考えれば当然のことかも
しれません。ただ障がい者スポーツを

始めるには、特に日本で、様々な障壁
があります。それを初めから取り払
う、障がい者がスポーツに参加しやす
い環境が、LWSRAにはありました。日
本でも同じように障がい者スポーツ
を始めたければ、お金を払うことで可
能かもしれません。ただその行為もハ
ンディキャップによる障壁になってい
ると感じます。「健常者はスポーツを
した方が良いが、障がい者はスポーツ
をしなければならない」、私の好きな
言葉です。日本でより多くの方にス
ポーツをする機会を届けたい、そう強
く感じました。

展望

　帰国後の展望としては、障がいを
持った人たちがよりスポーツにアクセ
スできるような活動を行っていきたい
と考えています。LWSRAにあったよう
な、行けばすぐスポーツができる施設
を作れるわけではありません。ただこ
の現状を多くの人に知ってもらうこと、
そして今私が関わっているスポーツの
コミュニティにおいては、みんなが参
加しやすい環境を整えることが、その
第一歩です。車椅子ソフトボールでは
チームの監督でもあるので、上手くな
ることと楽しむことの両立を考えてい
くチーム作りを進めています。車いす
バスケットボールや車椅子ハンドボー
ルでは、ジュニア世代と一緒にプレー
することもあるので、何か上手くなる
ためのヒントを得てもらうために一緒

に考える時間を設けていきます。その
コミュニケーションの一つひとつが、
みんながスポーツに参加しやすい雰囲
気作りにつながると信じています。
　長期的な目線で言えば何かしらの形
で、子供も大人も障がいの有無に関わ
らず、スポーツができるような環境作り
に直接携わりたいと考えているので、直
近としてはそのために自分の力をつけ
ていくというところが課題になるかと考
えています。視野を広く持つことと、よ
り専門性を持つことの両方にチャレン
ジしていく必要がありそうです。
　自分は今年車椅子ソフトボールで頂
点を取りました。ただまだそれ自体に
価値はないと思っています。このス
ポーツをより大きいものにしていく、
よりたくさんの人と楽しめるスポーツ
にしていくことで、その価値がより高
まると信じています。

研修目的
車椅子スポーツの先進国であり、ソフトボール発祥の地でもあるアメ
リカで車椅子スポーツとソフトボールの両方を学び、複数の観点から
車椅子ソフトボールを捉え、日本での車椅子ソフトボールの指導体制
強化に繋げる。

肢 体 不 自 由

小貫　怜央  さん



い者向けのトレーニングは毎週火曜
の夕方に行われていました。障がいに
よりトレーニングの種類が違ったり、
肩を痛めている選手もいたりするの
で、それらを考慮しつつ、みんなが一
緒にできるトレーニングを実施してい
きました。1ヶ月経った頃から、Jake
がトレーニング内容決めを自分に任
せてくれたので、自分なりにさまざま
な筋肉を使いながら、かつ単調になら
ないトレーニングメニューを考案し提
供しました。LWSRAの持つ体育館は、
トレーニング機材がそれなりにあり、
ダンベル・チューブ・トレーニングバー・
ロープなどを使い、飽きないメニュー
作りを意識しました。業務の空き時間
には、自分も体育館でトレーニングで
きるので、自分の作ったメニューを提
供する前に試し、効率の良いメニュー
を模索しました。

障がい児向けデイサービス

　LWSRAでは、発達障がいや精神障
がいの子ども向けにデイサービスを行
なっています。6月から8月はアメリカ
の夏休み期間でもあり、その間はサ
マーキャンプとして日中もさまざまな
アクティビティが行われていました。
普段はLWSRAのオフィスの建物や体
育館でデイサービスを行なっているの

ですが、サマーキャンプ中はバスで外
に出かけることも多いです。その中で
自分は写真が少し得意なので、外での
アクティビティの様子を撮影するよう
頼まれました。10数名の子どもたち
と、それを引率する10名弱のアルバイ
トの学生たちでバスに乗って、遊びに
出かけます。たくさんの花で彩られた
公園にピクニックに行ったり、近所の
高校のプールで遊んだりと、毎日様々
なアクティビティがありました。自分の
業務は写真撮影だけで、一人ひとりの
子供たちのことはアルバイトの学生た
ちの方が詳しいので、あまり子供たち
と深く接することはなかったのです
が、さまざまな障がいの子どもたちが
のびのびとしているように見えました。

　この5ヶ月間で大きな2つの軸と
なったのは、「LWSRAでのインターン
シップ」と「LWSRAの車椅子ソフト
ボールチーム、車いすバスケットボー
ルチームでの活動」になります。この2
つが全くの別ものというわけではない
ですが、分けてご説明していきます。

インターン業務

　まずLWSRAではインターンという形
でスタッフとして働きました。前半は車
いすバスケットボールアメリカ代表とし
てパラリンピック2連覇を達成した、
Jake Williamsの元で働きました。業
務の内容はさまざまでしたので、一つ
ずつご紹介したいと思います。

障がい者向け
トレーニングサポート

　一番大きな業務としてはLWSRAが
行う運動プログラムの実施やそのサ
ポートです。LWSRAでは地域の障が
い者が参加できるトレーニングプログ
ラムやチームスポーツのプログラムを
開催しています。その中でも車いすバ
スケットボールのジュニアチームの練
習と身体障がい者向けのリハビリを
兼ねたトレーニングをJakeが請け
負っていました。ジュニアの車いすバ
スケに関しては後述します。身体障が

オフィスワーク

　LWSRAのオフィスワークも一部任
されました。撮った写真は撮影するだ
けではなく、何かしら表に出す形にす
る必要があります。 SNS広報用に加
工したり、プログラムの参加者を募る
ためにポスターにします。画像加工も
勉強中ではあったので、外に出るもの
を作らせてもらえたことでさらに成長
することができました。

パラリンピアンJake Williamsと
ジュニア車いすバスケットボール
チームのサポート

　Jakeは普段から車椅子で生活して
いるため、業務として助けが必要な面
が多々あります。主に練習やプログラ
ムで使う用具の持ち運びです。前述の
トレーニング機材などが保管されて
いる倉庫も、車椅子で入るスペースは
ありますが、用具の持ち運びは困難で
す。また倉庫には20台近くの競技用
車椅子が保管されており、これらは壁
に2段のフックで吊るされています。
これを降ろすのは立って歩ける自分で
も大変でした。さらにジュニアの車い
すバスケチームの練習は体育館の都
合で、車で20分ほど行った体育館を
利用することもあるので、その際には

ボールや工具箱などを持っていく必
要がありました。普段から車椅子の人
たちと接するので、その大変さはそれ
なりに理解しているつもりですが、車
椅子に乗った特定の個人と長い時間
を共にすると、その大変さを改めて理
解するきっかけになると感じました。

車椅子ソフトボール
ワールドシリーズ運営

　LWSRAは今年、車椅子ソフトボー
ルワールドシリーズのホストとなり大
会運営を行いました。自分は選手とし
て出場しますが、同時に運営もする立
場となりました。この大会の何から何
までLWSRAで行うことになり、また今
大会が過去最大規模なこともあり、非
常に業務量は多いです。自分はその中
でも主に広報・会場設営・日本代表
チームのアテンドを行いました。広報
活動としては、ポスターを作成し地域
のスポーツ施設などに掲示させてもら
い、SNSでも大会当日に向けて広報を
積極的に行いました。大会直前の1週
間は、会場のレイアウトを考案し、テン
トなどの配置を決め、フィールドのラ
インを引き、前日にようやく全フィー
ルドが完成しました。日本代表は大会
3日前に現地に到着し、LWSRAのバス
で空港やホテル、会場間を移動しまし
た。自分も大会期間中は会場設営の少
しの時間を除いてチームと時間を過
ごしました。この結果については後述
しますが、大会自体は何事もなく行わ
れ、過去最大規模となったこの大会は
成功に終わりました。

　LWSRAが団体として様々な事業
を行なっていることもあり、自分とし
ても様々な業務を体験できる良い機
会となりました。当然1人が様々な業
務を担当する体制は大変さもありま
すが、その分の達成感があります。

アスリート活動

　車椅子ソフトボール・バスケット
ボールの選手としても様々な活動を行
いました。LWSRAでは障がい者アス
リートの支援も行なっており、補助金
などを活用して金銭面でもアスリート
をサポートしています。アメリカでは
シーズンごとにやるスポーツを明確に
区切っており、ソフトボールのシーズン
は5-8月、9月以降はバスケットボール
やフットボールのシーズンとなります。

車椅子ソフトボール

　ソフトボールのシーズンは、5月ご
ろから始まりワールドシリーズという
大きな大会で終わります。その間は各
地で練習や練習試合が行われます。
LWSRAのチームとしては、ミシガン、
シカゴ、ミネアポリスの大会に参加
し、それとは別でカンザスとオマハの
大会にも参加させてもらいました。
　自分は昨年のワールドシリーズに日
本代表が参加できないということで、
LWSRAのチームに入れさせてもらっ
て出場したという経緯があります。数
人主力がいない状態でしたが、3位と
いう好成績を残しました。LWSRAと
しては地元開催の今回はそれ以上の
成績を残したいという思いがあるよ
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うでした。自分は今回日本代表のメン
バーとしてワールドシリーズに参加す
るのでLWSRAとは敵になります。日
本よりレベルの高い選手たちを相手
に自分がどれだけやれるのかを模索
する期間でした。
　これまで3度ワールドシリーズでプ
レーした感覚として、今の自分が十分
に通用することはわかっていました。
ですので、その中でもどれだけ自分が
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れるので、アメリカの打撃の考え方は
非常に勉強になりました。技術がとて
も高いわけではないですが、その積極
性やパワーは見習っていくべきだと感
じました。逆に守備ではアメリカが
劣っている面も多く感じられるので、
そこに合わせるではなく自分のやるべ
きことを高水準でやっていく努力をし
ました。まだ競技として未熟な面も多
いので、より多くのことを検討してい

く必要があります。アメリカでも日本
同様、レクリエーションとしての意味
合いが強いように思えるので、自分が
レベルの高いプレーで引っ張って、こ
の競技を盛り上げていければという
思いもありました。
　車椅子ソフトボールの大きな成果
発表の場はワールドシリーズです。全
米から20チームが参加し、日本代表
も来米します。自分は日本代表チーム
の一員として、全米のチームとアメリ
カ代表と対戦しました。今年の日本代
表は過去最高のメンバーが揃い、今年
勝てなければ当面無理だろうという
顔ぶれでした。そんなプレッシャーも
ありつつ、結果としては国際ディビジョ
ンとチャンピオンシップディビジョンの
2冠を達成することができました。個
人としてはMVPを受賞し、選手として
最高の栄誉を得ることができました。
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ムは年齢により分かれています。小学
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は頻繁に行われていませんでした。
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じめは、ウエストイリノイ大学というと
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た。イベントに参加してくれた多くの方
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6、7時間の距離からの参加で、広さと
しては東日本からチームが集まったよ
うな感覚でしょうか。まずそれだけの
チームがあることが自分にとっての一
つの驚きでした。大会は基本中高生
の年代チームで行い、小学生のメン
バーもその一員として参加しました。
小学生だけでチームを組めるところ
は多くないので、別途小学生だけを集
めて、2チームに分かれて行う試合も
開催されました。中高生だけの試合で
は大人と同じ高さのリングで試合を
行いますが、小学生の試合ではリング
を下げ、シュートが入りやすいように
して行われていました。スポーツとし
ての発展を考える上で、ジュニア世代
のプレー機会は当然非常に重要で
す。車いすバスケ、車椅子ソフト共に
日本で解決していかなければいけな
い課題だと非常に感じました。

所感

　パラアイスホッケー大会の視察、車
椅子フットボールの大会への参加な
ど、参加したイベントはまだまだある
のですが、ここでこの5ヶ月を通して
の所感を述べさせていただきます。こ
の5ヶ月間で自分が大きく感じたの
は、この国の車椅子スポーツに対して
の考え方が日本とは根本的に違うと
いうことです。障がい者スポーツをす
る日本人の多くは、当然ですが様々な
費用を自己負担して競技をしていま
す。健常者の方が趣味でするスポーツ
と比較して考えれば当然のことかも
しれません。ただ障がい者スポーツを

始めるには、特に日本で、様々な障壁
があります。それを初めから取り払
う、障がい者がスポーツに参加しやす
い環境が、LWSRAにはありました。日
本でも同じように障がい者スポーツ
を始めたければ、お金を払うことで可
能かもしれません。ただその行為もハ
ンディキャップによる障壁になってい
ると感じます。「健常者はスポーツを
した方が良いが、障がい者はスポーツ
をしなければならない」、私の好きな
言葉です。日本でより多くの方にス
ポーツをする機会を届けたい、そう強
く感じました。

展望

　帰国後の展望としては、障がいを
持った人たちがよりスポーツにアクセ
スできるような活動を行っていきたい
と考えています。LWSRAにあったよう
な、行けばすぐスポーツができる施設
を作れるわけではありません。ただこ
の現状を多くの人に知ってもらうこと、
そして今私が関わっているスポーツの
コミュニティにおいては、みんなが参
加しやすい環境を整えることが、その
第一歩です。車椅子ソフトボールでは
チームの監督でもあるので、上手くな
ることと楽しむことの両立を考えてい
くチーム作りを進めています。車いす
バスケットボールや車椅子ハンドボー
ルでは、ジュニア世代と一緒にプレー
することもあるので、何か上手くなる
ためのヒントを得てもらうために一緒

に考える時間を設けていきます。その
コミュニケーションの一つひとつが、
みんながスポーツに参加しやすい雰囲
気作りにつながると信じています。
　長期的な目線で言えば何かしらの形
で、子供も大人も障がいの有無に関わ
らず、スポーツができるような環境作り
に直接携わりたいと考えているので、直
近としてはそのために自分の力をつけ
ていくというところが課題になるかと考
えています。視野を広く持つことと、よ
り専門性を持つことの両方にチャレン
ジしていく必要がありそうです。
　自分は今年車椅子ソフトボールで頂
点を取りました。ただまだそれ自体に
価値はないと思っています。このス
ポーツをより大きいものにしていく、
よりたくさんの人と楽しめるスポーツ
にしていくことで、その価値がより高
まると信じています。
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コロナで出発が無期限延期、
でも最高の準備を

　私がアメリカの障がい者団体のファ
ンドレイジングを学びたいと思い、ダ
スキン研修に合格したのは2018年の
時で、2019年夏に渡米予定でしたが
コロナで世界中がパンデミックになっ
てしまい、私の渡米は無期限の延長状
態となりました。コロナで延期になっ
ている最中、物価はどんどん高くなり、
円安も進み、本当にアメリカに行ける
のかと不安に思っていました。でもこれ
は準備に時間を当てる絶好の機会だ
と思い直し、特に英語の勉強について
は力を入れていました。英語は研修の
成果に直結すると友人からアドバイス
をもらっていたので、毎月何時間話し
ても定額のオンライン英会話を始めま

笠柳　大輔  さん

5

東京都

20

挑戦と発見の日々
：アメリカの障がい者運動とファンドレイジング

第40期　個人研修生

21

した。とにかく毎日出来る限り英語を
話そうと思い、外を歩いている時、買い
物をする時、家でご飯を食べている時、
家事をしている時など、全て英会話に
費やして、毎月100時間、それを1000
時間達成するまで10ヵ月間続けまし
た。アメリカに行く頃には英語のレベ
ルも随分上げることが出来、この行け
なかった期間をとても有意義に使うこ
とができたと思います。

家は築100 年を超える
マンション

　私はなるべく多くのファンドレイジ
ングの事例を日本に持ち帰りたかった
ので、ニューヨークのロチェスターにあ
るCDR (Center for Disabil i t y 
Rights) と言う自立生活センターを拠

ファンドレイジングを学びに
アメリカへ

　私は2023年5月から2024年4月ま
で“障がい者運動におけるファンドレイ
ジング”という研修テーマでアメリカに
約11ヵ月、その後カナダで開催された
ファンドレイジング大会に参加する為1
週間程度滞在、トロントへ行ってきま
した。
　ファンドレイジングというのは資金
を獲得する事という意味です。アメリ
カのNPO団体では必ずと言っていい
ほどファンドレイザーと呼ばれる人た
ちが働いていて、その団体のファンド
レイジングを担っています。私はDPI
日本会議という障がい者の政策提言
と権利活動を中心に行う団体で働い
ています。しかし、私たちの団体は公
的な資金もなく、日本ではこうした活
動に対する寄付や企業支援というの
はなかなか集まらずずっと財政状況
が悪いままでした。
　アメリカでは障がい者団体はファン
ドレイジングが上手と言われていて、ど
ういう風に企業にアプローチしている
のか？財政状況はどうなのか？活動資
金を獲得するためにどんな取り組みを
しているのか？そんな疑問がずっと頭
の中にありました。

研修期間

2023年5月6日～2024年4月15日

研修国

アメリカ、カナダ

研修機関
CDR,国連の障害者権利条約の締結国会議参加、
NCIL Disability Right California First Annual GALA、MIUSA、
AFPICON,ARCH

研修テーマ

障がい者運動におけるファンドレイジング

点にしながら、アメリカ各地の障がい
者団体の財政状況、ファンドレイジン
グに関する取り組みを調査しました。
CDR代表のBruceは以前日本にも来
たことがあり、すでに日本と友好的な
関係があり、私を快く研修生として受
け入れてくださいました。
　住む家についても探してくれました。
私は自分の障がいについて理解をして
もらおうと、あらかじめ自分の日常生
活を録画したビデオデータを送りまし
た。自宅からオフィスまではバスで
通っていたのですが、そのバス停にも
行きやすい家を探してくれて、とても助
かりました。家は築100年を超えるマ
ンションで（見た目は綺麗）、冬は寒く
なるとネズミが家の中に入ってきて滞
在中に3匹捕まえました。日本では家
でネズミが出たことがなかったので、
さすがアメリカだなぁと、そういったト
ラブルも楽しんでいました。私はロ
チェスターに約11ヵ月滞在をし、近く
に滝や自然豊かな場所が多くあり、田
舎育ちの私はニューヨークと聞くと、
とても都会で自分には合わないかなと
思っていたので、毎回出張から帰ってく
ると自然を感じてほっとしたのを覚え
ています。

私の研修について

　アメリカのNPO法人で501(C)(3)認
定をされた法人は、タックスレポート
という収支報告書を毎年提出すること
を義務付けられています。そこには、そ
の年度の売り上げと費用と収益などが
掲載されておりその団体の収支の金
額が分かります。
　501(C)(3)認定された団体へ寄付
をすると税控除が受けられるという点
において、日本でいうと認定NPO法
人に近いと思いますが、日本では認定
NPO法人はまだ1,220件（2021年）
ですが、アメリカでは501(C)(3)認定
をされた法人が約148万件（2022
年）あります。私は当初、こんなに数が
違うのは何かの間違いなのではない
かととても驚きました。アメリカは寄
付文化が根付いていると言われてい
ますが、寄付をしたときに税控除が受
けられる団体の数が日本と比べて、と
ても多いのです。
　また寄付金控除の範囲についても
日本とは違いました。私は日本の認定
NPO法人に勤めていますが、イベント
の参加費や懇親会費については、その
費用に対する寄付金控除は受けること
ができません。しかし、私がインタ
ビューを行った団体では、参加費や懇
親会に関する費用は、NPOの活動へ

の支援にあたる費用として考えられ、
基本的に寄付金控除を受けられると
聞き、大変驚きました。私はなぜ懇親
会の費用が寄付金控除として認めら
れるのかと言う質問をしたところ、「参
加者が懇親会に来て、何をどれぐらい
食べたのかわからないでしょ？それを
いちいち国が監視はしていないし、も
し何も食べなかったら、それは全額寄
付と言うことになるから、全額給付金
控除になるんだよ」と言われました。私
は寄付に対する日米政府のあまりの考
え方の違いに固まってしまいました。
日本政府は寄付金控除をいかに管理
して制限するかという方向で考えられ
ていると私は感じるのですが、アメリ
カでは寄付を促進するために、なるべ
く管理せず控除の範囲も広くしNPO
が活動資金を得やすいようにしている
のだと、根本の政府の考え方の違いに
とても驚きました。
　また今回大きく分けて3つのカテゴ
リーで障がい者団体の財務状況、ファ
ンドレイジングの取り組みに関する調
査を行いました。1つ目が障がい者の
自立生活をサポートする自立生活セン
ター、2つ目が公的資金で運営されて
いる障がい者の権利擁護センター、3 
つ目が民間の障がい者の権利擁護団
体で、計20団体調査しました。私はア

メリカ滞在期間中に、こうした団体を
調査するため、ボストン、カリフォルニ
ア（サクラメント、サンフランシスコ、ロ
サンゼルス）、ニューヨークの首都のア
ルバニー、ワシントンD.C.に行かせて
いただきました。それ以外の地域で行
けなかった団体についてはオンライン
でインタビューを行いました。
　初めて団体を訪れて、初対面の方に
いきなり英語でどんどんインタビュー
をしていくと言うのは、英語が得意で
はない自分にとってはとても勇気がい
ることでしたが、私はいつも自分に「恐
れず、ひるまず、行け」と言い聞かせて
いました。その結果、多くの団体の財政
状況、ファンドレイジングに関する活動
について知る事が出来ただけではなく
て、アメリカの多くの団体のリーダー
たちとつながりを作ることが出来、か
けがえのない財産となりました。
　またアメリカのロビー活動にも参
加をさせていただきました。私が滞在
したCDRのメンバーたちは、ADAPT 
と言う障がい者の草の根の団体と一
緒に、障がい者が施設ではなく地域
で暮らすことが促進される法律の制
定を目指していました。そこは国会議

DRC事務局長のAndyに思い出の写真を見せてもらう

ワシントンD.C.にてADAPTのパムとパッドと

員へのロビー活動の為に、議員会館
近くにマンションを借りていて、そこ
でみんなで一緒に過ごしたのですが、
私はベッドが足りなくてソファーの上
で寝たり、議員に対するロビー活動が
終わった後、みんなでスーパーで材料
を買ってきて、一緒に料理してご飯を
食べたり、まるで学生生活の時のよう
な合宿で2週間ほど滞在をして、とて
も面白かったです。
　あと思い出に残っているのは、カリ
フォルニアのDisab i l i t y  R ight s 
Californiaという全米ナンバーワンの
公的権利擁団体とも呼ばれている団
体に訪問したときのことです。本当は9 

月から半年間はこの団体で研修を受
ける予定だったのですが、この地域は
インフレで家賃が大きく値上がりして
おり、家賃が支払えずここでの研修を
断念していました。それでもどうしても
ここのセンターに行くことが諦めきれ
ず、私は渡米して生活が落ち着いた
後、もう一度ここの代表のアンディに
連絡をし数日間受け入れてもらえない
かと再度連絡をし、４日間受け入れても
らえることになりました。DRC滞在中、
約20名ほどの従業員の方にインタ
ビューをさせて頂き、財政部門のマ
ネージャーが日本人の方で、一番知り
たいお金の流れを日本語で聞くことが
出来、とてもよく理解することが出来
ました。またエグゼクティブディレク
ターのアンディとのミーティングも大
変思い出深いものになりました。アン
ディはもともとワシントンD.C .の 
AAPDという障がい者団体でまたファ
ンドレイザーとして多くのお金を獲得
し事業を大きくしたリーダーです。私
はそんなアンディがどういう人物で、
ファンドレイジングの事についてどう
いう事を考えて活動をしてきたのか、
色々なことを聞いてみたかったので
す。彼は私を彼の部屋に呼んでくれて、
ワシントンD.C.での話や、企業からの
スポンサーシップ獲得についていつも
意識していることを教えてくれました。
それは「企業はその団体にお金を出す
のではなくて、あなた自身に出すのだ

よ。そして彼らと敵対するのではなく
て友達になりなさい」という言葉でし
た。私は活動資金を獲得するという所
ばかりに視点が行き、私自身の在り方
や友達のような関係を作るという事は
考えていなかったので、その言葉は目
から鱗でした。その後も思い出の写真
とともに私にいろいろなことを話して
くれました。この時間は、私にとって一
生の思い出になりました。

Youtubeで現地の様子を
ショート動画で配信

　私は渡米前からたくさんの方にご支
援と応援していただきました。そんな応
援してくれている方に、帰国後の研修報
告だけではなくて、現地の様子もリアル
タイムで伝えたいと思い、Youtube 
チャンネルを作り、約40本のショート動
画を投稿しました。目が見えない人、耳
が聞こえない人も見られるように、字幕
とナレーションも付けるようにしました。
ここには書けない事がたくさんあり、こ
ちらにアップしていますので、ご興味あ
る方は是非ご覧ください（URLはこちら
https://www.youtube.com/@Dai-
Channel-tj8ed）

歴史的な円安、毎日お弁当で
乗り切る

　私が渡米した時は1ドル134円程度
だったのですが、アメリカ滞在中もずっ
とドルは上がり続け、帰国するときは
150円を超えていました。その間、毎日
お昼はお弁当を作って持っていってい
ました。幸いアジアンマーケットがあ

り、CDRの人たちにそこまで車で連れ
て行ってもらって、醤油、酒、みりん、砂
糖が手に入りました。私は安い鶏肉を
買って、照り焼きチキンをよく作ってい
ました。アメリカの友人も照り焼きチキ
ンが好きで、たまに作って持っていって
あげたら、とても喜んでいました。アメ
リカではもやしがとても高いのに驚き
ました。日本では数十円で買えるもの
が、アメリカのスーパーだと1袋500円
程度ともやしが高級品でした。日本に
帰ってきてからもやしがとても美味し
く感じるようになりました(笑)
　またアメリカでも英語の勉強は毎日
続けていました。やはり現地の英語は
段違いに早く使われる単語も難しく、
まだまだわからないところもわかった
ため、毎日わからなかったことをメモに
取り、家に帰ってから調べて、またオリ
ジナルの単語帳も作り、英語のニュー
スをチェックして寝るというのが毎日
の日課になっていました。

最後に

　アメリカでの研修は私の価値観を大
きく広げてくれました。毎日オフィスに
通うバスの中では、黒人、白人、アジア
系の人、たくさんの人種の方が乗って
きて、日本とはまるで違う光景に毎日

ダイバーシティーを感じていました。ま
たアメリカの社会もすごくダイナミッ
クで、障がい者の置かれている環境に
ついていうと職場に介助者を連れて行
けたり、家族を介助者として雇う事が
認められていたりなど日本よりかなり
進んでいる点もあれば、一方で格差が
どんどん広がりホームレスの人たちが
街にはたくさんいて、私も通勤の途中
は何人もホームレスの人たちを見てい
ました。良い所と悪い所の振り幅が日
本よりもかなり大きいと感じました、
　日本に帰ってきてから、よくアメリカ
での生活を思い出し、また日本で見え
る光景や自分自身の物事に対する考
え方が渡米前とはまるで違う事に気づ
き、知らない間に、こんなに自分の中
に積み重なってきたものは大きかった
のだと実感する毎日です。これから日
本でアメリカで学んだことを活かすだ
けではなく、今後世界と日本をつなげ
る架け橋となり、私がしてもらったよ
うに人と人をつなげることでそういっ
たサポートもしていきたいと思います。
今回ご支援頂いたダスキン愛の輪基
金事務局の皆様、出発前、滞在中たく
さん助けて下さった皆様に改めて御礼
申し上げます。

研修目的
アメリカの障がい者団体の財政規模は、日本の数
倍から数十倍ある。どのように活動資金を獲得し
ているのか、①民間の障がい者団体 ②公的権利
擁護機関 ③障がい者の自立生活センターの3つ
のカテゴリーの団体において、財政状況、流れ、
ファンドレイジングの取り組みを学び、日本の

障がい者運動の発展に活かす。
その後カナダで開催されるファンドレ
イジング大会AFPICON2024 に参加し、
世界の最先端のファンドレイジングの
手法について学ぶ。

肢 体 不 自 由



コロナで出発が無期限延期、
でも最高の準備を

　私がアメリカの障がい者団体のファ
ンドレイジングを学びたいと思い、ダ
スキン研修に合格したのは2018年の
時で、2019年夏に渡米予定でしたが
コロナで世界中がパンデミックになっ
てしまい、私の渡米は無期限の延長状
態となりました。コロナで延期になっ
ている最中、物価はどんどん高くなり、
円安も進み、本当にアメリカに行ける
のかと不安に思っていました。でもこれ
は準備に時間を当てる絶好の機会だ
と思い直し、特に英語の勉強について
は力を入れていました。英語は研修の
成果に直結すると友人からアドバイス
をもらっていたので、毎月何時間話し
ても定額のオンライン英会話を始めま
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した。とにかく毎日出来る限り英語を
話そうと思い、外を歩いている時、買い
物をする時、家でご飯を食べている時、
家事をしている時など、全て英会話に
費やして、毎月100時間、それを1000
時間達成するまで10ヵ月間続けまし
た。アメリカに行く頃には英語のレベ
ルも随分上げることが出来、この行け
なかった期間をとても有意義に使うこ
とができたと思います。

家は築100 年を超える
マンション

　私はなるべく多くのファンドレイジ
ングの事例を日本に持ち帰りたかった
ので、ニューヨークのロチェスターにあ
るCDR (Center for Disabil i t y 
Rights) と言う自立生活センターを拠

ファンドレイジングを学びに
アメリカへ

　私は2023年5月から2024年4月ま
で“障がい者運動におけるファンドレイ
ジング”という研修テーマでアメリカに
約11ヵ月、その後カナダで開催された
ファンドレイジング大会に参加する為1
週間程度滞在、トロントへ行ってきま
した。
　ファンドレイジングというのは資金
を獲得する事という意味です。アメリ
カのNPO団体では必ずと言っていい
ほどファンドレイザーと呼ばれる人た
ちが働いていて、その団体のファンド
レイジングを担っています。私はDPI
日本会議という障がい者の政策提言
と権利活動を中心に行う団体で働い
ています。しかし、私たちの団体は公
的な資金もなく、日本ではこうした活
動に対する寄付や企業支援というの
はなかなか集まらずずっと財政状況
が悪いままでした。
　アメリカでは障がい者団体はファン
ドレイジングが上手と言われていて、ど
ういう風に企業にアプローチしている
のか？財政状況はどうなのか？活動資
金を獲得するためにどんな取り組みを
しているのか？そんな疑問がずっと頭
の中にありました。

点にしながら、アメリカ各地の障がい
者団体の財政状況、ファンドレイジン
グに関する取り組みを調査しました。
CDR代表のBruceは以前日本にも来
たことがあり、すでに日本と友好的な
関係があり、私を快く研修生として受
け入れてくださいました。
　住む家についても探してくれました。
私は自分の障がいについて理解をして
もらおうと、あらかじめ自分の日常生
活を録画したビデオデータを送りまし
た。自宅からオフィスまではバスで
通っていたのですが、そのバス停にも
行きやすい家を探してくれて、とても助
かりました。家は築100年を超えるマ
ンションで（見た目は綺麗）、冬は寒く
なるとネズミが家の中に入ってきて滞
在中に3匹捕まえました。日本では家
でネズミが出たことがなかったので、
さすがアメリカだなぁと、そういったト
ラブルも楽しんでいました。私はロ
チェスターに約11ヵ月滞在をし、近く
に滝や自然豊かな場所が多くあり、田
舎育ちの私はニューヨークと聞くと、
とても都会で自分には合わないかなと
思っていたので、毎回出張から帰ってく
ると自然を感じてほっとしたのを覚え
ています。

私の研修について

　アメリカのNPO法人で501(C)(3)認
定をされた法人は、タックスレポート
という収支報告書を毎年提出すること
を義務付けられています。そこには、そ
の年度の売り上げと費用と収益などが
掲載されておりその団体の収支の金
額が分かります。
　501(C)(3)認定された団体へ寄付
をすると税控除が受けられるという点
において、日本でいうと認定NPO法
人に近いと思いますが、日本では認定
NPO法人はまだ1,220件（2021年）
ですが、アメリカでは501(C)(3)認定
をされた法人が約148万件（2022
年）あります。私は当初、こんなに数が
違うのは何かの間違いなのではない
かととても驚きました。アメリカは寄
付文化が根付いていると言われてい
ますが、寄付をしたときに税控除が受
けられる団体の数が日本と比べて、と
ても多いのです。
　また寄付金控除の範囲についても
日本とは違いました。私は日本の認定
NPO法人に勤めていますが、イベント
の参加費や懇親会費については、その
費用に対する寄付金控除は受けること
ができません。しかし、私がインタ
ビューを行った団体では、参加費や懇
親会に関する費用は、NPOの活動へ

の支援にあたる費用として考えられ、
基本的に寄付金控除を受けられると
聞き、大変驚きました。私はなぜ懇親
会の費用が寄付金控除として認めら
れるのかと言う質問をしたところ、「参
加者が懇親会に来て、何をどれぐらい
食べたのかわからないでしょ？それを
いちいち国が監視はしていないし、も
し何も食べなかったら、それは全額寄
付と言うことになるから、全額給付金
控除になるんだよ」と言われました。私
は寄付に対する日米政府のあまりの考
え方の違いに固まってしまいました。
日本政府は寄付金控除をいかに管理
して制限するかという方向で考えられ
ていると私は感じるのですが、アメリ
カでは寄付を促進するために、なるべ
く管理せず控除の範囲も広くしNPO
が活動資金を得やすいようにしている
のだと、根本の政府の考え方の違いに
とても驚きました。
　また今回大きく分けて3つのカテゴ
リーで障がい者団体の財務状況、ファ
ンドレイジングの取り組みに関する調
査を行いました。1つ目が障がい者の
自立生活をサポートする自立生活セン
ター、2つ目が公的資金で運営されて
いる障がい者の権利擁護センター、3 
つ目が民間の障がい者の権利擁護団
体で、計20団体調査しました。私はア

メリカ滞在期間中に、こうした団体を
調査するため、ボストン、カリフォルニ
ア（サクラメント、サンフランシスコ、ロ
サンゼルス）、ニューヨークの首都のア
ルバニー、ワシントンD.C.に行かせて
いただきました。それ以外の地域で行
けなかった団体についてはオンライン
でインタビューを行いました。
　初めて団体を訪れて、初対面の方に
いきなり英語でどんどんインタビュー
をしていくと言うのは、英語が得意で
はない自分にとってはとても勇気がい
ることでしたが、私はいつも自分に「恐
れず、ひるまず、行け」と言い聞かせて
いました。その結果、多くの団体の財政
状況、ファンドレイジングに関する活動
について知る事が出来ただけではなく
て、アメリカの多くの団体のリーダー
たちとつながりを作ることが出来、か
けがえのない財産となりました。
　またアメリカのロビー活動にも参
加をさせていただきました。私が滞在
したCDRのメンバーたちは、ADAPT 
と言う障がい者の草の根の団体と一
緒に、障がい者が施設ではなく地域
で暮らすことが促進される法律の制
定を目指していました。そこは国会議

DRC事務局長のANDYと食事した時の“ピース” CDRのみんながお寿司屋さんで誕生日会を開いてくれた時の様子

員へのロビー活動の為に、議員会館
近くにマンションを借りていて、そこ
でみんなで一緒に過ごしたのですが、
私はベッドが足りなくてソファーの上
で寝たり、議員に対するロビー活動が
終わった後、みんなでスーパーで材料
を買ってきて、一緒に料理してご飯を
食べたり、まるで学生生活の時のよう
な合宿で2週間ほど滞在をして、とて
も面白かったです。
　あと思い出に残っているのは、カリ
フォルニアのDisab i l i t y  R ight s 
Californiaという全米ナンバーワンの
公的権利擁団体とも呼ばれている団
体に訪問したときのことです。本当は9 

月から半年間はこの団体で研修を受
ける予定だったのですが、この地域は
インフレで家賃が大きく値上がりして
おり、家賃が支払えずここでの研修を
断念していました。それでもどうしても
ここのセンターに行くことが諦めきれ
ず、私は渡米して生活が落ち着いた
後、もう一度ここの代表のアンディに
連絡をし数日間受け入れてもらえない
かと再度連絡をし、４日間受け入れても
らえることになりました。DRC滞在中、
約20名ほどの従業員の方にインタ
ビューをさせて頂き、財政部門のマ
ネージャーが日本人の方で、一番知り
たいお金の流れを日本語で聞くことが
出来、とてもよく理解することが出来
ました。またエグゼクティブディレク
ターのアンディとのミーティングも大
変思い出深いものになりました。アン
ディはもともとワシントンD.C .の 
AAPDという障がい者団体でまたファ
ンドレイザーとして多くのお金を獲得
し事業を大きくしたリーダーです。私
はそんなアンディがどういう人物で、
ファンドレイジングの事についてどう
いう事を考えて活動をしてきたのか、
色々なことを聞いてみたかったので
す。彼は私を彼の部屋に呼んでくれて、
ワシントンD.C.での話や、企業からの
スポンサーシップ獲得についていつも
意識していることを教えてくれました。
それは「企業はその団体にお金を出す
のではなくて、あなた自身に出すのだ

よ。そして彼らと敵対するのではなく
て友達になりなさい」という言葉でし
た。私は活動資金を獲得するという所
ばかりに視点が行き、私自身の在り方
や友達のような関係を作るという事は
考えていなかったので、その言葉は目
から鱗でした。その後も思い出の写真
とともに私にいろいろなことを話して
くれました。この時間は、私にとって一
生の思い出になりました。

Youtubeで現地の様子を
ショート動画で配信

　私は渡米前からたくさんの方にご支
援と応援していただきました。そんな応
援してくれている方に、帰国後の研修報
告だけではなくて、現地の様子もリアル
タイムで伝えたいと思い、Youtube 
チャンネルを作り、約40本のショート動
画を投稿しました。目が見えない人、耳
が聞こえない人も見られるように、字幕
とナレーションも付けるようにしました。
ここには書けない事がたくさんあり、こ
ちらにアップしていますので、ご興味あ
る方は是非ご覧ください（URLはこちら
https://www.youtube.com/@Dai-
Channel-tj8ed）

歴史的な円安、毎日お弁当で
乗り切る

　私が渡米した時は1ドル134円程度
だったのですが、アメリカ滞在中もずっ
とドルは上がり続け、帰国するときは
150円を超えていました。その間、毎日
お昼はお弁当を作って持っていってい
ました。幸いアジアンマーケットがあ

り、CDRの人たちにそこまで車で連れ
て行ってもらって、醤油、酒、みりん、砂
糖が手に入りました。私は安い鶏肉を
買って、照り焼きチキンをよく作ってい
ました。アメリカの友人も照り焼きチキ
ンが好きで、たまに作って持っていって
あげたら、とても喜んでいました。アメ
リカではもやしがとても高いのに驚き
ました。日本では数十円で買えるもの
が、アメリカのスーパーだと1袋500円
程度ともやしが高級品でした。日本に
帰ってきてからもやしがとても美味し
く感じるようになりました(笑)
　またアメリカでも英語の勉強は毎日
続けていました。やはり現地の英語は
段違いに早く使われる単語も難しく、
まだまだわからないところもわかった
ため、毎日わからなかったことをメモに
取り、家に帰ってから調べて、またオリ
ジナルの単語帳も作り、英語のニュー
スをチェックして寝るというのが毎日
の日課になっていました。

最後に

　アメリカでの研修は私の価値観を大
きく広げてくれました。毎日オフィスに
通うバスの中では、黒人、白人、アジア
系の人、たくさんの人種の方が乗って
きて、日本とはまるで違う光景に毎日

ダイバーシティーを感じていました。ま
たアメリカの社会もすごくダイナミッ
クで、障がい者の置かれている環境に
ついていうと職場に介助者を連れて行
けたり、家族を介助者として雇う事が
認められていたりなど日本よりかなり
進んでいる点もあれば、一方で格差が
どんどん広がりホームレスの人たちが
街にはたくさんいて、私も通勤の途中
は何人もホームレスの人たちを見てい
ました。良い所と悪い所の振り幅が日
本よりもかなり大きいと感じました、
　日本に帰ってきてから、よくアメリカ
での生活を思い出し、また日本で見え
る光景や自分自身の物事に対する考
え方が渡米前とはまるで違う事に気づ
き、知らない間に、こんなに自分の中
に積み重なってきたものは大きかった
のだと実感する毎日です。これから日
本でアメリカで学んだことを活かすだ
けではなく、今後世界と日本をつなげ
る架け橋となり、私がしてもらったよ
うに人と人をつなげることでそういっ
たサポートもしていきたいと思います。
今回ご支援頂いたダスキン愛の輪基
金事務局の皆様、出発前、滞在中たく
さん助けて下さった皆様に改めて御礼
申し上げます。
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ニューヨークで一番良くしてくれたCDRのキャシーとスーザンとそのご家族

笠柳　大輔  さん個人研修生



ジャンピエール・グリッフォさんからは
政策面について。FISHの全盲の弁護
士(84歳)の方には、イタリアのインク
ルーシブ教育の歩みや自立生活の状
況、介助システムについてお話を頂き
ました。途中ローマ市内のバリアフ
リーチェックをしました。さらに自立
生活協会の方からイタリアの自立生活
の状況や介助システムを学びました。

共に学ぶ教育の現場にて
2/16～2/17 ローマ

　PISTELLI小学校や同じ学校群にあ
るVACCARI特別学校を視察。教員と
子どもたちの間に流れるゆったりとし

数矢　　雄　　　さん
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兵庫県

真名野 枝里子  さん兵庫県
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最初の分離は一生分離の始まり
～人生を一本の幹に～

第40期　ミドルグループ研修生　メインストリームインクルーシブ部

た時間を感じました。複数担任制とい
う背景もあるでしょうが、日本の多くの
小学校より共に学ぶ意識が根付いて
いるからだと思いました。驚いたことに
支援学校で学ぶ生徒も時期が来れば
普通学校へ戻るということを聞き、衝
撃を受けました。ただ、イタリアといえ
ども保護者は個別教育を望んでいて、
事実40数名が支援学校への転籍を希
望していました。これは現地を訪問し
たからこそわかる生の声だと実感しま
した。
　現役高校生のリカルド君と母親のサ
ラさんから、インクルーシブ教育の環
境でどのような支援を受け、学生生活

　私たちは兵庫県西宮市の自立生活
センター メインストリーム協会にある
「インクルーシブ教育部」のメンバーで
す。西宮市は、障害児教育の環境として
は分離教育が当たり前。その状況を少
しでも打開していくために、「最初の分
離は、一生の分離の始まり」をモットー
に、西宮市のインクルーシブ教育と共
生社会の実現に向け活動をしていま
す。その活動を推し進めるため、私たち
は健常者と障害者を分ける仕組みがな
いイタリアの教育環境を学びたいと考
えました。イタリアの行政支援制度はど
のような過程でできあがったのか？障
害者や市民はどのように感じているの
か？イタリアの学校で学んだ子どもは
どのように社会で暮らしているのか？ 
など、現地関係機関を視察し多くの人
と会って話を聞くことで、その答えを導
き出したいと思いました。

イタリアの障害者団体を訪問
2/14～2/15 ローマ

　FISH障害克服協会、FIDイタリア障
害フォーラム、ヨーロッパ障害フォー
ラム、社会協同組合連盟などの障害者
団体を訪れ、イタリアの政策的な事柄
や障害児に関する歴史的偏移などを、
障害当事者から聞くことができまし
た。C I Lナポリ代表の障害当事者

研修期間

2024年2月12日～2月24日

研修国

イタリア

研修機関
イタリア障害克服協会（FISH）
公立ABBADO（アバト）
Aemocon協会

研修テーマ
インクルーシブ教育の実現

を過ごしているかを聞きました。彼は
重度の脳性マヒで、胃ろうもしていま
すが、ずっと地域の学校に通っていま
す。発語は困難ですが表情や視線や声
で自分の気持ちを示してくれます。高
校卒業後の人生について質問をしたと
ころ「いろんなことに興味があるので、
やることが決まっている作業所や入所
施設よりも自分のやりたいことができ
る生活がしたい」と意思を明示してく
れたのが印象的でした。

幼児期から支える環境と体制
2/19～2/23 ボローニャ

　国立幼稚園と地域保健所を視察。
昨年から幼稚園と保育所が一緒に過
ごすプロジェクトがスタートしてお
り、障害のある園児2名、自閉症の園
児3名が在籍していました。子どもた
ちの自主性に重きをおき、“自分がす
ることは自分が決める”こととし、障
害に関係なく一緒の空間で遊んでい
たのが印象的でした。また支援員の
サポートもあり安心して生活できる環
境にあると思いました。保健所では医
療と福祉が一体となり、本人のニーズ
に合わせ必要なサポートを包括的に
提供していました。窓口が別々な日本
とは違い、保健所が社会福祉サービ
スなど様々な分野を一括してサポー
トするイタリアの体制は、市民に対し
て手厚い保障がなされているように
感じました。

　インクルーシブ教育で学び大人に
なった障害当事者３名にもお会いし、
子どもの頃のことや教育課程、現在の
お仕事の様子などをお聞きました。現
在ジャーナリストとして活躍している
ヴァレンティーナ、同じく権利活動家の
クラウディアにインタビューした際、特
に印象的だったのが、日本では当たり
前の分離教育過程について「イタリア
ではあり得ないことだよ」とおっしゃっ
たこと。改めて私たちが育ってきた環
境は障害者権利条約からみて間違って
いるものだと感じ、これからの日本で
の活動に自信がつきました。さらにダ
ウン症の弟さんがいる方から自立生活
のためのサポート体制のこと、市のダ
イバーシティマネジャーとして働く車椅
子ユーザーの方から差別解消の相談窓
口や、障害者セクシャリティのお話を

伺いました。たくさんの方のお話を通
して、いろいろ課題はありながらもイ
タリアの社会の共通認識として「分け
ない」という意識が明確化されている
こと。研修期間中どんな場面において
もそれをはっきりと感じることができ
ました。

イタリアの教育と自立生活の現状
真名野 枝里子

　イタリアは人権意識が高く、障害の
あるなしに関係なく、先生が一人ひと
りの状況を見て本人の要望に応じて対
応しています。その点が日本との大き
な違いだと感じました。学校を訪問し
た際に関係者が「子どもたちが何を望
んでいるのかを理解することが大事。
一人ひとり違うということをしっかり捉
えるために、先生たちも新しいことを
吸収し常に学ばなくてはいけない」と
話してくれたことがとても印象に残っ
ています。
　イタリアの学校は、事務員、支援員が
多く配置されており、先生の負担が軽
減されていることで、余裕のある教育
が行われています。またインクルーシ
ブ担当のコーディネーターが各学校に
在籍していることで、イタリアでの教育
が常に包括的に実践できている様子
を目の当たりにしました。本人の特性
に合わせて国から椅子や机等、授業に

必要な道具が支給され、地域の支援も
手厚いなど、国全体でインクルージョン
されていることがインクルーシブ教育
が進んでいる要因だと考えます。また
教育制度が整っている一方で、学校卒
業後の制度は日本よりも遅れている現
状があります。介助を受ける際、当事者
本人が雇用主となって国からの補助金
で介助者に給与を支払いますが、障害
の重さによって補助金の額が変わるシ
ステムのため、問題も多くあります。所
得によっては介助サービスを受けられ
ないため自腹で雇用しなければなら
ず、すべての人が介助サービスを利用
することができません。その点、日本の
介助システムはとても素晴らしいと感
じました。日本の充実した介助制度も
イタリアの進んだインクルーシブ教育
も、当事者が声をあげ続け国に訴えた
結果が今につながっています。当事者
運動が大きな影響を与えるということ
を改めて学ぶ機会となりました。

分離教育を受けてきた障害
当事者からみたイタリア
数矢 雄

　小学校の支援学級などで分けられて
育ってきた経験から、インクルーシブ教
育の活動を始めました。今回イタリアに
行くことで自分が置かれていた教育環
境とどのように違うのかを自身の目で

Fish障害克服協会

国立Marsili小学校の先生方と

リカルドくんと面談

確かめたいと思っていました。僕が一
番印象的だったのは、イタリアの教育
環境で育った大人のお話を聞いたこと
でした。特に心に残っているのは、バー
チャルCOOPで働く重度の脳性マヒ
当事者が自分たちの仕事（ホームペー
ジ作成業務や、地域に向けて発行して
いる新聞作成など）を持ち、働くことで
生き生きと自分の人生を謳歌している
姿でした。働く障害者は、もちろんイン
クルーシブな教育を受けており、当た
り前に結婚をしている方もいて、障害
の有無に関係なく人生を楽しんでいる
ように見えました。加えて、その方々に
僕の育ってきた教育環境の話をすると
「イタリアでは考えられない」や「人権
がないがしろにされている」などと言
われ、自分が受けてきた分離教育は間
違ったシステムであるという思いが確
信に変わりました。

　僕は今まで無意識のうちにあきらめ
たり、極度に失敗を恐れてしまい行動
に移せないことが多かったのですが、
研修が進むにつれ子どもの時に学べ
なかった人権意識が実感でき（自立生
活センターで働いて人権というものは
身についていましたが、より全体的な
イメージがつかめた？感じ）、これまで
のことが馬鹿馬鹿しく思えてきまし
た。この感覚を忘れずに、日本に帰って
も自立生活や日々の活動に役立てて
いきたいと思っています。

分けないという種をまき続ける
鍛治 克哉

　私はイタリアと同じように、1970年
代から障害があってもなくても分けら
れることなく共に生き共に学ぶシステ
ムが確立されていた大阪府豊中市で
生まれ育ちました。今の職場のある兵
庫県西宮市にやって来た当初、働く仲
間の当事者たちから「私は〇〇学級で
学んだ」という話を聞くうちに、自分が
学んできた環境はある種特殊だったん
だと気付かされました。自立生活運動
を行う中で、障害当事者と介助者の関
係がうまくいかない多くの場面に遭遇
し、私自身も障害当事者スタッフとして
様々な問題に直面しました。そんな折、
2016年に神奈川県で「やまゆり事件」
が起きました。容疑者が「障害者には
生産性がない。生きている価値がな
い」と供述したことに対し、ネットの書
き込みなどには「これぞ真実の主張」

といったコメントがあふれていました。
TVニュースのコメンテーターなどは容
疑者を断罪していたものの、なぜこの
ような事件が起きたのかについてコメ
ントできた人は誰一人いませんでした。
　私は考えました。もし容疑者が私と
同じように、分けられずに育っていたら
どうだろう。障害者に対する差別や偏
見、間違った先入観は、小さい頃から分
けられている環境が生み出しているの
ではないか？教育の仕組みにアプロー
チしなければ、世の中の障害者差別が
なくならないんじゃないか？そんな思
いを胸に活動を続けていた頃、イタリ
アでは養護学校の解体や入居施設解
体の動きが起きていることを知りまし
た。私は「フルインクルーシブ教育で
育ったイタリアの障害当事者は、大人
になりどんな地域生活を送っているの
だろう。そこを知ることができれば、日
本での自立生活運動のさらなる発展
につながるのではないか」と考え、賛同
する仲間を集め研修に応募しました。
　研修を終えて思うのは、やはりイタ
リアは日本と違い人権意識がとても高
いということ。研修アドバイザーの尾
上さんが、以前私に次のように話してく
れたことがありました。「日本の障害者
運動の問題点の一つは、人権意識や権
利意識の低さだ。障害当事者が、自立

生活センターに出会わないかぎり人権
意識や権利意識に気づきにくい環境に
置かれていることが問題だ」イタリア
での研修が進む中で、この言葉が点と
線でつながりました。例えば、教員一人
ひとりが障害当事者を含む生徒たちの
自主性や自己主張に基づく授業づくり
を実践していること。また、街や施設の
バリアフリーは日本ほど整っていない
ものの、障害当事者に向けられる周囲
の眼差しは実に自然でフラットだった
こと。
　1970年代から共に生きる教育を実
践している大阪府豊中市で育った私
が、偶然にも同じ1970年代からフルイ
ンクル―シブ教育に舵を切ったイタリ
アに訪問させていただくことができ、
非常に感慨深いものがありました。残
念ながら、今の日本におけるインク

ルーシブ教育の環境に地域格差があ
ることは否めません。私の活動拠点で
ある兵庫県西宮市も基本分離教育が
主流です。もっと言うなら、良かれと
思って分けてしまっている。しかし、分
けられたことにより大人になってから
地域生活を送る上で困っている障害当
事者がたくさんいるのが事実です。そ
の点イタリアは、障害があっても無くて
も共に学ぶことが権利として保障され
ていますから、改めてその違いが大き
いことを実感しました。
　最後に、イタリアでフルインクルーシ
ブ教育が制度化される前の1940年代
から、共に生きる教育を実践してこら
れた視覚障害当事者の弁護士のティー
ノさんのお言葉を紹介します。「権利を
手に入れる運動というのはまとまりや
すく、熱量がある。しかし、権利を手に
入れた後の運動は、いろいろな考え方
が生まれるなどしてまとまりにくくなっ
たり、あらゆる面で人と人との結びつ
きが弱くなったり、現状が当たり前に
なって困りごとが見えにくくなったりし
て、運動などに繋がりにくくなる」。これ
は、今の日本の現状にも当てはまると
思います。今後私たちは、イタリアで学
ばせていただいた社会の中の共通認
識として「分けないという意識」をしっ
かり持ち、「最初の分離は、一生の分離
の始まり」をスローガンに仲間とつな
がりあいながら、日本の障害者運動の
中にその種を日々撒いていきたいと
思っています。

研修目的
健常者と障害者を分け隔てることのないイタリアで、
学校教育における合理的配慮の実践方法やサポート
体制を学ぶ。イタリア障害克服協会（FISH）などの関係
機関を訪ねインタビューを行い、その実情と構築方法
等を探る。

鍛治　 克哉  さん兵庫県

肢 体 不 自 由

※私たちの文章では「障がい」の「がい」を漢字にしています。これは私たちが「障害」は社会の
側にあると考え、そのことを伝えるため、敢えてひらがなではなく漢字で表記しています。



ジャンピエール・グリッフォさんからは
政策面について。FISHの全盲の弁護
士(84歳)の方には、イタリアのインク
ルーシブ教育の歩みや自立生活の状
況、介助システムについてお話を頂き
ました。途中ローマ市内のバリアフ
リーチェックをしました。さらに自立
生活協会の方からイタリアの自立生活
の状況や介助システムを学びました。

共に学ぶ教育の現場にて
2/16～2/17 ローマ

　PISTELLI小学校や同じ学校群にあ
るVACCARI特別学校を視察。教員と
子どもたちの間に流れるゆったりとし

た時間を感じました。複数担任制とい
う背景もあるでしょうが、日本の多くの
小学校より共に学ぶ意識が根付いて
いるからだと思いました。驚いたことに
支援学校で学ぶ生徒も時期が来れば
普通学校へ戻るということを聞き、衝
撃を受けました。ただ、イタリアといえ
ども保護者は個別教育を望んでいて、
事実40数名が支援学校への転籍を希
望していました。これは現地を訪問し
たからこそわかる生の声だと実感しま
した。
　現役高校生のリカルド君と母親のサ
ラさんから、インクルーシブ教育の環
境でどのような支援を受け、学生生活

　私たちは兵庫県西宮市の自立生活
センター メインストリーム協会にある
「インクルーシブ教育部」のメンバーで
す。西宮市は、障害児教育の環境として
は分離教育が当たり前。その状況を少
しでも打開していくために、「最初の分
離は、一生の分離の始まり」をモットー
に、西宮市のインクルーシブ教育と共
生社会の実現に向け活動をしていま
す。その活動を推し進めるため、私たち
は健常者と障害者を分ける仕組みがな
いイタリアの教育環境を学びたいと考
えました。イタリアの行政支援制度はど
のような過程でできあがったのか？障
害者や市民はどのように感じているの
か？イタリアの学校で学んだ子どもは
どのように社会で暮らしているのか？ 
など、現地関係機関を視察し多くの人
と会って話を聞くことで、その答えを導
き出したいと思いました。

イタリアの障害者団体を訪問
2/14～2/15 ローマ

　FISH障害克服協会、FIDイタリア障
害フォーラム、ヨーロッパ障害フォー
ラム、社会協同組合連盟などの障害者
団体を訪れ、イタリアの政策的な事柄
や障害児に関する歴史的偏移などを、
障害当事者から聞くことができまし
た。C I Lナポリ代表の障害当事者

を過ごしているかを聞きました。彼は
重度の脳性マヒで、胃ろうもしていま
すが、ずっと地域の学校に通っていま
す。発語は困難ですが表情や視線や声
で自分の気持ちを示してくれます。高
校卒業後の人生について質問をしたと
ころ「いろんなことに興味があるので、
やることが決まっている作業所や入所
施設よりも自分のやりたいことができ
る生活がしたい」と意思を明示してく
れたのが印象的でした。

幼児期から支える環境と体制
2/19～2/23 ボローニャ

　国立幼稚園と地域保健所を視察。
昨年から幼稚園と保育所が一緒に過
ごすプロジェクトがスタートしてお
り、障害のある園児2名、自閉症の園
児3名が在籍していました。子どもた
ちの自主性に重きをおき、“自分がす
ることは自分が決める”こととし、障
害に関係なく一緒の空間で遊んでい
たのが印象的でした。また支援員の
サポートもあり安心して生活できる環
境にあると思いました。保健所では医
療と福祉が一体となり、本人のニーズ
に合わせ必要なサポートを包括的に
提供していました。窓口が別々な日本
とは違い、保健所が社会福祉サービ
スなど様々な分野を一括してサポー
トするイタリアの体制は、市民に対し
て手厚い保障がなされているように
感じました。

　インクルーシブ教育で学び大人に
なった障害当事者３名にもお会いし、
子どもの頃のことや教育課程、現在の
お仕事の様子などをお聞きました。現
在ジャーナリストとして活躍している
ヴァレンティーナ、同じく権利活動家の
クラウディアにインタビューした際、特
に印象的だったのが、日本では当たり
前の分離教育過程について「イタリア
ではあり得ないことだよ」とおっしゃっ
たこと。改めて私たちが育ってきた環
境は障害者権利条約からみて間違って
いるものだと感じ、これからの日本で
の活動に自信がつきました。さらにダ
ウン症の弟さんがいる方から自立生活
のためのサポート体制のこと、市のダ
イバーシティマネジャーとして働く車椅
子ユーザーの方から差別解消の相談窓
口や、障害者セクシャリティのお話を

伺いました。たくさんの方のお話を通
して、いろいろ課題はありながらもイ
タリアの社会の共通認識として「分け
ない」という意識が明確化されている
こと。研修期間中どんな場面において
もそれをはっきりと感じることができ
ました。

イタリアの教育と自立生活の現状
真名野 枝里子

　イタリアは人権意識が高く、障害の
あるなしに関係なく、先生が一人ひと
りの状況を見て本人の要望に応じて対
応しています。その点が日本との大き
な違いだと感じました。学校を訪問し
た際に関係者が「子どもたちが何を望
んでいるのかを理解することが大事。
一人ひとり違うということをしっかり捉
えるために、先生たちも新しいことを
吸収し常に学ばなくてはいけない」と
話してくれたことがとても印象に残っ
ています。
　イタリアの学校は、事務員、支援員が
多く配置されており、先生の負担が軽
減されていることで、余裕のある教育
が行われています。またインクルーシ
ブ担当のコーディネーターが各学校に
在籍していることで、イタリアでの教育
が常に包括的に実践できている様子
を目の当たりにしました。本人の特性
に合わせて国から椅子や机等、授業に
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必要な道具が支給され、地域の支援も
手厚いなど、国全体でインクルージョン
されていることがインクルーシブ教育
が進んでいる要因だと考えます。また
教育制度が整っている一方で、学校卒
業後の制度は日本よりも遅れている現
状があります。介助を受ける際、当事者
本人が雇用主となって国からの補助金
で介助者に給与を支払いますが、障害
の重さによって補助金の額が変わるシ
ステムのため、問題も多くあります。所
得によっては介助サービスを受けられ
ないため自腹で雇用しなければなら
ず、すべての人が介助サービスを利用
することができません。その点、日本の
介助システムはとても素晴らしいと感
じました。日本の充実した介助制度も
イタリアの進んだインクルーシブ教育
も、当事者が声をあげ続け国に訴えた
結果が今につながっています。当事者
運動が大きな影響を与えるということ
を改めて学ぶ機会となりました。

分離教育を受けてきた障害
当事者からみたイタリア
数矢 雄

　小学校の支援学級などで分けられて
育ってきた経験から、インクルーシブ教
育の活動を始めました。今回イタリアに
行くことで自分が置かれていた教育環
境とどのように違うのかを自身の目で

AISS社会共同組合でバーチャルコープ研修中

ボローニャ市ダイバーシティマネージャーのマキシミイアーノさんインタビュー 権利活動家Claudia Frizzarinさんインタビュー

小学校の校長先生と支援担当先生

確かめたいと思っていました。僕が一
番印象的だったのは、イタリアの教育
環境で育った大人のお話を聞いたこと
でした。特に心に残っているのは、バー
チャルCOOPで働く重度の脳性マヒ
当事者が自分たちの仕事（ホームペー
ジ作成業務や、地域に向けて発行して
いる新聞作成など）を持ち、働くことで
生き生きと自分の人生を謳歌している
姿でした。働く障害者は、もちろんイン
クルーシブな教育を受けており、当た
り前に結婚をしている方もいて、障害
の有無に関係なく人生を楽しんでいる
ように見えました。加えて、その方々に
僕の育ってきた教育環境の話をすると
「イタリアでは考えられない」や「人権
がないがしろにされている」などと言
われ、自分が受けてきた分離教育は間
違ったシステムであるという思いが確
信に変わりました。

　僕は今まで無意識のうちにあきらめ
たり、極度に失敗を恐れてしまい行動
に移せないことが多かったのですが、
研修が進むにつれ子どもの時に学べ
なかった人権意識が実感でき（自立生
活センターで働いて人権というものは
身についていましたが、より全体的な
イメージがつかめた？感じ）、これまで
のことが馬鹿馬鹿しく思えてきまし
た。この感覚を忘れずに、日本に帰って
も自立生活や日々の活動に役立てて
いきたいと思っています。

分けないという種をまき続ける
鍛治 克哉

　私はイタリアと同じように、1970年
代から障害があってもなくても分けら
れることなく共に生き共に学ぶシステ
ムが確立されていた大阪府豊中市で
生まれ育ちました。今の職場のある兵
庫県西宮市にやって来た当初、働く仲
間の当事者たちから「私は〇〇学級で
学んだ」という話を聞くうちに、自分が
学んできた環境はある種特殊だったん
だと気付かされました。自立生活運動
を行う中で、障害当事者と介助者の関
係がうまくいかない多くの場面に遭遇
し、私自身も障害当事者スタッフとして
様々な問題に直面しました。そんな折、
2016年に神奈川県で「やまゆり事件」
が起きました。容疑者が「障害者には
生産性がない。生きている価値がな
い」と供述したことに対し、ネットの書
き込みなどには「これぞ真実の主張」

といったコメントがあふれていました。
TVニュースのコメンテーターなどは容
疑者を断罪していたものの、なぜこの
ような事件が起きたのかについてコメ
ントできた人は誰一人いませんでした。
　私は考えました。もし容疑者が私と
同じように、分けられずに育っていたら
どうだろう。障害者に対する差別や偏
見、間違った先入観は、小さい頃から分
けられている環境が生み出しているの
ではないか？教育の仕組みにアプロー
チしなければ、世の中の障害者差別が
なくならないんじゃないか？そんな思
いを胸に活動を続けていた頃、イタリ
アでは養護学校の解体や入居施設解
体の動きが起きていることを知りまし
た。私は「フルインクルーシブ教育で
育ったイタリアの障害当事者は、大人
になりどんな地域生活を送っているの
だろう。そこを知ることができれば、日
本での自立生活運動のさらなる発展
につながるのではないか」と考え、賛同
する仲間を集め研修に応募しました。
　研修を終えて思うのは、やはりイタ
リアは日本と違い人権意識がとても高
いということ。研修アドバイザーの尾
上さんが、以前私に次のように話してく
れたことがありました。「日本の障害者
運動の問題点の一つは、人権意識や権
利意識の低さだ。障害当事者が、自立

生活センターに出会わないかぎり人権
意識や権利意識に気づきにくい環境に
置かれていることが問題だ」イタリア
での研修が進む中で、この言葉が点と
線でつながりました。例えば、教員一人
ひとりが障害当事者を含む生徒たちの
自主性や自己主張に基づく授業づくり
を実践していること。また、街や施設の
バリアフリーは日本ほど整っていない
ものの、障害当事者に向けられる周囲
の眼差しは実に自然でフラットだった
こと。
　1970年代から共に生きる教育を実
践している大阪府豊中市で育った私
が、偶然にも同じ1970年代からフルイ
ンクル―シブ教育に舵を切ったイタリ
アに訪問させていただくことができ、
非常に感慨深いものがありました。残
念ながら、今の日本におけるインク

ルーシブ教育の環境に地域格差があ
ることは否めません。私の活動拠点で
ある兵庫県西宮市も基本分離教育が
主流です。もっと言うなら、良かれと
思って分けてしまっている。しかし、分
けられたことにより大人になってから
地域生活を送る上で困っている障害当
事者がたくさんいるのが事実です。そ
の点イタリアは、障害があっても無くて
も共に学ぶことが権利として保障され
ていますから、改めてその違いが大き
いことを実感しました。
　最後に、イタリアでフルインクルーシ
ブ教育が制度化される前の1940年代
から、共に生きる教育を実践してこら
れた視覚障害当事者の弁護士のティー
ノさんのお言葉を紹介します。「権利を
手に入れる運動というのはまとまりや
すく、熱量がある。しかし、権利を手に
入れた後の運動は、いろいろな考え方
が生まれるなどしてまとまりにくくなっ
たり、あらゆる面で人と人との結びつ
きが弱くなったり、現状が当たり前に
なって困りごとが見えにくくなったりし
て、運動などに繋がりにくくなる」。これ
は、今の日本の現状にも当てはまると
思います。今後私たちは、イタリアで学
ばせていただいた社会の中の共通認
識として「分けないという意識」をしっ
かり持ち、「最初の分離は、一生の分離
の始まり」をスローガンに仲間とつな
がりあいながら、日本の障害者運動の
中にその種を日々撒いていきたいと
思っています。 27
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多くの情報を得て映画に没頭できる
からだ。また日本で音声ガイド制作を
行っている会社で25本程の映画でモ
ニターとして制作に参加した経験か
ら、日本の音声ガイド制作のコストや
人材不足などを知り、日本でのバリア
フリー上映を増やしたいと思うように
なった。そこで、バリアフリー上映の設
備が整っていると言われているアメリ
カに渡り、映画だけでなくさまざまな
エンターテイメントの音声ガイドを主
としたアクセシビリティーサービスを
学び調査したいと思い、本プログラム
に応募した経緯があった。
　第42期研修生に合格した後は、映
画の学部を持つ大学と映画音声ガイ
ドを制作している会社の両面でアメ
リカでの研修先を探した。当初考えて
いた大学や会社には受け入れを断ら
れてしまったが、2022年の秋終わり
にEl Camino Collegeをインター
ネット経由で見つけ、このカレッジを
研修受け入れ先として決定した。その
後の手続きは、カレッジの入学手続き
をするとI-20が発行され、それを元に
アメリカ大使館へF1-ビザの申請をお
こなう流れであった。ビザは同年内に
取得ができた。現地の住まいについて
は、カレッジから紹介されたホームス
テイのエージェントに私の障がい特性
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アメリカにおける視覚障碍者用
音声ガイドについて

第42期　個人研修生
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や希望する通学方法を伝えたところ、
徒歩で8分ほどの距離で受け入れ先が
見つかった。しかしそれは出国1か月
前のことで、直前まで本当に研修が始
められるのかと不安があった。
　トーランスに移動してからは、まず
住まい周辺の歩行訓練をおこなった。
ホームステイ先からカレッジや、レス
トランとスーパーマーケット、また
フィールドワークとして訪問が予想さ
れた映画館までの道順やバスの乗り
方を確認した。最初の2週間ほどは信
号機の渡り方に苦戦した。日本よりも
車道の幅が広く、渡るタイミングを音
で判断できるようになるまでに時間
がかかったのだ。また当初は研修中の
移動は障碍者向けの相乗り送迎サー
ビスを利用予定で、渡米前に登録も済
ませていたのだが、移動時間が想像
以上に長く車酔いを起こしてしまうた
め、最終的には可能な限りは歩くよう

　私は、2023年1月29日から8月14
日までアメリカ合衆国カリフォルニア
州のトーランス地区に滞在し、その後
は8月15日から8月23日までワシント
ンD.C.で、8月23日から8月30日まで
はニューヨーク州ニューヨーク市マン
ハッタン区にて、約7か月間の研修を
おこなった。
　私は先天性の弱視であり、映画鑑賞
を趣味にしていることから、画面上の
視覚情報を音声で説明する音声ガイ
ドに強い興味があった。なぜならより

研修期間

2023年1月29日～8月31日

研修国

アメリカ

研修機関
①El Camino College
②Audio Description Training Retreats

研修テーマ
映画文化の先端をいくアメリカにおける、映画学習
並びにエンターテイメント全体のバリアフリー化と視
覚障碍者用音声ガイドの普及に関する調査

にし、それ以上はバスと最短時間で
移動が可能なUBERを利用していた。
そのため、想定以上に実費での交通
費が増えることになってしまった。
　El Camino Collegeでの研修は、
春学期に映画史とインディペンデント
シネマの授業を週に4回受け、夏学期
には映画技術論と演劇論の講義を週
に6回程度受講していた。授業に関し
ては、隣の席のノートテイカーから板
書や配布資料の読み上げや書き取り
のサポートを受けていた。また授業内
の配布物はカレッジ内に設けられた
スペシャルリソースセンターに依頼を
すると、数日でテキストや点字ファイ
ルに変換されたものを受け取ること
ができた。さらにOtterという、講義
内容を録音して文字起こししたもの
をテキストに変換できるサービスを、
カレッジのアカウントを用いて無料で
利用することもできた。課題提出は全
てアプリケーション上で行われた。テ
ストはオンライン形式であったこと
で、私は自らのスマートフォンでボイ
スオーバーを使って問題なく受験で
き、試験時間は毎回2倍与えられた。
そのため、受講するだけの十分な環境
が整えられていた。
　しかし、最も大きな問題になったの
は英語でのコミュニケーションだっ
た。渡米前には対面での1対1の英会

話授業や、対面の1対多で行う英会話
教室、オンライン英会話、2022年の8
月には1か月間の集中的な英語塾に通
うなどをしていた。しかし、いざ授業
となるとその内容を理解できること
の方が少なかったように思う。予備知
識がある分野だったからこそ大きな
間違えはなかったが、小さな聞き間違
えや勘違いは日常茶飯事だった。カ
レッジ内で英語の勉強をしたり、留学
生の友人たちと会話をする中で日常
的な会話には少しずつ慣れていった
が、授業となるとそうはいかなかっ
た。さらに驚かされたことは、簡単な
単語であっても私が言っていることが
相手になかなか伝わらないというこ
とだった。普段から英語を教える立場
にある人や、私のように英語を新しい
言語として使っている学生には通じて
も、英語を母国語としている現地の人
や、母国でも第2言語として英語を
使ってきた人たちにはなかなか理解
してもらえないことが2、3か月目まで
は続いた。発音だけでなく、文の区切
り方や自信がなさそうな話し方が影
響していたのだろうと今ではそのよう
に考えている。結果的には、依頼や注
文、買い物、移動などでは簡単な単語
を組み合わせるだけでストレスなくや
り取りができることが自然と身に付
き、実践するようになっていた。そして

英語で会話する際には、日本語でのコ
ミュニケーションのように相手の様子
をうかがいながら丁寧な言葉遣いを
気にして話すのではなく、欲しいもの
を直接伝えた方が互いに楽しく意思
疎通ができるのだと分かった。
　El Camino College外での研修
としては、Aud io  Desc r i p t i o n 
Training Retreatsという音声ガイド
制作者が集まる団体が開催している、
音声ガイド製作者育成を目的とした
オンラインセミナーに参加した。これ
は研修先を探している時に受け入れ
を断られた会社から紹介されたもの
だ。カリキュラムとしては、合計15時
間の中で音声ガイドの歴史やガイド
をする際の注意点など基礎から勉強
して、実際に映像に合わせてガイドを
作り原稿を読むという内容だった。私
は点字の資料などのサポートを受け
たが、このセミナー自体が健常の製作
希望者を対象としていたことで、実践
部分での参加はできなかった。しか
し、そのような講義が開催されている
こと自体が新鮮で、さらに参加者はア
メリカ国外の人ばかりで、改めてアメ

リカがバリアフリー上映の先を行って
いることと、教育側になっていること
を直接見ることができた。さらに、セ
ミナー外でアメリカの音声ガイド事情
について質問できたことは良い機会
だった。特にこの会で印象に残ってい
ることは、講師の方が言っていた「最
高のガイドは、聞き手がガイドの存在
を忘れて映画に没頭できるものだ」と
いうものだ。まさしく私が音声ガイド
に興味を持ったきっかけとリンクした
この言葉は、今後もバリアフリー上映
に携わる中で私の中で核であり続け
るだろうと考えている。
　その他の研修活動としては、映画館
や美術館・博物館に出向いて提供さ
れている音声ガイドやサービスを体験
するフィールドワークをおこなってい
た。基本的に大手のシネマコンプレッ
クスで上映されている全ての映画は
音声ガイドと字幕ガイドに対応してお
り、劇場で無料で貸し出しているデバ
イスを通して耳元や手元で音声ガイ
ドや字幕ガイドを利用できた。しか
し、デバイスをそもそも設置していな
い劇場に関してはガイドを利用する

手段がなく、事前に調べておく必要が
ある。さらに、いざガイドを利用しよ
うとしてもデバイスのメンテナンスが
行き届いていないために、上映直前に
そのことが判明して観賞を断念する
ことが度々あった。さらに、音声ガイ
ドのデバイスを依頼しても、難聴者向
けの音声増幅機器を渡されることも
非常に多く、映画館が管理している割
にはスタッフのガイドへの認識が足り
ていないとも感じた。ただしガイドの
クオリティーはどの作品でも一定で、
上記の参加したセミナーからもわ
かったのだが、日本以上にガイド制作
のガイドラインが明確になっているこ
とが品質の安定につながっていた。た
だしガイドが付いている作品数はアメ
リカが圧倒的に多いが、ガイドの提供
方法は日本が用いているようにス
マートフォンのアプリケーションと連
動して利用できる方が使いやすいよ
うに思った。
　美術館や博物館では、ガイドと呼ば
れていても展示物の歴史や特徴につ
いて解説するものと、障碍者向けの視
覚情報を音声で案内するものや音声
を文字によって表示させるものとい
う、訪問者全体を対象としたものと障

碍者向けの特別なものがあることが
わかった。その中でも障碍者向けのガ
イドは、多くの場合一部の作品のガイ
ドをウェブ上で公開しているのみで、
詳細な説明が欲しい場合には予約を
取ってスタッフを手配してもらわなけ
ればならなかった。音声ガイドと言っ
ても、時間が決まっている映画や演劇
と、時間がある限り説明ができる美術
館や博物館では大きく異なることが
わかった。
　日常生活では、カレッジの友人と食
事やビーチに出かけることが多かっ
た。頻繁に遊んでいた友人はイスラム
教徒で、食事の制限やラマダーンで絶
食していたりと、これまで身近ではな
かった文化に触れることができた。ま
た、ホストファミリーはインドネシア系
の方で、一緒に教会に行った際には多
くのインドネシア系の人々と交流をし
て伝統的な食事を食べていた。様々
な国の人とかかわる中で、特に若年層
とはルーツに関係なく日本のアニメや
漫画が共通言語になっており、私もア
ニメ好きということから友人が増えて
いった。さらに、日本からの留学生や、
アメリカに移住した日本人、アメリカ
で生まれ育った日系人とも知り合う

機会が多く、日本人との交流でも異
文化のように感じられて、海外で日本
人と話すことが懐かしい以上に新鮮
で興味深かった。よく留学中には日本
人と話さないと言っている意見を聞
くが、非常にもったいないことである
と思う。
　カリフォルニアを離れてからの研修
については、ワシントンD.C.ではスミ
ソニアン博物館と美術館で、マンハッ
タンではブロードウェイのミュージカ
ルと美術館に訪問して、それぞれトー
ランスでおこなったフィールドワーク
と同様の調査を実施した。以前の反省
を生かし、博物館に訪問の予約をして
個人的なガイドツアーを準備していた
だいたり、ウェブ上で参照できるガイ
ドがトーランスの美術館や博物館と
どのように異なるかを比較した。特に
新しい学びになったのは、２種類の方
法で提供されているブロードウェイの
音声ガイドだった。基本的に劇場がガ
イドを聞く機械を設置している。私が
確認できた2つの劇場ではまったく
同じ物を使用しており、作品の音に同
期して舞台上の様子に合わせたガイ
ドが流れるようになっていた。映画と
異なり演劇は生のパフォーマンスで

あるため、セリフとガイドのナレー
ションが重なることはしばしばあった
が、ずれや急な停止はなかった。また、
GalaProというアプリでは10本の演
目に対して、音声ガイド・字幕ガイド・
日本語を含む他言語翻訳の音声を聞
くことができた。さらに、地域をシカ
ゴやロンドンに変更することによっ
て、それらの地域の演目のガイドや翻
訳を利用できるようである。スマート
フォンのアプリケーションと劇場の設
備の両方でガイドを使用できる環境
は、理想的であると感じた。
　この研修を通じて今後の活動とし
ては、映画のバリアフリー上映会を開
催したい希望がある。現在研修前に
知り合ったプロデューサーの方と連絡
を取り、あるドキュメンタリー監督の
映画作品で、これまでにバリアフリー
上映を行ったことのない過去の作品
に音声ガイドや字幕ガイドを自主製
作して付け、私が通っている日本大学
芸術学部で上映できないかという話
し合いを進めている。加えてその活動
の中で、ガイドの作成などを学生が参
加できるワークショップを開き、バリ
アフリー映画に対する認識を広めた
い考えも持っている。また、他国では

アメリカで制作された音声ガイドの
脚本を多言語に翻訳して利用してい
るということを聞き、洋画のバリアフ
リー上映がほとんどおこなわれてい
ない日本にこのシステムを持ち込むこ
とができないかと考えている。
　研修以前は、アメリカのバリアフ
リー上映のみが進んでいると考えて
いたが、実際には日本から発信できる
ことも多いと感じた。日本国内だけで
なく、バリアフリー上映全体が今後ま
だ発展できると考えている。そのため
にも、バリアフリー上映の学習や個人
的調査は今後も続けていきたい。

研修目的
映画と演劇についてコミュニティカレッジで授業を
受けながら、視覚障碍者用音声ガイドに着目して、
劇場や博物館でのフィールドワークと、製作者育成
のためのワークショップへの参加を通じて、日本と
の比較をおこないながら音声ガイド分野が発展す
るために必要なことを学び考えた。

鈴木　海人 さん東京都

視 覚 障 が い

ホストファミリーと大学の友人

国立航空宇宙博物館でガイドツアーを受けている様子

国立自然史博物館前

El Camino Collegeの研修



多くの情報を得て映画に没頭できる
からだ。また日本で音声ガイド制作を
行っている会社で25本程の映画でモ
ニターとして制作に参加した経験か
ら、日本の音声ガイド制作のコストや
人材不足などを知り、日本でのバリア
フリー上映を増やしたいと思うように
なった。そこで、バリアフリー上映の設
備が整っていると言われているアメリ
カに渡り、映画だけでなくさまざまな
エンターテイメントの音声ガイドを主
としたアクセシビリティーサービスを
学び調査したいと思い、本プログラム
に応募した経緯があった。
　第42期研修生に合格した後は、映
画の学部を持つ大学と映画音声ガイ
ドを制作している会社の両面でアメ
リカでの研修先を探した。当初考えて
いた大学や会社には受け入れを断ら
れてしまったが、2022年の秋終わり
にEl Camino Collegeをインター
ネット経由で見つけ、このカレッジを
研修受け入れ先として決定した。その
後の手続きは、カレッジの入学手続き
をするとI-20が発行され、それを元に
アメリカ大使館へF1-ビザの申請をお
こなう流れであった。ビザは同年内に
取得ができた。現地の住まいについて
は、カレッジから紹介されたホームス
テイのエージェントに私の障がい特性

や希望する通学方法を伝えたところ、
徒歩で8分ほどの距離で受け入れ先が
見つかった。しかしそれは出国1か月
前のことで、直前まで本当に研修が始
められるのかと不安があった。
　トーランスに移動してからは、まず
住まい周辺の歩行訓練をおこなった。
ホームステイ先からカレッジや、レス
トランとスーパーマーケット、また
フィールドワークとして訪問が予想さ
れた映画館までの道順やバスの乗り
方を確認した。最初の2週間ほどは信
号機の渡り方に苦戦した。日本よりも
車道の幅が広く、渡るタイミングを音
で判断できるようになるまでに時間
がかかったのだ。また当初は研修中の
移動は障碍者向けの相乗り送迎サー
ビスを利用予定で、渡米前に登録も済
ませていたのだが、移動時間が想像
以上に長く車酔いを起こしてしまうた
め、最終的には可能な限りは歩くよう

　私は、2023年1月29日から8月14
日までアメリカ合衆国カリフォルニア
州のトーランス地区に滞在し、その後
は8月15日から8月23日までワシント
ンD.C.で、8月23日から8月30日まで
はニューヨーク州ニューヨーク市マン
ハッタン区にて、約7か月間の研修を
おこなった。
　私は先天性の弱視であり、映画鑑賞
を趣味にしていることから、画面上の
視覚情報を音声で説明する音声ガイ
ドに強い興味があった。なぜならより

にし、それ以上はバスと最短時間で
移動が可能なUBERを利用していた。
そのため、想定以上に実費での交通
費が増えることになってしまった。
　El Camino Collegeでの研修は、
春学期に映画史とインディペンデント
シネマの授業を週に4回受け、夏学期
には映画技術論と演劇論の講義を週
に6回程度受講していた。授業に関し
ては、隣の席のノートテイカーから板
書や配布資料の読み上げや書き取り
のサポートを受けていた。また授業内
の配布物はカレッジ内に設けられた
スペシャルリソースセンターに依頼を
すると、数日でテキストや点字ファイ
ルに変換されたものを受け取ること
ができた。さらにOtterという、講義
内容を録音して文字起こししたもの
をテキストに変換できるサービスを、
カレッジのアカウントを用いて無料で
利用することもできた。課題提出は全
てアプリケーション上で行われた。テ
ストはオンライン形式であったこと
で、私は自らのスマートフォンでボイ
スオーバーを使って問題なく受験で
き、試験時間は毎回2倍与えられた。
そのため、受講するだけの十分な環境
が整えられていた。
　しかし、最も大きな問題になったの
は英語でのコミュニケーションだっ
た。渡米前には対面での1対1の英会

話授業や、対面の1対多で行う英会話
教室、オンライン英会話、2022年の8
月には1か月間の集中的な英語塾に通
うなどをしていた。しかし、いざ授業
となるとその内容を理解できること
の方が少なかったように思う。予備知
識がある分野だったからこそ大きな
間違えはなかったが、小さな聞き間違
えや勘違いは日常茶飯事だった。カ
レッジ内で英語の勉強をしたり、留学
生の友人たちと会話をする中で日常
的な会話には少しずつ慣れていった
が、授業となるとそうはいかなかっ
た。さらに驚かされたことは、簡単な
単語であっても私が言っていることが
相手になかなか伝わらないというこ
とだった。普段から英語を教える立場
にある人や、私のように英語を新しい
言語として使っている学生には通じて
も、英語を母国語としている現地の人
や、母国でも第2言語として英語を
使ってきた人たちにはなかなか理解
してもらえないことが2、3か月目まで
は続いた。発音だけでなく、文の区切
り方や自信がなさそうな話し方が影
響していたのだろうと今ではそのよう
に考えている。結果的には、依頼や注
文、買い物、移動などでは簡単な単語
を組み合わせるだけでストレスなくや
り取りができることが自然と身に付
き、実践するようになっていた。そして

英語で会話する際には、日本語でのコ
ミュニケーションのように相手の様子
をうかがいながら丁寧な言葉遣いを
気にして話すのではなく、欲しいもの
を直接伝えた方が互いに楽しく意思
疎通ができるのだと分かった。
　El Camino College外での研修
としては、Aud io  Desc r i p t i o n 
Training Retreatsという音声ガイド
制作者が集まる団体が開催している、
音声ガイド製作者育成を目的とした
オンラインセミナーに参加した。これ
は研修先を探している時に受け入れ
を断られた会社から紹介されたもの
だ。カリキュラムとしては、合計15時
間の中で音声ガイドの歴史やガイド
をする際の注意点など基礎から勉強
して、実際に映像に合わせてガイドを
作り原稿を読むという内容だった。私
は点字の資料などのサポートを受け
たが、このセミナー自体が健常の製作
希望者を対象としていたことで、実践
部分での参加はできなかった。しか
し、そのような講義が開催されている
こと自体が新鮮で、さらに参加者はア
メリカ国外の人ばかりで、改めてアメ 30

リカがバリアフリー上映の先を行って
いることと、教育側になっていること
を直接見ることができた。さらに、セ
ミナー外でアメリカの音声ガイド事情
について質問できたことは良い機会
だった。特にこの会で印象に残ってい
ることは、講師の方が言っていた「最
高のガイドは、聞き手がガイドの存在
を忘れて映画に没頭できるものだ」と
いうものだ。まさしく私が音声ガイド
に興味を持ったきっかけとリンクした
この言葉は、今後もバリアフリー上映
に携わる中で私の中で核であり続け
るだろうと考えている。
　その他の研修活動としては、映画館
や美術館・博物館に出向いて提供さ
れている音声ガイドやサービスを体験
するフィールドワークをおこなってい
た。基本的に大手のシネマコンプレッ
クスで上映されている全ての映画は
音声ガイドと字幕ガイドに対応してお
り、劇場で無料で貸し出しているデバ
イスを通して耳元や手元で音声ガイ
ドや字幕ガイドを利用できた。しか
し、デバイスをそもそも設置していな
い劇場に関してはガイドを利用する

手段がなく、事前に調べておく必要が
ある。さらに、いざガイドを利用しよ
うとしてもデバイスのメンテナンスが
行き届いていないために、上映直前に
そのことが判明して観賞を断念する
ことが度々あった。さらに、音声ガイ
ドのデバイスを依頼しても、難聴者向
けの音声増幅機器を渡されることも
非常に多く、映画館が管理している割
にはスタッフのガイドへの認識が足り
ていないとも感じた。ただしガイドの
クオリティーはどの作品でも一定で、
上記の参加したセミナーからもわ
かったのだが、日本以上にガイド制作
のガイドラインが明確になっているこ
とが品質の安定につながっていた。た
だしガイドが付いている作品数はアメ
リカが圧倒的に多いが、ガイドの提供
方法は日本が用いているようにス
マートフォンのアプリケーションと連
動して利用できる方が使いやすいよ
うに思った。
　美術館や博物館では、ガイドと呼ば
れていても展示物の歴史や特徴につ
いて解説するものと、障碍者向けの視
覚情報を音声で案内するものや音声
を文字によって表示させるものとい
う、訪問者全体を対象としたものと障

碍者向けの特別なものがあることが
わかった。その中でも障碍者向けのガ
イドは、多くの場合一部の作品のガイ
ドをウェブ上で公開しているのみで、
詳細な説明が欲しい場合には予約を
取ってスタッフを手配してもらわなけ
ればならなかった。音声ガイドと言っ
ても、時間が決まっている映画や演劇
と、時間がある限り説明ができる美術
館や博物館では大きく異なることが
わかった。
　日常生活では、カレッジの友人と食
事やビーチに出かけることが多かっ
た。頻繁に遊んでいた友人はイスラム
教徒で、食事の制限やラマダーンで絶
食していたりと、これまで身近ではな
かった文化に触れることができた。ま
た、ホストファミリーはインドネシア系
の方で、一緒に教会に行った際には多
くのインドネシア系の人々と交流をし
て伝統的な食事を食べていた。様々
な国の人とかかわる中で、特に若年層
とはルーツに関係なく日本のアニメや
漫画が共通言語になっており、私もア
ニメ好きということから友人が増えて
いった。さらに、日本からの留学生や、
アメリカに移住した日本人、アメリカ
で生まれ育った日系人とも知り合う

機会が多く、日本人との交流でも異
文化のように感じられて、海外で日本
人と話すことが懐かしい以上に新鮮
で興味深かった。よく留学中には日本
人と話さないと言っている意見を聞
くが、非常にもったいないことである
と思う。
　カリフォルニアを離れてからの研修
については、ワシントンD.C.ではスミ
ソニアン博物館と美術館で、マンハッ
タンではブロードウェイのミュージカ
ルと美術館に訪問して、それぞれトー
ランスでおこなったフィールドワーク
と同様の調査を実施した。以前の反省
を生かし、博物館に訪問の予約をして
個人的なガイドツアーを準備していた
だいたり、ウェブ上で参照できるガイ
ドがトーランスの美術館や博物館と
どのように異なるかを比較した。特に
新しい学びになったのは、２種類の方
法で提供されているブロードウェイの
音声ガイドだった。基本的に劇場がガ
イドを聞く機械を設置している。私が
確認できた2つの劇場ではまったく
同じ物を使用しており、作品の音に同
期して舞台上の様子に合わせたガイ
ドが流れるようになっていた。映画と
異なり演劇は生のパフォーマンスで

あるため、セリフとガイドのナレー
ションが重なることはしばしばあった
が、ずれや急な停止はなかった。また、
GalaProというアプリでは10本の演
目に対して、音声ガイド・字幕ガイド・
日本語を含む他言語翻訳の音声を聞
くことができた。さらに、地域をシカ
ゴやロンドンに変更することによっ
て、それらの地域の演目のガイドや翻
訳を利用できるようである。スマート
フォンのアプリケーションと劇場の設
備の両方でガイドを使用できる環境
は、理想的であると感じた。
　この研修を通じて今後の活動とし
ては、映画のバリアフリー上映会を開
催したい希望がある。現在研修前に
知り合ったプロデューサーの方と連絡
を取り、あるドキュメンタリー監督の
映画作品で、これまでにバリアフリー
上映を行ったことのない過去の作品
に音声ガイドや字幕ガイドを自主製
作して付け、私が通っている日本大学
芸術学部で上映できないかという話
し合いを進めている。加えてその活動
の中で、ガイドの作成などを学生が参
加できるワークショップを開き、バリ
アフリー映画に対する認識を広めた
い考えも持っている。また、他国では

アメリカで制作された音声ガイドの
脚本を多言語に翻訳して利用してい
るということを聞き、洋画のバリアフ
リー上映がほとんどおこなわれてい
ない日本にこのシステムを持ち込むこ
とができないかと考えている。
　研修以前は、アメリカのバリアフ
リー上映のみが進んでいると考えて
いたが、実際には日本から発信できる
ことも多いと感じた。日本国内だけで
なく、バリアフリー上映全体が今後ま
だ発展できると考えている。そのため
にも、バリアフリー上映の学習や個人
的調査は今後も続けていきたい。
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研修応募のきっかけ

　「ろう者・聴者が関係なく楽しんでも
らえる場や作品を提供したい」という夢
を、幼い頃から持ち続けています。ろう
者にとって手話が母語であり、日本語
が第2言語であることは一般的に知ら
れていません。そのため手話やろう文化
を社会で認知するためには、聴者に「手
話」や「ろう者」の存在を知ってもらう
きっかけを作ること、そして「手話」の
必要性を理解してもらい生活環境に取
り入れてもらうことも大切だと思い、舞
台やテレビ、YouTube、様々なジャンル
で活動してきました。ですが、新型コロ
ナウイルス感染拡大をきっかけにし、い
ままでの活動を自ら振り返り、実力不

奥村　泰人  さん

5

東京都
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日本のエンターテインメントに
手話があたり前に！先駆者を目指して

第42期　個人研修生
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足を感じ、このままでよいのかという
焦りが生まれました。そこで演劇関係
や仕事仲間などに相談をし、その中で
「海外留学」というアドバイスをいただ
き、その瞬間ずっとモヤモヤとした暗
雲から、やっと小さな希望の光が差し
込み、自分の新たに目指す道がどんど
ん切り拓かれていきました。海外留学
で新たな自分を見出すことができるか
もしれない、ろう者がさらに活躍する
ためのヒントを探求したいと強く思い
ました。そんな時「ダスキン愛の輪基
金」の存在を知り、全日本ろう学生懇
談会の先輩後輩で、今回の事業に参加
経験者で現在様々なジャンルで活躍し
ている方がいたので、相談する機会を
いただきました。先輩たちからのアド
バイスからも自分の成長と日本のろう
者・難聴者の俳優が活躍できる場を広
げるため海外留学したい。という思い
が高まり応募しました。

フランスを選んだ理由

　IV T( I n te rna t i o na l  V i sua l 
Theatre パリを中心に活動する国際
視覚劇団 フランスろう者で構成する
劇団)やFestival Clin d’Oeil(クラン
ドゥイユ、2年に1度に開催されるフラ
ンスろう者芸術祭)など、ろう者の芸能
活動が盛んな国としてフランスは有名

日本のろう者のエンターテイン
メントの現状

　日本では最近、舞台やテレビ、ドラ
マ、映画で『ろう者』『手話』を取り入れ
た作品が増え、注目されつつあります。
また社会福祉法人トット基金 育成×手
話×芸術プロジェクト 「デフアクター
ズ・コース」ろう者・難聴者の俳優養成
講座が2022年より開講され、ろう者・
難聴者の俳優のための芸能事務所の
設立など、活躍の場が少しずつ増えて
います。一方で課題は、ろう者役を聴者
が演じることや、ろう者・難聴者の俳優
が演技を学ぶ場が少ないなど、それは
一般的に、手話が言語として理解され
ていないことが影響しています。

研修期間
2023年3月30日～2024年3月29日

研修国
フランス

研修機関
École de Théâtre Universelle

研修目的
海外のエンターテインメントの実態を把握し、日本より
先進性がある点を探り、その背景を実体験も交え学ぶ。
必要な知識を習得し日本に持ち帰り、どのように展開で
きるか仕組みを考える材料とする。

研修テーマ
海外の事例を実体験交え学び、日
本のエンターテインメントにろう
者が活躍できる場を広げたい

です。そのような環境にて、手話で演
劇を学ぶ学校があると演劇関係者か
ら聞き、歴史的にも芸術の伝統を有す
るフランスには、日本の課題を解決す
るためのヒントがたくさん隠れている
のではないかと思い選択しました。

出発前の準備

　一番苦労したのはビザ取得でした。
理想はETU(École de Théâtre 
Universelle)より学生ビザを取得する
形でしたが、最近、大学との連携から外
れ独立運営し、システムがまだ固まっ
てないため、学生ビザ取得ができませ
んでした。他の手段として、ワーキング
ホリデービザがありました。ですが、コ
ロナ禍でフランス大使館より発行停止
となり、再開目途がたたず、大使館へ
連絡を試みるものの困難な状況で、自
分ではどうにもならない状態が続きま
した。2022年10月になっても発行再
開の見込みがなく、今回の契約では
2023年1月末まで出発できない場合
は辞退になるため、残り3カ月だけビザ
なしで研修するパターンも考える必要
があり、焦りや不安、葛藤など様々な
感情が交錯しました。
　そんな折、2023年11月、何気なくフ
ランス大使館のサイトを見たところ、
発行再開の告知があり思わず驚いた
ものの、すぐ実行委員やアドバイザー、
ＥＴＵの方に連絡し、ビザ取得を急速
に進めることとなりました。ところがビ
ザ申請には予約が必要で、すぐ埋まっ
てしまい、申請するのに時間がかかり、
結果的に2023年1月末まで出発でき

ない事が判明しました。実行委員やア
ドバイザーに、コロナ禍の影響による
今までの状況を説明し、期限延長の相
談をさせていただき、3月末までに延
長いただきました。そのあとすぐに入
学希望のＥＴＵの方に今回の件の相談
をし、本来は11月開始の10月に修了、
途中入学も形としてあるが今回は難し
いため、次年度(2023年11月)から入
学して欲しいと言われました。実行委
員やアドバイザーに状況説明及び相
談しましたが、さらに延長するのは厳
しいとなり、フランスに到着してから
学校が始まるまでの約半年間の研修
内容を再度見直し、0から計画書を作
り直す必要がありました。そのためビ
ザ申請と平行し、4月から10月の研修
内容も様々な方に相談しながら急
ピッチで進めていました。なんとかビ
ザを取得でき、出発直前まで実行委
員やアドバイザーに研修内容や計画
書を確認いただき、ようやく承認が下
り、即出発という、まるでジェットコー
スターのような日々でした。毎日ハラ
ハラドキドキしたものの、今思えば人
生としてなかなか無い経験ができた
と思っています。

フランス到着～学校が始まるまで

　学校が始まるまでの約半年間はパ
リを中心に過ごしました。日本で出発
前にフランスで約３年間過ごした経験
がある、日本のろう者の方に相談し、パ
リ在住のろう者の俳優を繋いでいただ
き、パリの研修先や宿泊先を相談させ
ていただきました。研修先としては、地
元ろう者協会主催の演劇ワークショッ
プへの参加、IVT主催企画『子ども向け
の演劇ワークショップ』ボランティアの
参加、Art'Sign主催企画『サワードラン
ド』の準備や、当日ボランティア参加で
した。宿泊先は、ろう者の俳優の方に
相談、結果ホームスティをし、約１週間
ごとに住まいを変えることになりまし
た。理由はフランスのろう者が活躍で
きる背景を知る機会を得るため、俳優
だけではなく、表現者、脚本家、手話ガ
イドなど幅広く交流する必要があると
考えました。またETUの使用言語は

LSF(フランス手話)なので言語習得も
したいと思い、様々な方のLSFの読み
取りに慣れ、習得する環境を整えてい
きました。
　歴史的に移民社会が形成されてお
り、人種や言語、文化、宗教なども違
い、様々な人々がいるため、『ろう者』の
存在や『手話』という言語に対しての抵
抗感がないので受け入れも早く、その
ためろう者が活躍する環境が日本より
整っていました。一番驚いたのは大人
だけではなく、子どもが手話で演技を
学ぶ機会が多いこと。地元ろう者協会
主催の演劇ワークショップは、毎週水
曜日に開催され、IVT主催企画『子ども
向けの演劇ワークショップ』は学校が
連休の時は5日間、どの日も朝から夕
方まで。内容は演劇だけではなく、メ
イクや照明、セット、広報なども全てろ
う者が指導しています。また学校の学
びの場として、定期的に演劇レッスン
があり、講師は現役で活躍しているろ
う者の俳優。ワークショップ受講の最
後のプログラムは、地元の人や関係者
など集め、プロが使用する舞台で演技
を披露することが、推奨されている。こ
のようにエンターテインメントの現場
で、日本と異なりろう者が活躍する基
盤が整い、幼い頃から現役のろう者の
俳優から演劇を直接学べる、本当に素
晴らしく羨ましいと思いました。ろう者
の子どもにとって、活躍する現役のろ
う者のロールモデルがいることで「ろ
う者が演劇で活躍できる！俳優になり
たい！」という夢を持つことができる。
ろう者の活躍の場は俳優だけではな
く、表現者、メイク、照明、脚本、映像制
作、翻訳、ろう児への教材作り、美術館
や博物館での手話案内ガイド、ディズ
ニーランドを代表するアミューズメン
ト施設などの演者など幅広く存在する
のが、パリで過ごし一番印象に残った
ことです。
　フランスだけではなく、他国へ渡り
ろう者の活動の視察も行いました。

『サワードランド』のゲーム企画グループと

『子ども向けの演劇ワークショップ』の様子フランスろう者の俳優とIVTの前にて

演劇ワークショップ受講最後のプログラム

ポーランド・ワルシャワにて開催され
た「DCL(ろう者チャンピオンズリー
グ)」というヨーロッパのろう者サッ
カークラブ選手権大会視察、韓国・済
州島にて開催された「WFD(世界ろう
者会議)」視察、イタリア・トリノのろう
学校では、インターンをさせていただ
きました。WFD（世界ろう者会議）は、
４年に１度世界中からろう者や手話関
係者が集まり、様々な国のろう者や手
話関係者による発表や団体ブースの設
置、交流など様々なプログラムが開催
されます。今回の参加者は2,000名ほ
ど、参加国は約100カ国と言われ、大
規模な国際的な大会です。演劇や芸術
だけではなく、スポーツや教育、政治、
経済、社会など幅広く今の世界のろう
者や手話の状況を知る機会となり、今
までなかったので、とても刺激になり
良い機会でした。

学校での学び

　ETU入学のため、ずっと過ごしてい
たパリから「バラ色の町」、「ろう者の
町」と呼ばれているトゥールーズへ引っ
越しました。ETUとは、演劇を専門的に
手話で1年間程度学べる学校のこと。
実技だけではなく、大学のように座学
や演劇鑑賞、インターンなどの校外学
習もあります。私は第4期生として入学
し、当初驚いたことは自分も含めて外
国人が多いクラスという点でした。今
までのクラスは、スペイン人やスイス

人、イギリス人、ロシア人がいたそうで
すが、基本的にフランス人が多いよう
でした。私のクラスはフランス2人、イ
タリア3人、スペイン1人、ウクライナ1
人、カナダ1人、日本1人で合わせて9人
という多国籍色が豊かでした。演劇を
学ぶETUの使用言語はLSFなので、ク
ラスメイト同士のコミュニケーション
手段は基本的にLSFでやり取り。また
クラスメイトの中にLGBTQ当事者や
ヴィーガン、ベジタリアンもいるので、
毎回講義を受けるたびに、演劇だけで
はなく、一つの言葉に対しての見方や
価値観など違いをたくさん発見でき、
今までの常識を覆す日々を過ごしま
した。
　11月から３月まで受けた実技テーマ
は「演技テクニック」「LSF表現」「映像
演技」「感情の出し方」「身体テクニッ
ク」「翻訳」、座学テーマは「演劇文化」
「歴史」「作品の分析」でした。講師のほ
とんどは、現役で活躍しているろう者
の俳優。聴者の講師でもLSFで進行し
ます。基本的に月曜日から水曜日、朝
から夕方まで講義で、宿題も試験もあ

るため、講義中にメモを取ったり、休み
時間や家でも学んだ内容を確認や、ク
ラスメイトと試験対策の勉強会を設け
たり、他の曜日でも演劇鑑賞やイン
ターンもあり、充実した日々を過ごせ
ました。
　そこで印象に残ったことは二つあり
ます。
　一つ目は、ある講義中にクラスメイ
トがみんなの前で演じているときに講
師から「私が見たいのは、あなたの手
話ではなく、あなたの演技が見たい」
というアドバイスでした。これは聴者の
俳優でも同じことが言え、言語（セリ
フ）を伝えるのではなく、観客に見せた
い演技とは何か、基本的なことである
ものの、奥が深く舞台人として大切だ
と思いました。
　二つ目は、ETUの創立に関わった講

師から「様々な意見があるかもしれな
いが、私としては、ろう社会の貢献やろ
う運動のため、演劇を選ぶのはやめて
ほしい。シンプルに演じるのが楽しく
て好きで、演劇とは何かを学んでほし
い。そのために聴者と同じように、当た
り前のように、ろう者でも演劇を学べ
る場を作りたいと思った」という話を
聞き、ここで学ぶことに喜びを感じま
した。言語が違うだけで、演劇を学び
たい気持ちは聴者の俳優と変わらな
い。聴者は自分が純粋に演じることが
好きで、俳優になりたい人が多く、自分
の言語のために俳優になりたい人は稀
だと思った。本来の自分の気持ちを尊
重できる場があると感じたのと同時
に、色々と考えさせられる機会となり
ました。

最後に

　「演劇は一生勉強」はほとんどの講
師がおしゃってました。本当にそうだと
痛感しています。演じ方は自由で、多様
で、正解もなく、いくら勉強しても知ら
ないことが多く、本当に奥が深い。でも
だからこそいつも思うのは、「演劇って
やっぱり楽しい」。パリや他の国で出
会った仲間たち、ETU第4期生のクラ
スメイトたちと出会えて本当に良かっ
たと心から思っています。今回の研修
が終わった後も、またフランスに戻り、
また勉強を続けます。そして日本に帰
国したら、身に着けた知識や経験をろ
う者・難聴者の俳優が活躍できる場が
広がるように、活かします。コロナ禍の
中でも最後までサポートしてくださっ
た実行委員やアドバイザー、空港まで
お見送りに来てくださった演劇関係や
仕事仲間、友達、遠くから応援してくだ
さった仲間たち、家族など、ここまで関
わっていただいた皆様に、心から感謝
申し上げます。
　幼いころから持ち続けている「ろう
者・聴者が関係なく楽しんでもらえる
場や作品を提供したい」という夢を信
じ実現するため、奥村泰人という俳優
を磨いていきます。
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研修応募のきっかけ

　「ろう者・聴者が関係なく楽しんでも
らえる場や作品を提供したい」という夢
を、幼い頃から持ち続けています。ろう
者にとって手話が母語であり、日本語
が第2言語であることは一般的に知ら
れていません。そのため手話やろう文化
を社会で認知するためには、聴者に「手
話」や「ろう者」の存在を知ってもらう
きっかけを作ること、そして「手話」の
必要性を理解してもらい生活環境に取
り入れてもらうことも大切だと思い、舞
台やテレビ、YouTube、様々なジャンル
で活動してきました。ですが、新型コロ
ナウイルス感染拡大をきっかけにし、い
ままでの活動を自ら振り返り、実力不

足を感じ、このままでよいのかという
焦りが生まれました。そこで演劇関係
や仕事仲間などに相談をし、その中で
「海外留学」というアドバイスをいただ
き、その瞬間ずっとモヤモヤとした暗
雲から、やっと小さな希望の光が差し
込み、自分の新たに目指す道がどんど
ん切り拓かれていきました。海外留学
で新たな自分を見出すことができるか
もしれない、ろう者がさらに活躍する
ためのヒントを探求したいと強く思い
ました。そんな時「ダスキン愛の輪基
金」の存在を知り、全日本ろう学生懇
談会の先輩後輩で、今回の事業に参加
経験者で現在様々なジャンルで活躍し
ている方がいたので、相談する機会を
いただきました。先輩たちからのアド
バイスからも自分の成長と日本のろう
者・難聴者の俳優が活躍できる場を広
げるため海外留学したい。という思い
が高まり応募しました。

フランスを選んだ理由

　IV T( I n te rna t i o na l  V i sua l 
Theatre パリを中心に活動する国際
視覚劇団 フランスろう者で構成する
劇団)やFestival Clin d’Oeil(クラン
ドゥイユ、2年に1度に開催されるフラ
ンスろう者芸術祭)など、ろう者の芸能
活動が盛んな国としてフランスは有名

日本のろう者のエンターテイン
メントの現状

　日本では最近、舞台やテレビ、ドラ
マ、映画で『ろう者』『手話』を取り入れ
た作品が増え、注目されつつあります。
また社会福祉法人トット基金 育成×手
話×芸術プロジェクト 「デフアクター
ズ・コース」ろう者・難聴者の俳優養成
講座が2022年より開講され、ろう者・
難聴者の俳優のための芸能事務所の
設立など、活躍の場が少しずつ増えて
います。一方で課題は、ろう者役を聴者
が演じることや、ろう者・難聴者の俳優
が演技を学ぶ場が少ないなど、それは
一般的に、手話が言語として理解され
ていないことが影響しています。

です。そのような環境にて、手話で演
劇を学ぶ学校があると演劇関係者か
ら聞き、歴史的にも芸術の伝統を有す
るフランスには、日本の課題を解決す
るためのヒントがたくさん隠れている
のではないかと思い選択しました。

出発前の準備

　一番苦労したのはビザ取得でした。
理想はETU(École de Théâtre 
Universelle)より学生ビザを取得する
形でしたが、最近、大学との連携から外
れ独立運営し、システムがまだ固まっ
てないため、学生ビザ取得ができませ
んでした。他の手段として、ワーキング
ホリデービザがありました。ですが、コ
ロナ禍でフランス大使館より発行停止
となり、再開目途がたたず、大使館へ
連絡を試みるものの困難な状況で、自
分ではどうにもならない状態が続きま
した。2022年10月になっても発行再
開の見込みがなく、今回の契約では
2023年1月末まで出発できない場合
は辞退になるため、残り3カ月だけビザ
なしで研修するパターンも考える必要
があり、焦りや不安、葛藤など様々な
感情が交錯しました。
　そんな折、2023年11月、何気なくフ
ランス大使館のサイトを見たところ、
発行再開の告知があり思わず驚いた
ものの、すぐ実行委員やアドバイザー、
ＥＴＵの方に連絡し、ビザ取得を急速
に進めることとなりました。ところがビ
ザ申請には予約が必要で、すぐ埋まっ
てしまい、申請するのに時間がかかり、
結果的に2023年1月末まで出発でき

ない事が判明しました。実行委員やア
ドバイザーに、コロナ禍の影響による
今までの状況を説明し、期限延長の相
談をさせていただき、3月末までに延
長いただきました。そのあとすぐに入
学希望のＥＴＵの方に今回の件の相談
をし、本来は11月開始の10月に修了、
途中入学も形としてあるが今回は難し
いため、次年度(2023年11月)から入
学して欲しいと言われました。実行委
員やアドバイザーに状況説明及び相
談しましたが、さらに延長するのは厳
しいとなり、フランスに到着してから
学校が始まるまでの約半年間の研修
内容を再度見直し、0から計画書を作
り直す必要がありました。そのためビ
ザ申請と平行し、4月から10月の研修
内容も様々な方に相談しながら急
ピッチで進めていました。なんとかビ
ザを取得でき、出発直前まで実行委
員やアドバイザーに研修内容や計画
書を確認いただき、ようやく承認が下
り、即出発という、まるでジェットコー
スターのような日々でした。毎日ハラ
ハラドキドキしたものの、今思えば人
生としてなかなか無い経験ができた
と思っています。

フランス到着～学校が始まるまで

　学校が始まるまでの約半年間はパ
リを中心に過ごしました。日本で出発
前にフランスで約３年間過ごした経験
がある、日本のろう者の方に相談し、パ
リ在住のろう者の俳優を繋いでいただ
き、パリの研修先や宿泊先を相談させ
ていただきました。研修先としては、地
元ろう者協会主催の演劇ワークショッ
プへの参加、IVT主催企画『子ども向け
の演劇ワークショップ』ボランティアの
参加、Art'Sign主催企画『サワードラン
ド』の準備や、当日ボランティア参加で
した。宿泊先は、ろう者の俳優の方に
相談、結果ホームスティをし、約１週間
ごとに住まいを変えることになりまし
た。理由はフランスのろう者が活躍で
きる背景を知る機会を得るため、俳優
だけではなく、表現者、脚本家、手話ガ
イドなど幅広く交流する必要があると
考えました。またETUの使用言語は
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LSF(フランス手話)なので言語習得も
したいと思い、様々な方のLSFの読み
取りに慣れ、習得する環境を整えてい
きました。
　歴史的に移民社会が形成されてお
り、人種や言語、文化、宗教なども違
い、様々な人々がいるため、『ろう者』の
存在や『手話』という言語に対しての抵
抗感がないので受け入れも早く、その
ためろう者が活躍する環境が日本より
整っていました。一番驚いたのは大人
だけではなく、子どもが手話で演技を
学ぶ機会が多いこと。地元ろう者協会
主催の演劇ワークショップは、毎週水
曜日に開催され、IVT主催企画『子ども
向けの演劇ワークショップ』は学校が
連休の時は5日間、どの日も朝から夕
方まで。内容は演劇だけではなく、メ
イクや照明、セット、広報なども全てろ
う者が指導しています。また学校の学
びの場として、定期的に演劇レッスン
があり、講師は現役で活躍しているろ
う者の俳優。ワークショップ受講の最
後のプログラムは、地元の人や関係者
など集め、プロが使用する舞台で演技
を披露することが、推奨されている。こ
のようにエンターテインメントの現場
で、日本と異なりろう者が活躍する基
盤が整い、幼い頃から現役のろう者の
俳優から演劇を直接学べる、本当に素
晴らしく羨ましいと思いました。ろう者
の子どもにとって、活躍する現役のろ
う者のロールモデルがいることで「ろ
う者が演劇で活躍できる！俳優になり
たい！」という夢を持つことができる。
ろう者の活躍の場は俳優だけではな
く、表現者、メイク、照明、脚本、映像制
作、翻訳、ろう児への教材作り、美術館
や博物館での手話案内ガイド、ディズ
ニーランドを代表するアミューズメン
ト施設などの演者など幅広く存在する
のが、パリで過ごし一番印象に残った
ことです。
　フランスだけではなく、他国へ渡り
ろう者の活動の視察も行いました。

ETU第４期生クラスメイトと ETU第１～４期生との交流企画

ETU第４期生クラスメイトと試験対策の勉強会
ETUの講義の様子

ポーランド・ワルシャワにて開催され
た「DCL(ろう者チャンピオンズリー
グ)」というヨーロッパのろう者サッ
カークラブ選手権大会視察、韓国・済
州島にて開催された「WFD(世界ろう
者会議)」視察、イタリア・トリノのろう
学校では、インターンをさせていただ
きました。WFD（世界ろう者会議）は、
４年に１度世界中からろう者や手話関
係者が集まり、様々な国のろう者や手
話関係者による発表や団体ブースの設
置、交流など様々なプログラムが開催
されます。今回の参加者は2,000名ほ
ど、参加国は約100カ国と言われ、大
規模な国際的な大会です。演劇や芸術
だけではなく、スポーツや教育、政治、
経済、社会など幅広く今の世界のろう
者や手話の状況を知る機会となり、今
までなかったので、とても刺激になり
良い機会でした。

学校での学び

　ETU入学のため、ずっと過ごしてい
たパリから「バラ色の町」、「ろう者の
町」と呼ばれているトゥールーズへ引っ
越しました。ETUとは、演劇を専門的に
手話で1年間程度学べる学校のこと。
実技だけではなく、大学のように座学
や演劇鑑賞、インターンなどの校外学
習もあります。私は第4期生として入学
し、当初驚いたことは自分も含めて外
国人が多いクラスという点でした。今
までのクラスは、スペイン人やスイス

人、イギリス人、ロシア人がいたそうで
すが、基本的にフランス人が多いよう
でした。私のクラスはフランス2人、イ
タリア3人、スペイン1人、ウクライナ1
人、カナダ1人、日本1人で合わせて9人
という多国籍色が豊かでした。演劇を
学ぶETUの使用言語はLSFなので、ク
ラスメイト同士のコミュニケーション
手段は基本的にLSFでやり取り。また
クラスメイトの中にLGBTQ当事者や
ヴィーガン、ベジタリアンもいるので、
毎回講義を受けるたびに、演劇だけで
はなく、一つの言葉に対しての見方や
価値観など違いをたくさん発見でき、
今までの常識を覆す日々を過ごしま
した。
　11月から３月まで受けた実技テーマ
は「演技テクニック」「LSF表現」「映像
演技」「感情の出し方」「身体テクニッ
ク」「翻訳」、座学テーマは「演劇文化」
「歴史」「作品の分析」でした。講師のほ
とんどは、現役で活躍しているろう者
の俳優。聴者の講師でもLSFで進行し
ます。基本的に月曜日から水曜日、朝
から夕方まで講義で、宿題も試験もあ

るため、講義中にメモを取ったり、休み
時間や家でも学んだ内容を確認や、ク
ラスメイトと試験対策の勉強会を設け
たり、他の曜日でも演劇鑑賞やイン
ターンもあり、充実した日々を過ごせ
ました。
　そこで印象に残ったことは二つあり
ます。
　一つ目は、ある講義中にクラスメイ
トがみんなの前で演じているときに講
師から「私が見たいのは、あなたの手
話ではなく、あなたの演技が見たい」
というアドバイスでした。これは聴者の
俳優でも同じことが言え、言語（セリ
フ）を伝えるのではなく、観客に見せた
い演技とは何か、基本的なことである
ものの、奥が深く舞台人として大切だ
と思いました。
　二つ目は、ETUの創立に関わった講

師から「様々な意見があるかもしれな
いが、私としては、ろう社会の貢献やろ
う運動のため、演劇を選ぶのはやめて
ほしい。シンプルに演じるのが楽しく
て好きで、演劇とは何かを学んでほし
い。そのために聴者と同じように、当た
り前のように、ろう者でも演劇を学べ
る場を作りたいと思った」という話を
聞き、ここで学ぶことに喜びを感じま
した。言語が違うだけで、演劇を学び
たい気持ちは聴者の俳優と変わらな
い。聴者は自分が純粋に演じることが
好きで、俳優になりたい人が多く、自分
の言語のために俳優になりたい人は稀
だと思った。本来の自分の気持ちを尊
重できる場があると感じたのと同時
に、色々と考えさせられる機会となり
ました。

最後に

　「演劇は一生勉強」はほとんどの講
師がおしゃってました。本当にそうだと
痛感しています。演じ方は自由で、多様
で、正解もなく、いくら勉強しても知ら
ないことが多く、本当に奥が深い。でも
だからこそいつも思うのは、「演劇って
やっぱり楽しい」。パリや他の国で出
会った仲間たち、ETU第4期生のクラ
スメイトたちと出会えて本当に良かっ
たと心から思っています。今回の研修
が終わった後も、またフランスに戻り、
また勉強を続けます。そして日本に帰
国したら、身に着けた知識や経験をろ
う者・難聴者の俳優が活躍できる場が
広がるように、活かします。コロナ禍の
中でも最後までサポートしてくださっ
た実行委員やアドバイザー、空港まで
お見送りに来てくださった演劇関係や
仕事仲間、友達、遠くから応援してくだ
さった仲間たち、家族など、ここまで関
わっていただいた皆様に、心から感謝
申し上げます。
　幼いころから持ち続けている「ろう
者・聴者が関係なく楽しんでもらえる
場や作品を提供したい」という夢を信
じ実現するため、奥村泰人という俳優
を磨いていきます。
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などの活動を通して当事者の映画業
界への参入に関する課題を解決する
ため、そのヒントを得るべく米国での
研修を決意。「映画の街」のロサンゼル
ス、ブロードウェイの街ニューヨーク、
ろう者が演劇を学べる場所として知ら
れる、ワシントンD.C.ギャローデット
大学の３カ所を回り、15名の業界関係
者へのインタビューを行い、実情を学
びました。　　

情報保障の義務を有するアメリカ

　アメリカにはADA法制度(雇用、市民
利用施設、公共移動交通、州及び自治
体サービス、電話通信における障がい
者の機会均等を保障する法律)があり
ます。この国では通訳を依頼するのに
ADA法が適用されるため、演技を学ん
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ろう当事者が映画業界で活躍して
いくための方法をアメリカに求めて
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だり仕事をする際にかかる通訳費は基
本的には国が負担してくれます。そこ
が日本と大きく異なる点で、日本では
ろう当事者が通訳者の用意、その費用
も負担するのが一般的です。居住地域
によっては通訳が無償で使えたり、企
業や大学が用意してくれるケースがあ
るものの、一年間の通訳利用時間の上
限が決められていたり、演技関連の学
校に通うことが個人の趣味として判断
され、通訳者を派遣してもらえないな
どの様々な問題もあります。日本でも
法律として認められるために必要なの
は選挙に関心を持つこと、ろう者を理
解してくれる人を増やすこと、メディア
の力を使うことだと改めて感じました。

　日本では、手話やろう者・難聴者を
扱ったドラマ・映画が多く制作され、
社会へ影響を与えています。以前より
手話やろう文化への理解は広がってい
るものの、聴者がろう者・難聴者を演
じる風潮はまだ根強くあります。当事
者が起用される機会は増えています
が、制作の現場における手話通訳の必
要性や経済面の負担、企画段階からろ
う者を交え進めることの重要性が理
解されていません。他にも、ろう者が
演技を学ぶ機会がほとんどない、ろう
者俳優の存在が知られていない、制作
者の理解や知識不足といった問題が
起こっています。
　ろう当事者の監督と俳優の4名から
なる私たち「がんば聾映画プロダク
ション」は、ろう者の映画制作や俳優

研修期間
2024年1月10日～1月18日

研修国
アメリカ

研修機関
ギャローデット大学
ハリウッド
パラマウント・ピクチャーズ・スタジオ
ワーナー・ブラザース・スタジオツアー
アカデミー映画博物館

研修目的
ろう当事者が活躍する基盤を作ってき
た映画関係者・団体等を取材し情報収
集（実演家・映画専門手話通訳者の育成
と運営、手話通訳など情報保障にかか
る費用の調達方法、映画業界とのネッ
トワークの構築方法などのリサーチ）

研修テーマ
ろう者・難聴者の映画業界
への参入方法とそのマーケ
ティングを学ぶ

視察で感じた
エンターテイメントの力

　パラマウント・ピクチャーズとワー
ナーマイカル・シネマズ、アカデミー映
画博物館を訪問。ADA法に基づき用
意された手話通訳者と、こちらが連れ
ていった日本手話通訳者の2名による、
英語⇔アメリカ手話⇔日本手話の体制
で見学ツアーが進められました。実際
に映画撮影を行っている様子を目にし
て、日本では考えられないスケールに
びっくり。また有名な映画で使われた
ワンシーンが実際の場所を見ると全く
異なっており、工夫次第でここまで変
わることに興奮を覚えました。アカデ
ミー映画博物館では、これまでのアカ
デミー受賞者の功績を称え、館内のス
クリーンでは歴史を変えた受賞者たち
のスピーチが流れていました。2025年
は助演男優賞を受賞したろう者俳優ト
ロイ・コッツァー氏のスピーチが映し
出されます。このようなアーカイブを
共有することが、多様なロールモデル
を発信する場となり、当事者がより活
躍でき、ろう者と聴者の互いへの理解
や尊重につながっていくことを実感し
ました。

ろう者俳優の必要性を
高めるために
今井 彰人(俳優)

　インタビューを行った役者や芸能・
芸術の仕事に関わる人達は、とても強
いプロ意識を持っています。その一つ
の表れが仕事の役割分担です。専門知
識を持つ手話通訳、手話の表現を確認
する手話監修、台本を手話で翻訳する
手話翻訳、演技指導者のように、役割
をきちんと分け平等に遂行すること
で、チームワークの強みが生まれ撮影
もスムーズに行われると感じました。ま
たろう者俳優たちは演技の技術や知
識以外に、手話言語をきちんと理解し
ています。日本手話も、日本語とは異

なる文法を持つ言語です。手指以外の
動き(口の形や眉の動き、視線など)が
文法的役割を果たしているため、手話
言語を理解していないと手話の表現の
仕方が弱く感じます。日本にも『デフ
アクターズ・コース』という、ろう者・難
聴者の俳優を育てることを目的に、聴
者とろう者の講師が共同して取り組む
俳優育成プログラムがあります。しか
し、演技の基礎を学ぶだけで手話言語
の知識を学ぶコースはありません。や
はり手話言語の知識を身につけた上
で演技も身につける、といった両面が
必要であると痛感しました。
　ろう者俳優の必要性を高めるために
私ができることは何か。それは演技を
すること、技術や知識を十分身につけ
ること。多くのワークショップに参加
し、身につけた表現方法をろう者俳優
に伝えてロールモデルを増やすこと。
さらに映画を作るための企画を提供

し、ろう者俳優が出演できる機会を増
やすこと。障がい者向けの事務所で働
く一人の女性がインタビューでこう
語ってくれました。「いつかこの事務所
がなくなることが夢。健常者と障がい
者の壁がなくなり、それが当たり前の
生活になってほしい」まさに同感。ろう
者が当たり前に暮らせる時が来ること
を祈り、一つひとつ取り組んでいこうと
思いました。

常に行動する、
チャンスを逃さない
牧原 依里(映画作家・業界関係者)

　今回の取材を通して意外だったの
は、ろう者と聴者、それぞれアメリカの
ろう演劇に対する評価が異なることで
した。デフウエストシアターの芸術監
督DJ KursやワシントンD.C.のVOCA
(Visionaries of the Creative Arts)
に関わっているろう者たちは、「ようや

く今からスタート。でも劇的に変わった
とは言えない。まだやるべきことはあ
る」と現在のろう演劇に対して楽観的
ではないと異口同音に唱えます。その
反対に同施設の代表取締役やエージェ
ント等のCODA（聞こえない・聞こえ
にくい親をもつ聴者の子どものこと）
や聴者は、昔と比べて激変したと言い
ます。これについて数字データで見る
と、おそらく後者が事実でしょう。現に
デフウエストシアターの収入は今年
1億円、来年以降は10倍の10億円を見
込んでいます。ではこの視点の違いは
どこからくるのか？本当の意味でろう
コミュニティが映画・テレビ業界で活
躍しているとは言えないからかもしれ
ません。デフウエストシアターといえば
ミュージカルのイメージが強いです
が、DJによると、60作品のうち4作品
がミュージカルなのだそうです。その
事実を聞き複雑な気持ちになりまし
た。それがアメリカろう者の観客が本
当に望んでいる芸術なのかどうか分か
らないからです。彼らが「ようやく私た
ちが望んだ世界へ」と言えるのは、もし
かしたらろう者制作者がマジョリティ
の世界に本格的に参入し、ろう者監督
が演出してからなのかもしれません。
　取材したろう者の多くから「Don’t 
wa i t（待ってはいけない）、Take 
action!(行動しろ)」と言われたことが
ずっと心にあります。常に行動する、
チャンスを逃さない。待っていては何も
起こらない。当たり前の事実に心が揺

パラマウン・ピクチャーズ・スタジオ

俳優のマイケル・アンソニー・スパディ氏と

俳優のジャスティン・L・ジャッカーソン氏にインタビュー

ワーナー・ブラザース・スタジオツアー

さぶられ、とても目（耳）が痛かった。こ
の研修で感じた現実と気づき、課題を
日本に持ち帰り、行動に移すことを強
く決意しました。
　　
ろう者が聴者の世界に
飛び込むことで
増田 菜央（レオ）(俳優)

　ろう者俳優の活躍する環境整備は、
日本に限らず国際的なテーマです。
　米国では、日本同様に手話通訳者の
不足や映画業界の課題が認識されて
いて、徐々に改善が進んでいました。
　今回の研修を通じ、手話監修の定義
や演技への理解について、日本に限ら
ず、ろう者同士で対話する機会の重要
性を再認識しました。
　対話した15名はいずれも、明確なろ
う者としてのアイデンティティを持ち、
ろうコミュニティに属しながら聴者と

協働する意義を理解しており、共通し
た価値観が見受けられました。
　インタビューをさせていただいた
方から他の関係者を紹介いただき人
脈も広がり、研修内容も一層深まりま
した。
　また、現在の環境があるのは、エン
ターテインメント業界で活躍してきた
先人たちの尽力があったからこそで
あり、その道のりの大きさを実感しま
した。
　ろう者と聴者は言語や文化的背景が
異なるため、聴者がろう者を指導する
ことには限界があります。だからこそ、
ろう者同士が演技を学び合える場や、
目標となるロールモデルと出会える機
会の創出が重要です。
　同時に、ろう者の映画制作者や演技
講師の育成や増加も求められます。
　加えて、ろう者同士のみならず、聴

者を含めた対話と情報共有の場が、
業界参入への大きな鍵となると感じ
ています。
　協働のためには、ろう者、聴者互い
への理解と関心が不可欠です。異なる
文化や言語を持つ者同士が、人間と
して対等に協力し、創造していくこと
が求められます。
　映画は娯楽であると同時に、社会的
意義を持つ表現手段です。「ろう者自
身が聴者の世界に飛び込み、表現して
いくことが何より重要である」と強く
信じ、今後の活動に活かしていきます。

学んできたことを
ドキュメンタリー映画に
今井 ミカ(映画制作・業界関係者)

　今回の研修で特に印象に残ったこと
が2つあります。1つ目は、現在ディズ
ニープラスで配信され人気を呼んでい
る連続ドラマの手話監修者のお話。作
品の脚本は聴者だけでなく、ろう者と
の協働で制作されたと聞いた時、胸が
熱くなるほどの感動を覚えました。初
期の段階からろう者が協働することに
よって、ろう者の視点で描いたリアリ
ティーが生まれます。マジョリティとマ
イノリティが対等な立場で制作に携
わっているという点は、日本との大き
な違いを感じましたが、アメリカは慣
れているからと羨んでいるだけでは日
本の現状を何も変えられません。アカ
デミー賞の審査基準変更も同様で、ア
メリカはなぜここまでマイノリティとの
協働を進めて行こうとするのか。その
根底にあるものを探ることが、日本の
業界の変化にも繋がるのではないか
と思います。
　2つ目は、ロスを拠点とするろう者劇

団の挑戦です。「ろう者の文化を大事
にしながら、聴者と芸術作品を通して
つなげたい」という思いを実現すべく、
手話を芸術レベルへと昇華させて舞
台に溶け込ませ、音楽と融合させた高
度なミュージカル作品を完成させてい
ました。すべての人が感動を共有でき
るこの作品と出会い、常 「々素晴らしい
ろう者の文化を届け、楽しんでいただ
ける作品を作りたい」と願う私自身が
大いに刺激を受けました。
　マジョリティの業界にいかにしてマ
イノリティが参入していくか、その課題
のヒントを探る10日間の研修は、一つ
ひとつが素晴らしい経験となり、私は
まるで冒険したかのような高揚感を味
わいました。取材を通して知ることの
できたアメリカの現状や携わる人々の
思いを、日本の映画、テレビ、舞台劇な
どの分野で活躍している方々に伝えら
れればと考え、今回の研修についての
ドキュメンタリー映画を制作する予定
でいます。ご覧いただいた方に、変化
の芽を感じ取っていただけたらと願っ
ています。

増田　菜央（レオ） さん東京都

牧原　依里  さん東京都

今井　彰人  さん東京都

今井　ミカ  さん東京都

第43期　ミドルグループ研修生　がんば聾映画プロダクション

聴覚障がい（ろう者）



などの活動を通して当事者の映画業
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研修を決意。「映画の街」のロサンゼル
ス、ブロードウェイの街ニューヨーク、
ろう者が演劇を学べる場所として知ら
れる、ワシントンD.C.ギャローデット
大学の３カ所を回り、15名の業界関係
者へのインタビューを行い、実情を学
びました。　　

情報保障の義務を有するアメリカ

　アメリカにはADA法制度(雇用、市民
利用施設、公共移動交通、州及び自治
体サービス、電話通信における障がい
者の機会均等を保障する法律)があり
ます。この国では通訳を依頼するのに
ADA法が適用されるため、演技を学ん
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によっては通訳が無償で使えたり、企
業や大学が用意してくれるケースがあ
るものの、一年間の通訳利用時間の上
限が決められていたり、演技関連の学
校に通うことが個人の趣味として判断
され、通訳者を派遣してもらえないな
どの様々な問題もあります。日本でも
法律として認められるために必要なの
は選挙に関心を持つこと、ろう者を理
解してくれる人を増やすこと、メディア
の力を使うことだと改めて感じました。

　日本では、手話やろう者・難聴者を
扱ったドラマ・映画が多く制作され、
社会へ影響を与えています。以前より
手話やろう文化への理解は広がってい
るものの、聴者がろう者・難聴者を演
じる風潮はまだ根強くあります。当事
者が起用される機会は増えています
が、制作の現場における手話通訳の必
要性や経済面の負担、企画段階からろ
う者を交え進めることの重要性が理
解されていません。他にも、ろう者が
演技を学ぶ機会がほとんどない、ろう
者俳優の存在が知られていない、制作
者の理解や知識不足といった問題が
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　ろう当事者の監督と俳優の4名から
なる私たち「がんば聾映画プロダク
ション」は、ろう者の映画制作や俳優
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意された手話通訳者と、こちらが連れ
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英語⇔アメリカ手話⇔日本手話の体制
で見学ツアーが進められました。実際
に映画撮影を行っている様子を目にし
て、日本では考えられないスケールに
びっくり。また有名な映画で使われた
ワンシーンが実際の場所を見ると全く
異なっており、工夫次第でここまで変
わることに興奮を覚えました。アカデ
ミー映画博物館では、これまでのアカ
デミー受賞者の功績を称え、館内のス
クリーンでは歴史を変えた受賞者たち
のスピーチが流れていました。2025年
は助演男優賞を受賞したろう者俳優ト
ロイ・コッツァー氏のスピーチが映し
出されます。このようなアーカイブを
共有することが、多様なロールモデル
を発信する場となり、当事者がより活
躍でき、ろう者と聴者の互いへの理解
や尊重につながっていくことを実感し
ました。

ろう者俳優の必要性を
高めるために
今井 彰人(俳優)

　インタビューを行った役者や芸能・
芸術の仕事に関わる人達は、とても強
いプロ意識を持っています。その一つ
の表れが仕事の役割分担です。専門知
識を持つ手話通訳、手話の表現を確認
する手話監修、台本を手話で翻訳する
手話翻訳、演技指導者のように、役割
をきちんと分け平等に遂行すること
で、チームワークの強みが生まれ撮影
もスムーズに行われると感じました。ま
たろう者俳優たちは演技の技術や知
識以外に、手話言語をきちんと理解し
ています。日本手話も、日本語とは異

なる文法を持つ言語です。手指以外の
動き(口の形や眉の動き、視線など)が
文法的役割を果たしているため、手話
言語を理解していないと手話の表現の
仕方が弱く感じます。日本にも『デフ
アクターズ・コース』という、ろう者・難
聴者の俳優を育てることを目的に、聴
者とろう者の講師が共同して取り組む
俳優育成プログラムがあります。しか
し、演技の基礎を学ぶだけで手話言語
の知識を学ぶコースはありません。や
はり手話言語の知識を身につけた上
で演技も身につける、といった両面が
必要であると痛感しました。
　ろう者俳優の必要性を高めるために
私ができることは何か。それは演技を
すること、技術や知識を十分身につけ
ること。多くのワークショップに参加
し、身につけた表現方法をろう者俳優
に伝えてロールモデルを増やすこと。
さらに映画を作るための企画を提供

し、ろう者俳優が出演できる機会を増
やすこと。障がい者向けの事務所で働
く一人の女性がインタビューでこう
語ってくれました。「いつかこの事務所
がなくなることが夢。健常者と障がい
者の壁がなくなり、それが当たり前の
生活になってほしい」まさに同感。ろう
者が当たり前に暮らせる時が来ること
を祈り、一つひとつ取り組んでいこうと
思いました。

常に行動する、
チャンスを逃さない
牧原 依里(映画作家・業界関係者)

　今回の取材を通して意外だったの
は、ろう者と聴者、それぞれアメリカの
ろう演劇に対する評価が異なることで
した。デフウエストシアターの芸術監
督DJ KursやワシントンD.C.のVOCA
(Visionaries of the Creative Arts)
に関わっているろう者たちは、「ようや

がんば聾映画プロダクション
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く今からスタート。でも劇的に変わった
とは言えない。まだやるべきことはあ
る」と現在のろう演劇に対して楽観的
ではないと異口同音に唱えます。その
反対に同施設の代表取締役やエージェ
ント等のCODA（聞こえない・聞こえ
にくい親をもつ聴者の子どものこと）
や聴者は、昔と比べて激変したと言い
ます。これについて数字データで見る
と、おそらく後者が事実でしょう。現に
デフウエストシアターの収入は今年
1億円、来年以降は10倍の10億円を見
込んでいます。ではこの視点の違いは
どこからくるのか？本当の意味でろう
コミュニティが映画・テレビ業界で活
躍しているとは言えないからかもしれ
ません。デフウエストシアターといえば
ミュージカルのイメージが強いです
が、DJによると、60作品のうち4作品
がミュージカルなのだそうです。その
事実を聞き複雑な気持ちになりまし
た。それがアメリカろう者の観客が本
当に望んでいる芸術なのかどうか分か
らないからです。彼らが「ようやく私た
ちが望んだ世界へ」と言えるのは、もし
かしたらろう者制作者がマジョリティ
の世界に本格的に参入し、ろう者監督
が演出してからなのかもしれません。
　取材したろう者の多くから「Don’t 
wa i t（待ってはいけない）、Take 
action!(行動しろ)」と言われたことが
ずっと心にあります。常に行動する、
チャンスを逃さない。待っていては何も
起こらない。当たり前の事実に心が揺

デフウエストシアターの芸術監督DJ Kursと

KMRのダイバーシティ採用担当ケイティ・マクグラス氏と

ワーナー・ブラザースの見学

手話言語学者パメラ・ディカーライト氏にインタビュー

さぶられ、とても目（耳）が痛かった。こ
の研修で感じた現実と気づき、課題を
日本に持ち帰り、行動に移すことを強
く決意しました。
　　
ろう者が聴者の世界に
飛び込むことで
増田 菜央（レオ）(俳優)

　ろう者俳優の活躍する環境整備は、
日本に限らず国際的なテーマです。
　米国では、日本同様に手話通訳者の
不足や映画業界の課題が認識されて
いて、徐々に改善が進んでいました。
　今回の研修を通じ、手話監修の定義
や演技への理解について、日本に限ら
ず、ろう者同士で対話する機会の重要
性を再認識しました。
　対話した15名はいずれも、明確なろ
う者としてのアイデンティティを持ち、
ろうコミュニティに属しながら聴者と

協働する意義を理解しており、共通し
た価値観が見受けられました。
　インタビューをさせていただいた
方から他の関係者を紹介いただき人
脈も広がり、研修内容も一層深まりま
した。
　また、現在の環境があるのは、エン
ターテインメント業界で活躍してきた
先人たちの尽力があったからこそで
あり、その道のりの大きさを実感しま
した。
　ろう者と聴者は言語や文化的背景が
異なるため、聴者がろう者を指導する
ことには限界があります。だからこそ、
ろう者同士が演技を学び合える場や、
目標となるロールモデルと出会える機
会の創出が重要です。
　同時に、ろう者の映画制作者や演技
講師の育成や増加も求められます。
　加えて、ろう者同士のみならず、聴

者を含めた対話と情報共有の場が、
業界参入への大きな鍵となると感じ
ています。
　協働のためには、ろう者、聴者互い
への理解と関心が不可欠です。異なる
文化や言語を持つ者同士が、人間と
して対等に協力し、創造していくこと
が求められます。
　映画は娯楽であると同時に、社会的
意義を持つ表現手段です。「ろう者自
身が聴者の世界に飛び込み、表現して
いくことが何より重要である」と強く
信じ、今後の活動に活かしていきます。

学んできたことを
ドキュメンタリー映画に
今井 ミカ(映画制作・業界関係者)

　今回の研修で特に印象に残ったこと
が2つあります。1つ目は、現在ディズ
ニープラスで配信され人気を呼んでい
る連続ドラマの手話監修者のお話。作
品の脚本は聴者だけでなく、ろう者と
の協働で制作されたと聞いた時、胸が
熱くなるほどの感動を覚えました。初
期の段階からろう者が協働することに
よって、ろう者の視点で描いたリアリ
ティーが生まれます。マジョリティとマ
イノリティが対等な立場で制作に携
わっているという点は、日本との大き
な違いを感じましたが、アメリカは慣
れているからと羨んでいるだけでは日
本の現状を何も変えられません。アカ
デミー賞の審査基準変更も同様で、ア
メリカはなぜここまでマイノリティとの
協働を進めて行こうとするのか。その
根底にあるものを探ることが、日本の
業界の変化にも繋がるのではないか
と思います。
　2つ目は、ロスを拠点とするろう者劇

団の挑戦です。「ろう者の文化を大事
にしながら、聴者と芸術作品を通して
つなげたい」という思いを実現すべく、
手話を芸術レベルへと昇華させて舞
台に溶け込ませ、音楽と融合させた高
度なミュージカル作品を完成させてい
ました。すべての人が感動を共有でき
るこの作品と出会い、常 「々素晴らしい
ろう者の文化を届け、楽しんでいただ
ける作品を作りたい」と願う私自身が
大いに刺激を受けました。
　マジョリティの業界にいかにしてマ
イノリティが参入していくか、その課題
のヒントを探る10日間の研修は、一つ
ひとつが素晴らしい経験となり、私は
まるで冒険したかのような高揚感を味
わいました。取材を通して知ることの
できたアメリカの現状や携わる人々の
思いを、日本の映画、テレビ、舞台劇な
どの分野で活躍している方々に伝えら
れればと考え、今回の研修についての
ドキュメンタリー映画を制作する予定
でいます。ご覧いただいた方に、変化
の芽を感じ取っていただけたらと願っ
ています。
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く前から憧れ続けた夢を、視覚障がい
があることで諦めていました。そこで、
アメリカでは、私のように障がいがあっ
て夢を叶えられなかった人はどのよう
な人生を送っているのか、とても気に
なっていました。今回お会いした方は、
回り道をしながらもやりたい分野にア
タックしていたり、目標の実現のために
裁判を起こしたりと、大変な努力をして
それぞれの夢に近づいていました。私
はこの経験から、将来教員になったら、
子どもたちが障がいを理由に夢を諦め
なくていいように、どうすれば夢に近づ
けるか、そのために必要なことは何か、
一緒に考えて、その子の努力が実るよ

540

海外研修で培った知識を
最大限に生かしたい
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うに導きたいと思います。
　また、障がい児教育について学ぶ中
で深く感じたことは、アメリカは日本よ
りずっと障がい児が学ぶ環境が整い、
機会に溢れているということです。オ
ハイオ盲学校で見た物は、自然豊かで
広い敷地や大量の触察模型、一人でも
練習できる60ｍ走のロープ等、どれも
日本に取り入れたい物ばかりでした。
また、議会図書館の障がい者サービス
には多数の教材があり、習い事も断ら
れることはないと聞き、日本もそのよ
うに障がい者も学ぶ機会を均等に得
られれば、もっと個々の才能を伸ばし
職業の幅を広げられると考えました。

はじめに

　2023年8月2日から12日まで、アメ
リカ合衆国において視覚障がいのある
高校生を対象に11日間の研修プログ
ラムを実施しました。
　研修の前半は、オハイオ州立盲学校
の元教諭のスー・アーター氏がコーディ
ネートをしてくださり、州立盲学校訪
問、アーミッシュ（文明を利用せず生活
している人々）の村やオハイオステイト
フェア（産業祭り）の見学等のプログラ
ムを実施しました。また、盲学校のOB・
OG教諭数名が移動の際の車のドライ
バー、ホームステイファミリーとして協
力をしてくださいました。
　後半は大都会のワシントンD.C.に滞
在しながら、視覚障がい当事者やその
関係者との交流、博物館等のアクセシ
ビリティの体験、視覚障がい者の当事
者団体やサービス提供団体への訪問、
在米国日本大使館での懇談等、多岐に
渡る研修をおこないました。

小松 愛陽

　この研修は何もかもが新鮮で刺激的
で驚きの連続でした。
　特に印象的だったのは、たくさんの
視覚障がい者からそれぞれの人生につ
いて伺ったことです。実は、私は物心つ

研修期間
2023年8月2日～8月12日

研修国
アメリカ

研修機関
OHIO AMISH COUNTRY
オハイオ州立盲学校
オハイオステイトフェア
国立アメリカ・インディアン博物館
国立航空宇宙博物館

研修テーマ
①日常生活・情報・文化・教育・就労等における障がい者のアクセシビリティについて
②障がい者の自立に向けた努力や取り組み
③障がい者リーダーの活動状況や想い
④異文化体験
⑤自立への意識・コミュニケーション力・他人への思いやり・リーダーシップ等の向上

スタッフ
佐藤 紀子
鈴木 隆将
清和 嘉子
千葉 寿夫
宮﨑 晶子

アドバイザー
青松 利明（実行委員）

（敬称略）

議会図書館障害者サービス部門
日本大使館訪問
NFB（全米盲人連合）
NIB（全米盲人雇用事業）
トーマス・ ジェファーソンビルディング 
（議会図書館 タッチツアー）

　この研修での数えきれないほどの貴
重な経験を通して何倍も成長した私
で、沢山の「喜びの種まき」ができるよ
う頑張っていきます。
　最後に、研修を企画・運営し、このよ
うな貴重な経験をさせてくださった青
松先生、ダスキンの皆様、スタッフの皆
様に厚く御礼申し上げます。大変お世
話になりました。誠にありがとうござい
ました。また、研修を共に過ごした仲間
たちへ、うまくいかないことも多々あり
ましたが、お互い助け合って良い研修
にできてうれしかったです。本当にあり
がとうございました。

酒井 響希

　僕は、この研修を通して、主に二つの
点において自分の大きな成長を感じる
ことができました。
　一つは、英語でのコミュニケーショ
ンへの苦手意識がなくなったというこ
とです。僕の中で、英語で話さなけれ

ばならないというのは本当に不安でし
た。相手に伝えたいことを正しく伝え
られなかったり、逆に相手の言ったこ
とが理解できなかったりすれば、相手
に不快な思いをさせるのではないかと
思っていたからです。しかし、ホームス
テイを行ったことで、誰かと話すときに
一番大切なのは、正しい文法を使うこ
とではなく、自分の思いを聞き手に伝
えようとする姿勢なんだと気づくこと
ができました。この自分なりのコミュ
ニケーション方法を見つけられてから
は、相手の言ったことが100パーセン
トは理解できずとも、何となく会話が
できるようになりました。それは本当
にうれしいことでした。これが、今回の
研修の中で僕がもっとも成長を感じた
ポイントだと思っています。
　二つ目は、「自分の意見や主張は
もっとはっきりと言おう」と思えるよう
になったことです。
　今までの僕は、クラスでのディス
カッションや他の学校の生徒と意見交
換をする際に、どうしても周りの雰囲
気に合わせてしまい、自分の意見をあ

いまいなものにすることが多かったで
す。それは改善すべき点であることも
わかっていましたが、具体的な改善方
法がなかなかつかめないでいました。
しかし、今回の研修でお話を聞いた盲
学校の全盲の校長先生や視覚障がい
を抱えながら仕事をこなす方々は、全
員が誰にも負けない強い信念をもって
おられました。僕はその姿にとても感
銘を受けました。そして自分の意見を
しっかりと伝えることがいかに大切な
のかに気づかされました。これからは
どんなときも自分のやりたいと思った
こと、変えたいと思ったことはその強
い気持ちを諦めずに伝えていこうと思
います。
　今回の研修を振り返り、僕は大きく
成長し、自分を変えられたと思ってい
ます。この研修を実行するまでに至っ
たすべての方へ、僕は感謝の気持ちで
いっぱいです。この先の未来を担って
いく一員として、この海外研修で培っ
た知識を最大限に生かし全力で努力
していこうと思います。本当にありがと
うございました。

田中 桃華

　私はこの研修でさまざまなことを学
ぶことができました。その中でも自分
に大きな影響を与えたことが二つあり
ます。
　一つ目は、アメリカの視覚障がい者
の方々が胸を張り、堂々と自分の意見
を述べていたことです。私は人とコ
ミュニケーションをとることがとても
苦手でした。その理由は、目が見えな
いので相手の表情を見ることができ
ず、今相手がどんな気持ちでいるのか
がわからないため、自分の意見を述べ
ることを躊躇してしまうからです。ま
た、相手にわかりやすく自分の考えを
まとめて発表できず、人前で話すのも
とても苦手です。しかし、アメリカで
会った視覚障がい者の方々は躊躇す
ることもなく、自信に満ちあふれた声
で堂々と私たちに語りかけていまし
た。その様子を見て、私もこの方々のよ
うに堂々と自信をもって自分の意見を
相手に発信していかなければいけない
と思いました。これからは躊躇する気
持ちを捨てて、自信をもって自分の考
えを発信していきたいと思いました。
　二つ目は、障がいのある人たちに対
する接し方が、アメリカ人と日本人では
まったく違ったことです。ダラスからコ
ロンバスまで行く飛行機で、私たちは
ばらばらの席に座らなければなりませ
んでした。そのとき、私の両側にまった
く知らない背の高い男性が座っていま
した。私は、最初この人たちに何か怖い

ワシントン・ダレス空港近くの全米盲人雇用事業訪問

ホームステイ先で。日本とは違うスケールの大きな暮らし方にびっくり

温かく迎え入れてくださったホストファミリーと

オハイオ州立盲学校 60m走にチャレンジ！

ことをされたらどうしようと恐怖を感
じていました。また、何かあった時、目
が見えないという自分の状況を英語で
伝えられる自信がなく、どうすればい
いんだと不安に押しつぶされそうな気
持ちになっていました。少しでも不安を
消そうと白杖を目立つところに置き、
約3時間のフライトを終えました。飛
行機を降りるとき、隣の男性が私の体
を優しく支え、移動を手伝ってくださ
いました。日本では知らない人から助
けてもらうことがあまりなかったの
で、アメリカで人の優しさを感じるこ
とができ、涙が出そうになりました。
アメリカには点字ブロックなど私たち
視覚障がい者が歩きやすくなるよう
な工夫があまりされていないのです
が、困っている人を助けようという意
識があり、心のバリアフリーが発達し
ているなと感じました。日本では道路
や施設などでユニバーサルデザイン
が施されていますが、困っている人に
手をさしのべようとする人は少ないと
思っています。お互いに助け合おうと
する気持ちは、ユニバーサルデザイン
や福祉制度などよりもとても大切な
ものだと感じました。
　私はこの研修で、日本では経験でき
ないようなことをたくさん経験し、たく
さんの感動を得ることができました。
この経験で学んだことを、多くの人
たちに発信していきたいと思います。

このようなすばらしい機会を設けてく
ださり本当にありがとうございました。

吉川 司

　僕は今回の研修で三つのことを学び
ました。
　一つ目は、研修の目的にもしていた
文化の違いです。まず、食事の量の多
さに驚きました。また話には聞いてい
ましたが、ホームステイをした家には地
下室があり、入ってみると、たくさんの
食料を保存するための大きな冷蔵庫
がありました。さらに、駅の構造、点字
ブロックの敷設がほとんどないこと
等、アメリカでの当たり前が日本とは
違う場合も多くあると思いました。
国によっていろいろなことが違うこと
を実体験できたことはとても参考にな
りました。そして、日本に比べて人々が
オープンで、気軽に、積極的に声をか
けてくれることにも驚きました。
　二つ目は、英語に対する考え方の変
化です。研修前、今の英語力で言いた

いことを伝えたり、会話ができるのか
なととても不安でした。しかし、いざ現
地の人と何日か会話をしていると、英
語に対する考え方が今までにないほど
大きく変化しました。初めは会話をす
ることはおろか、言いたいことをどの文
法を使えば良いか考えているだけで、
何も言えずに終わってしまいました。
しかしその考え方は大きく違い、とに
かく声を出して言いたいことを、わか
る範囲の単語で話せば伝わるのです。
僕はそれに気づけたとき、英語への関
心や楽しみがさらに高まりました。
　三つ目は、全米雇用事業の訪問等を
通じて、たとえ視覚障がいがあったと
しても、しっかりと必要なスキルを磨
き、自分なりの目標をもって努力すれ
ば、難しいと思われる仕事にも就くこ
とができる可能性があるということで
す。アメリカでお会いした視覚障がい
のある当事者のみなさんが口をそろえ
てそのようなことを言っていたのがと
ても印象的でした。
　最後に、僕の研修の目的は達成でき
たと思います。またそれ以上の学びを
得ることもできました。今回の研修で
経験したことは、これからの日常生活
はもちろん、大学での勉強や将来の仕
事に活かしていきたいと思います。こ
の研修に参加したことが、本当に自分
の人生の転換点にもなりました。研修
のために寄付をしてくださった方、研
修に同行してくださったスタッフの皆
様、一緒に研修をした仲間たち、ありが
とうございました。

おわりに

　研修全体のアドバイザーとして、全
員が大きな病気や怪我も無く、無事に
帰国できたことに安堵しております。
また、ハードスケジュールにも関わら
ず、全員がすべてのプログラムに参加
することができ、充実した時間を過ご
せたことをうれしく思います。研修が
進むにつれ、研修生の声が大きくなり、

発言が増え、ますます積極的になって
いったことにはスタッフ全員が驚きま
した。
　ダスキン障害者リーダー育成海外研
修派遣事業の実行委員として、このよ
うなジュニア研修を企画・実施するこ
とは、私の希望でもあり夢でした。それ
は私自身が高校時代に1年間アメリカ
に留学し、異文化の中で生活・学習をす
ることで、その後の生き方を左右する
ような大きな刺激を受けたからです。
　今回は、これまで3度実施したイギリ
スではなく、初めてアメリカでの研修
を企画したこともあり、滞りなく研修
をすすめられるか不安な気持ちもあり
ましたが、できる限りの準備をして出
発しました。
　オハイオ州・コロンバスでは、留学時
代にお世話になった先生方や友人が
様々な形で協力してくださり、とても
心強く思いました。また、私が高校時
代に留学したオハイオ州立盲学校で
は、当時の後輩が校長になっており、
研修生に向けて貴重な話をしてくれた
り、キャンパスを案内してくれたりしま
した。ワシントンD.C.では、国会図書館
の障がい者サービス部門に長年勤務
していた友人のおかげで、充実した見
学や訪問ができました。

　各研修生のまとめを読むと、彼らが
様々なことを学び、大きなインパクトを
受けたことが伝わってきます。高校生
という若い世代の視覚障がい者が直
接異文化にふれ、アメリカの視覚障が
い当事者と交流し、先進的なアクセシ
ビリティを体験し、障がい当事者から
の社会・政府への働きかけについて知
り、視覚障がいのある人のための最新
のサービスを学ぶという経験は、彼ら
の将来にとって意義のあることだと思
います。これらの経験を通じて、かけが
えのない財産を得ることができたに違
いありません。
　最後に、この場をお借りして、公益財
団法人ダスキン愛の輪基金、スタッフ
の皆様、研修生を応援し送り出してく
ださった保護者や各学校の先生方、ア
メリカでのコーディネートをしてくだ
さったスー・アーター氏や様々なコン
タクト先の情報を提供してくださった 
ジュディ・ディクソン氏をはじめ多くの
方々、その他支援してくださったすべて
の皆様にお礼申し上げます。これまで
の多くの方々とのつながりや皆様の協
力がなければこの研修は実現しなかっ
たと思います。改めて人と人とのつな
がりの大切さを実感しました。

アドバイザー 青松利明

吉川　司  さん三重県

田中　桃華  さん熊本県

酒井　響希  さん大阪府

小松　愛陽  さん東京都
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く前から憧れ続けた夢を、視覚障がい
があることで諦めていました。そこで、
アメリカでは、私のように障がいがあっ
て夢を叶えられなかった人はどのよう
な人生を送っているのか、とても気に
なっていました。今回お会いした方は、
回り道をしながらもやりたい分野にア
タックしていたり、目標の実現のために
裁判を起こしたりと、大変な努力をして
それぞれの夢に近づいていました。私
はこの経験から、将来教員になったら、
子どもたちが障がいを理由に夢を諦め
なくていいように、どうすれば夢に近づ
けるか、そのために必要なことは何か、
一緒に考えて、その子の努力が実るよ

うに導きたいと思います。
　また、障がい児教育について学ぶ中
で深く感じたことは、アメリカは日本よ
りずっと障がい児が学ぶ環境が整い、
機会に溢れているということです。オ
ハイオ盲学校で見た物は、自然豊かで
広い敷地や大量の触察模型、一人でも
練習できる60ｍ走のロープ等、どれも
日本に取り入れたい物ばかりでした。
また、議会図書館の障がい者サービス
には多数の教材があり、習い事も断ら
れることはないと聞き、日本もそのよ
うに障がい者も学ぶ機会を均等に得
られれば、もっと個々の才能を伸ばし
職業の幅を広げられると考えました。

はじめに

　2023年8月2日から12日まで、アメ
リカ合衆国において視覚障がいのある
高校生を対象に11日間の研修プログ
ラムを実施しました。
　研修の前半は、オハイオ州立盲学校
の元教諭のスー・アーター氏がコーディ
ネートをしてくださり、州立盲学校訪
問、アーミッシュ（文明を利用せず生活
している人々）の村やオハイオステイト
フェア（産業祭り）の見学等のプログラ
ムを実施しました。また、盲学校のOB・
OG教諭数名が移動の際の車のドライ
バー、ホームステイファミリーとして協
力をしてくださいました。
　後半は大都会のワシントンD.C.に滞
在しながら、視覚障がい当事者やその
関係者との交流、博物館等のアクセシ
ビリティの体験、視覚障がい者の当事
者団体やサービス提供団体への訪問、
在米国日本大使館での懇談等、多岐に
渡る研修をおこないました。

小松 愛陽

　この研修は何もかもが新鮮で刺激的
で驚きの連続でした。
　特に印象的だったのは、たくさんの
視覚障がい者からそれぞれの人生につ
いて伺ったことです。実は、私は物心つ

　この研修での数えきれないほどの貴
重な経験を通して何倍も成長した私
で、沢山の「喜びの種まき」ができるよ
う頑張っていきます。
　最後に、研修を企画・運営し、このよ
うな貴重な経験をさせてくださった青
松先生、ダスキンの皆様、スタッフの皆
様に厚く御礼申し上げます。大変お世
話になりました。誠にありがとうござい
ました。また、研修を共に過ごした仲間
たちへ、うまくいかないことも多々あり
ましたが、お互い助け合って良い研修
にできてうれしかったです。本当にあり
がとうございました。

酒井 響希

　僕は、この研修を通して、主に二つの
点において自分の大きな成長を感じる
ことができました。
　一つは、英語でのコミュニケーショ
ンへの苦手意識がなくなったというこ
とです。僕の中で、英語で話さなけれ

ばならないというのは本当に不安でし
た。相手に伝えたいことを正しく伝え
られなかったり、逆に相手の言ったこ
とが理解できなかったりすれば、相手
に不快な思いをさせるのではないかと
思っていたからです。しかし、ホームス
テイを行ったことで、誰かと話すときに
一番大切なのは、正しい文法を使うこ
とではなく、自分の思いを聞き手に伝
えようとする姿勢なんだと気づくこと
ができました。この自分なりのコミュ
ニケーション方法を見つけられてから
は、相手の言ったことが100パーセン
トは理解できずとも、何となく会話が
できるようになりました。それは本当
にうれしいことでした。これが、今回の
研修の中で僕がもっとも成長を感じた
ポイントだと思っています。
　二つ目は、「自分の意見や主張は
もっとはっきりと言おう」と思えるよう
になったことです。
　今までの僕は、クラスでのディス
カッションや他の学校の生徒と意見交
換をする際に、どうしても周りの雰囲
気に合わせてしまい、自分の意見をあ

いまいなものにすることが多かったで
す。それは改善すべき点であることも
わかっていましたが、具体的な改善方
法がなかなかつかめないでいました。
しかし、今回の研修でお話を聞いた盲
学校の全盲の校長先生や視覚障がい
を抱えながら仕事をこなす方々は、全
員が誰にも負けない強い信念をもって
おられました。僕はその姿にとても感
銘を受けました。そして自分の意見を
しっかりと伝えることがいかに大切な
のかに気づかされました。これからは
どんなときも自分のやりたいと思った
こと、変えたいと思ったことはその強
い気持ちを諦めずに伝えていこうと思
います。
　今回の研修を振り返り、僕は大きく
成長し、自分を変えられたと思ってい
ます。この研修を実行するまでに至っ
たすべての方へ、僕は感謝の気持ちで
いっぱいです。この先の未来を担って
いく一員として、この海外研修で培っ
た知識を最大限に生かし全力で努力
していこうと思います。本当にありがと
うございました。
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田中 桃華

　私はこの研修でさまざまなことを学
ぶことができました。その中でも自分
に大きな影響を与えたことが二つあり
ます。
　一つ目は、アメリカの視覚障がい者
の方々が胸を張り、堂々と自分の意見
を述べていたことです。私は人とコ
ミュニケーションをとることがとても
苦手でした。その理由は、目が見えな
いので相手の表情を見ることができ
ず、今相手がどんな気持ちでいるのか
がわからないため、自分の意見を述べ
ることを躊躇してしまうからです。ま
た、相手にわかりやすく自分の考えを
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とても苦手です。しかし、アメリカで
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ることもなく、自信に満ちあふれた声
で堂々と私たちに語りかけていまし
た。その様子を見て、私もこの方々のよ
うに堂々と自信をもって自分の意見を
相手に発信していかなければいけない
と思いました。これからは躊躇する気
持ちを捨てて、自信をもって自分の考
えを発信していきたいと思いました。
　二つ目は、障がいのある人たちに対
する接し方が、アメリカ人と日本人では
まったく違ったことです。ダラスからコ
ロンバスまで行く飛行機で、私たちは
ばらばらの席に座らなければなりませ
んでした。そのとき、私の両側にまった
く知らない背の高い男性が座っていま
した。私は、最初この人たちに何か怖い

国立宇宙博物館でのタッチツアー オハイオ州の夏のイベント「オハイオステートフェア」へ

ボルチモアにある全米盲人連合の会長と

ことをされたらどうしようと恐怖を感
じていました。また、何かあった時、目
が見えないという自分の状況を英語で
伝えられる自信がなく、どうすればい
いんだと不安に押しつぶされそうな気
持ちになっていました。少しでも不安を
消そうと白杖を目立つところに置き、
約3時間のフライトを終えました。飛
行機を降りるとき、隣の男性が私の体
を優しく支え、移動を手伝ってくださ
いました。日本では知らない人から助
けてもらうことがあまりなかったの
で、アメリカで人の優しさを感じるこ
とができ、涙が出そうになりました。
アメリカには点字ブロックなど私たち
視覚障がい者が歩きやすくなるよう
な工夫があまりされていないのです
が、困っている人を助けようという意
識があり、心のバリアフリーが発達し
ているなと感じました。日本では道路
や施設などでユニバーサルデザイン
が施されていますが、困っている人に
手をさしのべようとする人は少ないと
思っています。お互いに助け合おうと
する気持ちは、ユニバーサルデザイン
や福祉制度などよりもとても大切な
ものだと感じました。
　私はこの研修で、日本では経験でき
ないようなことをたくさん経験し、たく
さんの感動を得ることができました。
この経験で学んだことを、多くの人
たちに発信していきたいと思います。

このようなすばらしい機会を設けてく
ださり本当にありがとうございました。

吉川 司
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